
第4章自然科学

第1節大溝の堆積

田所遺跡では幅およそ8 -10mの南北方向に延びる中世(鎌倉時代)の溝が検出されて

いる。大溝を埋積する堆積物(は基質に泥やシルトなどをほとんど含まない租粒～細粒砂か

らなる。大藩の埋積過程を93Ⅰ区の断面図をもとに堆積学的見地から検討を加えたい。

93Ⅰ区では幅およそ4m、深さおよそ1mのチャネル(溝を含めた流路一般を堆積学的

にはチャネル(channel)と呼ぶ。以下ではチャネルを用いる)が検出された(第107図)～

ほぼ水平に堆積するシルトや粘土質シルト層とは明瞭な境界面をもって接する。チャネル

の基底面には、径10cmほどの粘土やシルトの偽礫状を呈するブロックがみられる。埋積す

る砂は一様ではなく、 4つのユニットA-D)からなる。Aのユニットでは細粒～中粒

砂からなり、平板状(tabular)の斜交層理が認められる。 Bのユニットは細礫～粗粒砂

からなる低角の平板状斜交層理がみられる。 Cのユニットでも平板状斜交層理がみられる

ものの、砂の粒径は細粒～中粒とBのユニットよりも細かい。 Dのユニットでは1セット

が3-4,の明瞭なトラフ斜交層理が確認される。また、トラフ状斜交層理は下位から上

位へ規模が小さくなる。チャネルの基底でみられる偽礫は、田所地域の沖積氾濫原上に新

たにチャネルができ、その初期の浸食マテリアルと推定できる。したがって、偽礫層はチャ

ネルのできる初期に形成されたラグ堆積物(cannnel lag deposits)とみなせる。一般に、

平板状斜交層理よりもトラフ斜交層理のほうが高流速のもとで発生する。このことからA

～Cの砂層よりもDの砂層の堆積時のほうが、流速が速かったことがわかる。また、攻撃

斜面(チャネルの外側)にあたる基盤(平行に堆積するシルトなど)があまり削られてい

ないことから、チャネルは形成されてからはとんど側方に移動しなかったことを示す。人

為的に流量等を規制されていたのかもしれない。ユニットDで、トラフ斜交層理の規模が

下位から上位へ小さくなったのは、チャネルの埋積が進んで急激に浅くなったことを示唆

する。ユニットDの砂層形成時には複数のチャネルをもっていたと推定される。
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第107図大溝SDOl土層断面図

凡例

1. 10YR4/2シルト層
2・ 10YR5/3シルト層
3. 10YR5/2シルト層

4. 10YR2/3シルト貿粘土層

5. 2.5Y5/2極細粒砂層
6. 5Y6/1極細粒砂層
7. 2.5Y5/1シルト層

8. 5Y5/1シルト層
9. 7.5Y5/1シルト層

10. 2.5Y4/1粘土質シルト層
ll. 5Y4/1シルト層



第2節放射性炭素年代

93J区および94Ab区94Ba区の遺構面より下位の堆積層序は、細礫混じりの粗粒～極粗

粒砂層(1層)を基底として上位に緑～緑灰色腐植質粘土層(2層)、黒色～黒褐色腐植

質粘土層(3層)、褐色シルト層(4層)の4つのユニットからなる。このうち褐色シル

ト層が主な遺物包含層となっている。 93J区では2層上部あるいは3層下部付近より材片

の集積がみられた。 94Ab区および94Ba区でも、 1層および2層中で木材を得ている。堆

積物の形成年代を確認するため放射性炭素年代(14C年代)測定をおこなった。試料を採

取した調査区および結果を第21表に示す。なお、測定はパリノ・サーヴェイ株式会社を通

じて、学習院大学放射性炭素年代測定室に依頼した。

93J区の年代値は3320y.B・ P・ -2340y.B. P.の範囲で3320-2940y.B.P.と3320y・B. P. -

2340y.B.P.と大きく2つの範囲に分かれることから、 2層と3層の時期差が混在してい

ると思われる。 94Ab区、試料番号12の材が出土した同一層準からは縄文時代晩期の土器

が出土している。材片は2660y・B・P・を示し、土器から推定される年代値とも調和的であ

る。試料番号13-15は、細礫混じりの粗粒砂層中に埋積されていた木材である。年代値は

3300y.B・P・ -3010y.B・P・であり近似している。

試料

番号
調 査 区 堆積 物

標 高

(m )
試 料 C od e N o . 測定 結果 .

1 9 3 」
緑灰 色腐 植 質粘 土層 上部 ,

黒色 腐植 質 粘土 層下 部
7 .6 材 G a k一18 0 2 8 2 5 9 0 ±9 0 y・B .P . (6 4 0 B .C .)

～ 9 3 」
緑 灰 色腐 植 貿粘 土層 上部 ,

黒色 腐植 巽 粘土 層下 部
7 .6 材 G a k - 1 8 0 2 9 2 3 6 0 ±9 0 y .B .P . (4 1 0 B .C .)

3 9 3」
緑 灰 色腐 植質 粘 土層 上部 ,

黒 色 腐植 質粘 土 層下 部
7 .6 材 G a k T1 8 0 3 0 2 6 3 0 ±9 0 y .B .P . (6 8 0 B .C .)

4 9 3」
緑 灰 色腐 植巽 粘 土層 上部 ,

黒 色 腐植 巽粘 土層 下 部
7 16 材 G a k -1 8 0 3 1 2 9 4 0 ±lO O y .B .P . (9 9 0 B ・C .)

5 9 3」
緑 灰色 腐 植質 粘 土層 上部 .

黒 色腐 植 覚粘 土層 下 部
7 .6 材 G a k -1 8 0 3 2 3 2 7 0 ±1 0 0 y ・B .P . ( 1 3 2 0 B .C .)

6 9 3」
緑 灰色 腐 植質 粘土 層上 部 .

黒 色腐 植 巽粘 土層 下部
7 16 材 G a k一1 8 0 3 3 3 3 2 0 ±l O O y .B .P . ( 1 3 7 O B .C ・)

7 9 3」
緑 灰色 腐 植巽 粘土 層上 部 .

黒 色腐 植 質粘 土層 下部
7 16 材 G a k一1 8 0 3 4 2 9 7 0 ±8 0 y .B .P . (1 0 2 0 B ・C ・)

8 9 3」
緑 灰色 腐植 巽 粘土 層上 部 ,

黒色 腐 植巽 粘 土層 下部
7 .6 材 G a kt 1 8 0 3 5 2 5 4 0 ± lO O y .B .P . (5 9 0 B .C .)

9 9 3 」
緑灰 色 腐植 宜粘 土 層上 部.

黒色 腐 植巽 粘 土層 下部
7 .6 材 G a k- 1 8 0 3 6 2 3 4 0 ± lO O y .B .P・ (3 9 0 B・C .)

1 0 9 3 」
緑灰 色 腐植 質粘 土層 上 部,

黒色 腐植 巽 粘土 層 下部
7 .6 材 G a k - 1 8 0 3 7 2 3 6 0 ±9 0 y・B1P・ (4 1 0 B .C .)

l l 9 4 A b 緑灰 色腐 植 巽粘 土層 中 7 .4 材 G a k・18 8 3 1 3 1 2 0 ±90 y .B .P . ( 1 1 7 0 B .C .)

1 2 9 4 A b 緑灰 色腐 植 巽粘 土層 中 7 .4 材 G a k一18 8 3 2 2 6 6 0 ±9 0 y .B ・p . (7 1 0 B .C .)

1 3 9 4 A b 細礫 混 じり租 粒砂 層 中 6 .5 材 G a k -1 8 8 3 3 3 3 0 0 ±9 0 y .B ・P. (1 3 5 0 B .C .)

1 4 9 4 B a 細礫 混 じり租 粒 砂層 中 7 .8 材 G a k -1 8 8 3 4 3 1 0 0 ±l O O y .B ・P . ( 1 1 5 0 B .C .)

1 5 9 4 B a 細礫 混 じり租 粒 砂層 中 7 .9 材 G a k -1 8 8 3 5 3 0 1 0 ±8 0 y・B.P・ (1 0 6 0 B .C .)

第 2 1表 放 射 性 炭 素 年 代 測 定 結 果 表



珪藻分析

花粉分析

植物珪酸体

第3節花粉・珪藻・プラント・オパールからみた古環境

本章では花粉・珪藻・プラント・オパール微化石分析を通して、田所遺跡の当時の自然

環境について考察を加えたいと思う。田所遺跡で採取した分析試料は、墳墓堂の周溝より

採取したもの(92Gb区)と、大溝の検出されている調査区より採取したもの94Ab区)

がある。詳細を第22表に示す。各分析方法について以下に述べる。なお、 94Ab区より採

取した試料の分析はパリノ・サーヴェイ株式会社にお願いした。

試料の分析にあたって、乾燥重量1 gをトールビーカーにとり過酸化水素水(35%)を

加えて煮沸し、有機物の分解と粒子の分散をおこなった。岩片除去ののち、水洗を4～5

回繰り返しながら同時に比重選別をおこなった。分離した試料を希釈し、マウント・メディ

ア(和光純薬製)にて封入した。検鏡は1000倍の光学顕微鏡を使用し、各試料とも200個

の珪藻殻を同定した。同定に際し、 Krammer, K. & Lange-Bertalot, H. (1986 - 1988

1991a・1991b)を参考にした。

湿重約10gの試料について、 HF処理、重液分離(ZnBr2!比重2・2)、アセトリシス処

理、 KOH処理の順に物理・化学処理を施し、花粉・胞子化石を分離・濃集する。処理後

の残渣をグリセリンで封入しプレパラートを作成した後、光学顕微鏡下でプレパラート全

面を走査しながら出現する種類(Taxa)の同定・計数をおこなう。また、イネ科花粉に

ついては、ノマルスキー微分干渉装置を使用し表面模様の観察をおこない、発芽装置の形

態・大きさなどを考慮しながら栽培植物のイネ属と他のイネ科に同定区分する。結果は、

同定(計数結果の一覧表として示す。

湿重5 g前後の試料について、過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理(70W、 250Khz、

分間)、沈底法、重液分離法(ポリタングステン酸ナトリウム、比重2・5)の順に物理.化

学処理をおこない、植物珪酸体を分離・濃集する。これを検鏡しやすい濃度に希釈し、カ

バーガラス上に滴下・乾燥する。乾燥後、プリュウラックスで封入しプレパラートを作製

する。 400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科菓部(葉身と菓鞘)

の葉部短細胞に由来した植物珪酸体(以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)および葉身機動細胞に

由来した植物珪酸体(以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を近藤・佐藤(1986)の分類に基づ

いて同定・計数する。

調査区 試料採取場所 な遺構 (遺物) 分析対象 分析目的 試料数 時期

92 G b区 墳墓堂を区画する溝
(SD 27

墳墓堂 珪最 溝内の古環境 18 鎌倉時代

墳墓堂を区画する溝
(SD 27

墳墓堂 花粉 溝周辺の古植生 16 鎌倉時代

9 4A b区 調査区北側 トレンチ 大溝 珪藻 流水環境 13 古代～中世

調査区北側 トレンチ 大溝 花粉 古植生 13 古代～中世

調査区北側 トレンチ 大溝 植物珪酸体 古植生および稲作状況 13 古代～中世

第22表 試料採取場所および分析対象



墳墓堂周溝

珪藻分析

92Gb区では鎌倉時代の墳墓堂遺構が検出されている。ここでは調査区北壁において墳

墓堂遺構の周溝SD03の北溝の堆積物を垂直的に試料採取し、 18試料を得た(第108図、第

109図)。珪藻、花粉の順に結果を報告する。

試料全体(試料番号1 -18)についてみると、試料中より出現した珪藻遺骸は22属90種

(10変種を含む)であった。 pHについては好酸性種と不定性種が、水流性については止

水性種が、生態性については淫遊性種が、塩分については嫌塩性種が全層準を通じて優占

した。特徴種としてpH不定性・好止水性・浮遊性・塩分不定性種のAulacoseira ambigua

が全体の42.9%を占め、圧倒的に多い。また、種までの同定が不可能なEunotia spp.が4・6

%、好酸性・流水不定性・付着生・嫌塩性種のEunotia lunarisが4.3%、好酸性・好止水

性・付着生・嫌塩性種のFrustulia rhomboidesが3.9%を占める。珪藻の群集組成と出現頻

度の特徴から、分析試料は下位よりⅠ ・ Ⅱ ・Ⅲの3珪藻帯に区分され、 Ⅱ帯はさらにIa

帯、 Ⅱb帯に分けられる(第112図)。以下に珪藻の群集組成の特徴を各帯ごとに記す。

Ⅰ帯(試料番号1-5)での出現種数は53種である。群集組成の特徴は、 pHについて

は真・好酸性種が優占した。流水性については、 Aulacoseira ambiguaといった好止水性種

の出現率が高かった。生態性では付着生種と底生種の出現率が高い。 Ⅱ帯・ Ⅲ帯と比較し

て浮遊性種の出現率が極端に少ないのが特徴である。塩分については嫌塩性種が優占した。

+ 苧図集点。柱状図

凡例

7・灰白色細粒砂層

6・黄褐色砂質シルト層

5.灰褐色シルト層

4・淡灰褐色腐植質シルト層

3(茶褐色腐植質シルト層

2.暗褐色砂まじり腐植質シ)kト層

1.淡褐色租粒砂層



特徴種としては、好酸性・流水不定性・付着生・嫌塩性種のEunotia lunaris (10.9%)お

よびEunotia lunaris var. subarcuata (8.4%)が19.3%を占めた。また、好酸性・付着生

種のEunotia属で全体の32. 5%を占める。 pH不定性・好止水性・付着生種のGomphonema

gracileが5・ 9%、 pH不定性・好止水性・底生.嫌塩性種のNeidium iridisが5・ 1%、好酸性・

流水不定性・底生種のPinnularia gibbaが7. 8%を占め、特にPinnularia属で全体の15. 9%

を占めた。また、 Tabellaria属も12.1%を占め、このTabellaria属の多産がⅠ帯の特徴であ

る。

Ⅱ帯(試料番号6-14)での出現種数は49種である。群集組成の特徴は、 pHについて

は不定性種および好酸性種が、水流性については真・好止水性種が、生態性では浮遊性種

が圧倒的に多く、全体の60%以上を占める。塩分については不定性種と嫌塩性種が大部分

を占める。 Ⅱ帯はさらにⅡa帯、 Ⅱb帯に分けられる。それぞれの特徴について以下に述

べる。

Ⅱa帯(試料番号6 -10)での出現種数は34種である。群集組成の特徴は、 pHについて

は不定性種が占め、水流性については真・好止水性種が大部分を占める。生態性では浮遊

性種が圧倒的に多く、底生種の割合がⅡb帯に比べて若干少ない。塩分については不定性

種が大部分を占めるが、 Ⅱb帯に比べて好塩性種が全くみられないこと、嫌塩性種の割合

が少ないことで特徴づけられる。特徴種としては、 pH不定性・好止水性・浮遊性・塩分

不定性のAulacoseira ambiguaが全体の67.4%を占め、圧倒的に多い。ほかにpH不定性・

流水不定性・付着生・塩分不定性のFrustulia vulgarisが5・ 7%、好酸性・流水不定性・付着

生・嫌塩性種のEunotia lunarisが3・ 1%、 Eunotia lunaris var・ subarcuataが3・ 1%を占め、

Eunotia属では全体の8. 9%を占める。また、 pH不定性・好止水性・底生・嫌塩性種のNeidium
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花粉分析

95Aa区

珪藻分析

iridis (1.8%)がみられるのも本帯の特徴である。

Ⅱb帯(試料番号11-14)での出現種数は42種である。群集組成の特徴は、 Ⅱa帯とほ

とんど同様であるが、 pHにおける酸性種、生態性では底生種、塩分では嫌塩性種のそれ

ぞれの増加傾向がⅡa帯との相違点である。特徴種としては、 Ⅱa帯と同様にpH不定性・

好止水性・浮遊性・塩分不定性のAulacoseira ambiguaが全体の52. 9%を占め、圧倒的な多

さを示すが、 Ⅱa帯よりも若干割合は少なくなる。 Eunotia lunarisやEunotia lunaris var・

subarcuataなどのEunotia属が全体の9.5<を占める。また、好酸性・好止水性(付着生・

嫌塩性種のFrustulia rhomboides (16.4% )の出現でも特徴づけられる。

Ⅲ帯(試料番号15-18)での出現種数は53種である。群集組成の特徴は、 pHについて

は真・好アルカリ性種が、水流性については不定性種および止水性種が、生態性について

は底生種と付着生種が、塩分については不定性種および好塩性種が大部分を占める。特徴

種としては、本帯においてもpH不定性・好止水性・浮遊性・塩分不定性のAulacoseira

ambiguaが全体の39・3%を占めるが、その割合はⅡ帯と比べると減少傾向にある。 pH不定

性・流水不定性(付着生・塩分不定性のFrustulia vulgarisが5・9%を占めるとともに、底

生種のPinnularia属が12. 5%を占める。ほかにpH不定性・好流水性・付着生種のCymbella

minutaが3%、好アルカリ性・底生・中塩性種のNitzschia obtusaが3.3%、好アルカリ性・

付着生・中塩性種のRhopalodia gibberulaが2.3%、好アルカリ性・流水不定性・付着生の

Synedra ulnaが2.5%と割合は少ないものの、本種がみられることが本帯の特徴である。

花粉分析は試料番号1-17試料番号4 ・ 15 ・ 18を除く)の計15試料についておこなっ

た。結果を第113図に示す。全般にイネ科やカヤツリグサ科などの草本花粉が木本花粉よ

り多い傾向を示した。木本花粉については、針葉樹ではマツ属やスギ属が、広葉樹ではコ

ナラ亜属、エノキ属が卓越した。草本花粉については、イネ科やアリノトウグサ科が試料

全般にみられるのにともない、ヨモギ属、タンポポ亜科、キク亜科などがみられる。また、

試料番号7-13でカヤツリグサ科が急激に増加するのも特徴である。ほかにガマ属・フサ

モ属・オモダカ属・アヤメ属といった水生植物も確認される。

結果を第114図に示す。珪藻化石は5層の試料番号10、 2層の試料番号6、 1層の試料

番号4～1の6試料から産出するが、それ以外の7試料(試料番号13-11, 9-7、 5)

は非常に少ない。また、珪藻殻も壊れたり溶解しているものがほとんどである。産出種は

全て淡水生種からなり、産出分類群数は28属162分類群である。完形殻の出現率は1層の

試料番号4～1では60-70%と高いが、それ以外は5-50%と低い。淡水生種の生態性

(塩類、 pH、流水に対する適応能)の特徴は、試料番号10は貧塩不定性種(少量の塩分

があってもこれに耐えられるもの)、 pH不定性種と真・好アルカリ性種(中性および弱ア

ルカリ性水城を最適とするもの)、流水性種(流水に特徴的なもの) ・流水不定性種(流

水にも止水にも認められるもの).止水性種(止水に特徴的なもの)が優占あるいは多産

する。試料番号6は3適応性とも不明なものが多い。試料番号4～1では互いに生態性が

近似しており、貧塩(不定性種が優占し、 pH不定性種と真・好アルカリ性種、流水不定
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花粉分析

植物珪酸体

性種と真・好止水性種とで特徴づけられる。次に産出種の特徴を述べる。試料番号10は流

水性のGomphonema sumatorense、流水不定性のCymbella silesiaca、止水性のAulacoseira

ambigua、 Fragilaria construens fo. venter、陸上のコケや土壌表面など多少の湿り気を保っ

た好気的環境に耐性のある陸生珪藻のHantzschia amphioxys、 Navicula muticaなどが産出

する。試料番号6は流水不定性のAmphora ovalis var. affinis、 Rhopalodia gibberula、止

水性のAulacoseira ambigua、化石の保存が悪く属の段階までしか同定できないPinnularia

属、 Diploneis属、 Stauroneis属が多産する。試料番号4 ～ 1は群集も近似しており流水性

のNavicula elginensis var・ neglecta、流水不定性のCymbella silesiaca、 Fragilaria pinnata、

Gomphonema parvulum、 Rhopalodia gibberula、止水性のAulacoseira ambigua、 Fragilaria

construens fo. venter、 Fragilaria exiguaなどが多産する。

結果を第28表.第115図に示す。試料によって化石の保存状態や群集組成は異なる。以下

に各試料で花粉化石群集について述べる。

試料番号13- 9は全般に花粉・胞子化石の保存状態が悪く検出数も少ない。試料番号9

ではシダ類胞子が多く検出される。試料番号6 ～ 8では花粉・胞子化石の保存状態は試料

番号7を除いてほぼ良好であったが、試料中に含まれる花粉化石の数は少ない。木本花粉

のしめる割合は10-20%と低く、シダ類胞子の割合が高い。木本花粉ではコナラ属アカガ

シ亜属が多産し、ブナ属、コナラ属コナラ亜属などを伴出する。草本花粉はイネ科が多産

しカヤツリグサ科などを伴う。試料番号5～ 1では花粉・胞子化石の保存状態は試料番号

5と3を除いておおむね良好であったが、試料中に含まれる花粉化石の数は少ない。木本

花粉の占める割合は10-15%と低く、草本花粉の割合が50-60%と高い。木本花粉ではマ

ツ属が非常に卓越し、前時期に多産していたアカガシ亜属は急激に減少する。コナラ属コ

ナラ亜属、ニレ属-ケヤキ属などを伴う。針葉樹のツガ属、スギ属などが微増する。草本

花粉は検出される種類数が多くなる。イネ科が多産し、ナデシコ科、カヤツリグサ科など

を伴う。水生植物のミズアオイ属、サジオモダカ属、ミズワラビ属などが随伴あるいは希

に産出する。また、栽培植物のソバ属が各試料から高率に検出される～

結果を第29表、第116図に示す。各地点の試料からは植物珪酸体が検出されるが、保存

状態の悪いものが多く、表面に多数の小孔(溶食痕)の認められるものがある。

試料番号13-9 (6-4層)までは検出個体数が少なく、タケ亜科、ヨシ属、ウシクサ

族が認められるにすぎない。試料番号8、 7、 6 (3層・ 2層下部)ではイネ属が出現し、

特に機動細胞珪酸体の出現率が高い。このほか、ヨシ属とウシクサ族の産出が目立ち、タ

ケ亜科やイチゴツナギ亜科も認められる。試料番号5-1 (2層上部・ 1層)でも、イネ

科機動細胞珪酸体の出現率が高い。しかし、ヨシ属の割合が低くなり、タケ亜科が増加す

る。このほか、下位と同様にウシクサ族やイチゴツナギ亜科が認められる。また、栽培種

か否かの判別がつかないものの、オオムギ族も検出される。
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古環境変遷

95Aa区

珪藻、花粉分析および堆積物の層相より推定される、鎌倉時代の墳墓堂遺構を区画する

周溝SD03の北港の埋積過程について述べる。

珪藻の群集組成からは非常に明確な変化がみられ、特にⅠ帯(試料番号1-5)からⅡ

帯(試料番号6-14)にかけて急激に環境の変化が起こっている。試料番号5では真.好

止水性種および浮遊性種が20%であったのに対し、試料番号6では真・好止水性種および

浮遊性種がおよそ60%と3倍近い増加を示す。これは、溝の中に徐々に水が入り込み水深

が増したのではなく、短期間に一気に水深が増加し止水環境となったことを示すものであ

る。試料番号5と6の間に人為的な関与が示唆される。

Ⅱ帯(試料番号6 -14)では、 Aulacoseira ambiguaの止水性かつ浮遊性の種群がみられ、

圧倒的な出現率(60%以上)を占めた。このことは、 Ⅱ帯を構成する堆積物である下位の

砂混じり腐植質シルト(ユニット2)中部層から灰褐色シルト(ユニット6)下部層が堆

積する間、溝の中は止水(滞水)城で水深のある水城であったことを示すものである。 Ⅱ

帯はさらにⅡa帯(試料番号6-10)、 Ⅱb帯(試料番号11-14)の2珪藻帯に分けること

ができた。 Ⅱb帯ではⅡa帯と比較すると、真.好止水性種の増加70%以上)、底生種の

増加および浮遊性種の減少傾向が確認された。 Ⅱb帯を形成する堆積物が埋積する過程で

徐々に水深が浅くなっていったことがうかがえる。その傾向はⅢ帯(試料番号15-18)の

形成時まで続く。底生種が増加傾向を示す事実がそれを物語っている。

花粉分析ではイネ科やカヤツリグサ科といった草本花粉の割合が、マツ属やスギ属といっ

た木本花粉より多い。この事実から、墳墓堂周辺はかなり開けた裸地的な環境であったこ

とを示す。珪藻分析では試料番号6から14において水深のある止水域が推定されるが、花

粉分析においてもガマ属・セリ科・オモダカ属といった水生植物が確認されている。溝の

中にはある深さをもって水が溜まり、水生植物が繁茂していたことがうかがえる。また、

珪藻分析において止水環境を明確に示した層準の試料から、草本花粉(特にカヤツリグサ

料)の増加が確認されるのは興味深い。溝は凹地であり滞水域であったため、溝の周辺に

繁茂する草本花粉がより集積したものと思われる。ユリ属やアヤメ属の花粉も割合は少な

いものの確認された。墳墓堂に献花されたものか、溝の周辺に繁茂していたものかはわか

らないが、興味ある事実である。

以上の結果から、墳墓堂に廻らした溝は水深のある止水(滞水)城であり、周辺はかな

り開けた裸地的な環境であったことがわかる。また、溝の水は短期間に水深を増し、滞水

域となった事実が指摘でき、溝の中にはガマ属・オモダカ属.セリ科などの水生植物が繁

茂していたことがわかった。

本遺跡周辺は、犬山扇状地の末端と木曽川の三角州帯の間に位置し、自然堤防や後背

湿地がモザイク状に配列した複雑な地形が形成されている(鬼頭、 1996)。本遺跡におけ

る微化石の産状も木曽川の広い集水域の状況を反映していると考えられる。 6層～2層に

おいて複数の水域環境を指標する珪藻化石がみられるのは、このことを示唆している。特

に、 5層上部はGomphonema sumatorenseを始めとする流水性種、 Cymbella silesiacaなどの

流水不定性種、 Aulacoseira ambiguaなどの止水性種、それに陸上の好気的環境に耐性のあ



る陸生珪藻など様々な環境を指標する種が混在する、いわゆる混合群集の特徴がみられる。

これは、様々な場所から本地点に堆積物が運搬され堆積したことを示している。

一方、花粉化石および植物珪酸体の産状は、 6層～4層では検出個体数が少なかった。

前述の堆積環境を考慮すれば、堆積速度が速いために堆積物中に取り込まれる微化石が少

なかった可能性が高い。なお、少ないながらも産出した植物珪酸体の種類から、流域には

少なくともタケ亜科、ヨシ属、ウシクサ族などが生育していたと思われる。

3層～2層下部にかけては、木本類はコナラ属アカガシ亜属が多産する。アカガシ亜属

は、暖温帯性常緑広葉樹林の主要な構成要素である。随伴するコナラ属コナラ亜属は暖温

帯から冷温帯に分布する落葉広葉樹で、ブナ属は冷温帯の優占種である。また、サワグル

ミ属-クルミ属、バンノキ属、カエデ属などは冷温帯で河畔林や渓谷林を形成する要素で

ある。堆積環境を考慮すれば、この時期にこれらで構成される植生が成立していたと思わ

れる。 2層上部から1層では、マツ属(そのほとんどが複維管束亜属)が多産する。マツ

属複維管束亜属、暖温帯から冷温帯に分布し、陽樹であることからしばしば二次林を形成

する。これに随伴して微増するツガ属やスギ属は、暖温帯から冷温帯への移行帯またはそ

の中間帯に発達する中間温帯林の構成要素を含む種類であり、後背の山地に分布していた

可能性がある。近接する大毛沖遺跡における花粉分析結果では、 9世紀～12 ・ 13世紀に埋

積した旧流路でスギ属、マツ属、コナラ亜属、アカガシ亜属などが高い割合を占める組成

と、中世の遺物包含層でマツ属複維管束亜属が卓越する組成が得られている(鬼頭ほか、

1996)～ 2層上部から1層での花粉化石群集組成は、大毛沖遺跡の中世の結果と類似する。

なお、 2層上部から1層ではイネ科の出現率が高くなり、カヤツリグサ科、ミズアオイ属、

サジオモダカ属、ミズワラビ属などの湿潤な場所に生育していた可能性がある。また、ウ

シクサ族やタケ亜科、イチゴツナギ亜科などのイネ科植物も周辺に生育していたと思われ

る。

また、 3層からはイネ属の植物珪酸体が出現し、上位にかけて連続して検出された。特

に、機動細胞珪酸体の出現率は高く、現在のイナワラ堆肥連用( 8年間、 500kg/10a/年)

の水田土壌表層でイネ属機動細胞珪酸体の出現率が16%を示す調査例(近藤、 1988)と比

較しても、高い出現率である。そのため、 3層以浅で稲作がおこなわれた公算が強い。 1

層の珪藻化石の産状が富栄養沼沢地の検鏡を示唆することやヨシ属の産出が目立つことを

考慮すれば、湿潤な場所であったことがうかがえ、水田稲作がおこなわれた可能性が考え

られる。このほか、 2層上部と1層からソバ属の花粉化石が高率に検出されている。ソバ

は古い時代に日本に渡来してきた栽培植物で、花粉生産量の少ない虫媒花であることから、

花粉が検鏡された地点近くに母植物が存在していた可能性は高い。立地を考慮すれば、ソ

バは本地)削こ近い微高地上で栽培されていたことが示唆される。また、検出されたオオム

ギ族が栽培種であれば、ムギ栽培の可能性もある。

(鬼頭剛・堀木真美子・尾崎和美)
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第4章自然科学
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150 第3節花粉、珪藻〝、プラント・オパールからみた古環境

種 類 生 態 性 環境

指標種 1 2 3 4 5 9 10 11 12 13塩分 pH 流水

Achn an th es a二>a rc tat a (B reb・)Gr uno ¥* O gh -i nd in° ind RA 1

A chn an th es c rer】u lat a G ru nt〕W O gh -h il a 1〝b i 1-p h T 1

A chn an th es in f la ta iK ue tz. )G ru n<〕W O gh -i nd a 1ー11 r-p h T 1

A chn an th es ia po n ica H .Ko ba ya s i O gh -i nd a l- il r-b i ∫.T 1

A chn an th es la p id<二>sa K ras sk e O gh -in d ac - il m d T 1

A chn an the s niinu t iss iraa K ue tz ing 0g hーin d a l- il in° u

RA

2 1

A chn an the s sp p. Og h -un k un k u nk 1

Am ph ora ra on ta na K ra ssk e O gh -in d in° ind 2

A|nph ora o va l is va r. af f ini s (.Ku et z. )V .He u rck Og h -in d a L ll ind U

T

2 5 1 14

An om oeo ne is g <〕ra ph (〕n印ace a (G run . )H. Ko bay as i O gh -i nd aCー11 ind 1

An ono eo ne is v it rea cGr un .)R o ss O gh -he b ac.- i1 1〝p h 3

Au la cc二一se ira a mb ig ua (G ru n. )S iiin〕rise n 0 gh〝i nd a l- il トb i N 2 0 16 10

Au la cos e ira ita li ca lE hr .)S inion se n O gh -i nd a 1ーi1 1- ph U

RA

1 2 3

Au la cos e ira i ta li ca va r. va l ida tG ru n .)S imo n sen O gh -i nd a l- il 1-p h 1 3 1 1

Ca lon e is ae r<二>ph ila- 3 〕C k O gh -i nd a l- il ind 1

Ca lon e is ba ci llu iu CG ru n. )C lev e O gh - ind a l- il r-p h U

RB

K,T

1 1 1

Ca lon e is la uta G a rte r & Ba ile y -Wa tt s O gh -i nd in d irid 1 1 1

C a k 汀ie is le pt(二JS〔舶a K ra rarae r & La nge -Be rta lo t 0 ghーind in° トph 1 _ _ i _ _ 1 _ _ o

C a l(‥in e is sc hu川arm iana IG rim ・)C lev e O gh - ind a l- il 1 -bi 1

C a lon ei s si lic u la (E hr .)C le ve O gh - ind aト11 m d l l

C a lon ei s si lic u la va r. ra inu ta cGr un .)C le ve O gh - irld a l- il in° 3 1

C a lc〕n ei s spp・ 0 gh〝u nk un k unk 2

C e rat one i s a rc us K ue tz in g O gh -h ob in° r-b i 1

C oc co ne is p la cen tu la ( Eh r. )C le ve 0 ghーind a l- il ind U l l

C oc co ne is p la cen tu la v ar . e ug l yp ta (E hr .)C le ve 0 gh〝ind a l- il r-p h T 1

C oc co ne is p la cen tu la v ar . li nea ta (Eh r. )C le ve O gh - ind a l- il r〝p h T

S

0, T

T

T

l l

C oc co ne is s pp . 0 ghーu nk un k unk 3

C ra t icu la a rab ig ua (E hr . )I). G. Ma nn O gh - ind a l- il in° 1 1 1

C ra t icu la h al op h ila (G ra n, e x V. He urc k )D. G. Man n 0 gh一ind a l -il ind l l

C yra be l la ara ph io xy s U u e tz. )G ru no w O gh - ind i n° .トph 2 4 4 11 - 1

C y rabe l la as pe ra (Eh r. )C lev e O gh - ind a l- il m d l l

C y iube l la cu sp id at a Kue t zin g O gh - ind ind ind 1 - 1 - - 5 2

C y rabe H ,a g rac i lis (Eh r. )Ku e tz ing 0 ghーind i nd 1 -ph 2 1 2 4 - - - - - 1

C y mbe l la he te ro p leu ra va r . m in or C lev e O gh -h <〕b a c- i1 1 -ph 1

Cy rabe l la ia po n ica R e ich e lt O gh -u nk u nk Un k 1 2

Cy rabe l la rae s ian a Ch o lno ky O gh - ind a 1ーbi 1ーbi 0 4 2

Cy rabe lla na v icu lito rra is Au e rsw a ld O gh - ind i n° in° 0

T

l l

Cy rabe lla pe rp u s illa A .C lev e O gh -h ob a c- il 1 -ph 4 1 5 1

Cy rabe lla s i le s ia ca B le isch O gh - ind i nd in° 15 2 3 1 12

Cy rabe lla s inu a ta G reg o ry 0 ghーind ind r- ph K. T 1 3

Cy rabe lla t ura ida (B reb . ex Ku e tz. )V .He ur ck O gh - ind a l- il in d T 3

Cy mbe lla tura ida va r. g rac i lis Hu st ed t O gh -ind a l- il 1 -ph T 1

Cy rab e lla tur g id u la G run ow 0 ghーind a 1ー11 rーph K .T 1

Cy rab e lla tur g id u la va r . n ipp on ic a Skv or tz ow O gh - ind a l- il r -ph T

堤.T

T

l l

Cy―mb e lla spp . O gh -u nk u nk un k l l

D ia tora a hy era a le va r. rae sod on (Eh r・JK irc hn er O gh - ind a 1ー11 r -b i 1

I)ip l〔>n e is (二iva lis (J ilse )C lev e O gh - ind a 1ー11 in° 3 - 9 - 1 - 1 - 3

D ip lon e is pa rra a C le ve O gh - ind i n° in° 1 5 1

D ip lc〕n e is sp p. O gh -u nk U nk un k 1 8 4 5 1

Ep i the niia ad na ta (K ue t z. )Bre b iss on O gh - ind a l- bi in n 2

Ep i the ra ia so re x Kue t zin g O gh - ind a l- bi ind 1

Ep i the皿ia tu rg ida (Eh r .)K ue tz ing O gh - ind a l- il トph T

RA

4

Ep it he ra is sp p. O gh -u nk u nk un k 1 2

Eu no t ia b ise r iat o id e s H .Ko ba ya s i O gh - ind i n° in° 1 3

Eu no t ia in c isa I .Sm ith ex G reg o ry O gh -h ob a C- ll in° 0

0

1

Eu no t ia rao nod o n va r. a sia t ica Sk vo rt zow O gh -h ob a c- il in° 1

Eu no tia p e ct ina lis va r . m ino r (K ue tz . )R ab en ho rs t O gh -h ob a Cー11 in° 3 1

Eu no tia p e ct ina lis va r・u nd u la ta (Ra lf s)R ab en ho rs t O gh -h ob a Cー11 in° 0

U

1 2 1

EU―ーotia spp . O gh -u nk u nk un k 2 1

Fra g ila r ia b rev i st ria ta G run cw O gh - ind a l- il トph 8 5 1

Fra g ila r ia ca pu c ina va r . ra e so lep ta (Rab h・)R ab en ho rst O gh - ind a l- il 1 -ph T 1

Fra g ila r ia co ns t rue ns (Eh r. )G run ow O gh - ind a 1〝11 トph T 12 10

F ra g ila r ia co ns tr ue ns fo . ve n ter (,Eh r. )Hu s ted t O gh - ind a l- il 1 -ph S

U

12 2 6 12

F ra g ila r ia ex ig ua G run ow O gh - ind ind 1 -ph 11 3 0 37

F ra g ila r ia la pp on ic a G ru no w O gh - ind a l -il in° l l

F ra g ila r ia pa ra s iti ca (W .S m ith )G ru no¥サ O gh - ind a l -il in° 1

Fra g ila r ia pi nn ata Eh ren be rg O gh - ind a l- il in° S 19 14 1 1 1

Fra g ila r ia pi nna t a va r. la nc et tu la CS ch ura . )Hu st ed t 0 ghーind a l -il in° S 1

Fr us tu lia r ho rab o id e s v ar . sa xo n ica (R ab h. )D e To ni O gh -h ob a c- il 1 -ph 0 1 1 1

G o nph on en a ac un in at un Eh re nb er g O gh - ind in° トph 0 1 1 1

G o nph on en a an gu sta t um (K ue tz . )Ra be nho rs t O gh - ind aト11 in° U

T

1 2

Go nph on em a au gu r va r. tu rr is (Eh r・)La ng e -Be rt alo t O gh - ind in° in° 1

Go raph on en a ch r ist en sen i Lo we e t Ko cio le k O gh -u nk u nk un k 1 2 3

Go nph on en a c lev e i F ric ke O gh -ind a l -bi r -ph T 1 2 1

Go nph on en a c lev e i v ar . ina eq u ilo ng um H・Ko ba ya si O gh -ind in° r -ph 1

Go nph on en a co nt ra ru rr is I外ng e -B. &R e icha rd t O gh -ind a l -il 1 -ph 1 2

第25表95Aa区珪藻分析結果表( 1 )
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種 類 生 態 性 環境

指標種 1 2 3 5 6 9 10 11 12 13塩分 pH 流水

Gomph〔jneraa gracile Ehrenberg Ogh-ind a l-il 1-ph 0・U l l

G。raphoneraa parvuluniKuetzing Ogh-ind in° in° U 19 15

Goraphoneraa parvulunivar・lagenula (Kuetzing )Frenguelli Ogh-ind ind r-ph S 2

G̀iinphone町a pseudoaugur Lange-Berta lot Ogh-ind a l-il in° S

T

∫

1

Goraph̀jiieraa pseud<二・sphaer叩h(二一rum H.Kobayasi 0ghーind a1ー11 1-ph 1

Gonphonena puniiluni (Grun・)Reichardt & LangeーBertalot Ogh-ind a l-il in° 1 2 1

Gonphonema sphaerophoruin Ehrenberg 0ghーind al-il ind l l

Gomphonema subtile Ehrenbe rg Ogh-ind aト11 i―td ■ 1

Gonphonema suraatorense Fricke Ogh-ind ind r-bi 1 1 17

G(〕raphonenia truncatura Ehrenberg Ogh-ind in° 1-ph T

RA.I

l l

Gomphonema spp. Ogh-unk im k unk 1 - - 2 1 2 - - - 1

Hantzschia aniphi<二xys (Ehr.jGrunow Ogh-ind a l-il in° 1 - - 2 - - 1 - - 5 - - 1

Me losira varians Agardh Ogh-hil aL bi r-ph K.U

U

1

Navicula americana Ehrenberg Ogh-ind al-il 1-ph 1

Navicula bacilluin Ehrenberg 0ghーind al-il in° 2

Navicula bryophila h ye-Petersen Ogh-ind a 1ー11 in° RⅠ 1

Navicula cohiiii (HilsejLange-Bertali二Jt Ogh-ind al-bi ind R 1 1

Navicula confervacea (Kuetz〝)Grunow Ogh-ind al-bi in° RB.S 1

Navicula cnnte―ーta Grunow Ogh-ind al-il in° RA.T 1 2 2

Navicula crypti〕cephala Kuetzing 0ghーind aト11 in° U

0.U

U

RA.S

U

1

Navicula difficillima Hustedt 0ghーind ind ind 1

Navicula elginensis (Greg.)Ralfs Ogh-ind a l-il ind 2

Navicula elginensis var. cuneata H.Kobayasi Ogh-ind a l-il in° l l

Navicula elginensis var・neglecta (Krass.jPatrick Ogh-ind aト11 r-ph 15 15 8 12

Navicula kotschyi Grunow Ogh-ind a - ind 1

Navicula laevissiraa Kuetzing Ogh-ind in° in° 1 「 5 5 3

Navicula rautica Kuetzing Ogh-ind a l-il 1―ーd 2 2 2 4 - - - - - 6

Navicula plausibilis Hustedt 0ghーind ind ind l l

Navicula pseudolanceolata L外nge-Bertal(〕t Ogh-ind a l-il in° 1

Navicula pupula Kuetzing 0ghーind ind in° S 5 4 6 5 - - - - - 6

Navicula pupula var. capitata Hustedt Ogh-ind in° in° S 1

Navicula radiosa Kuetzing Ogh-ind in° in° U 1

Navicula radiosa fo. nipponica Skvortzow Ogh-ind a l-il in° T 1

Navicula viridula iKuetz.)Kuetzing Ogh-ind a l-il r-ph K,U 3 2 2 2 - - - - - 2

Navicula viridula var. rostellata (Kuetz.)C leve Ogh-ind a l-il r-ph K,U

RA

0

RB.U

RB.S

1

Navicula spp. 0ghーunk unk unk 2 1

Neidiura affine (Ehr.)Cleve Ogh-hob ind 1〝bi 1

Neidiura alpinura Hustedt Ogh-unk unk in° l l

Neidiura ampliatum (Ehr.jKrammer Ogh-ind ind 1-ph 2 - 1 2 - - - - - 2

Neidiura iridis CEhr.)Cleve Ogh-hob ac-il 1-bi l l

Neidiura productura (W.Sraith)Cleve Ogh-ind in° in° 1

Neidiura spp. Ogh-unk unk unk 1

Nitzschia debilis CArn〔ーtt)Grunow Ogh-ind al-il in° 1

Nitzschia frustulum (Kuetz.)Grunow Ogh-hil a l-bi in° 1

Nitzschia narla Grunow Ogh-ind ind in° 1

Nitzschia perminuta (Grun.)Peragallo Ogh-ind in° in° R1

0

RB

2

Nitzschia tubicola Grunow Ogh-unk unk unk 1

Nitzschia spp. Ogh-unk unk unk l l

Pinnularia acrosphaeria W.Smith 0gh〝ind al-il 1-ph l l

Pinnularia acurainata W.Smith Ogh-ind ac-i1 1-ph 1 - - 2 1 2

Pinnularia appendiculata (Ag.)Cleve Ogh-hob in° in° l l

Pinnularia borealis Ehrenberg Ogh-ind in° ind RA

U

0

S

S

l l

Pinnularia braunii cGrun.)Cleve Ogh-hob ae.-bi 1-ph 2 1

Pinnularia brebiss〔inii (Kuetz.jRabenhorst Ogh-ind ind in° 1 2 2 - - - - - - - 1

Pinnularia brevicostata Cleve Ogh-ind ac-il in° 1 1 1

Pinnularia brevicostata var. suraatrana Hustedt Ogh-ind ac-il 1-ph 1

Pinnularia divergens I.Smith Ogh-hob ac-il 1-ph 3 1

Pinnularia divergens var. elliptica (Grun・)Cleve Ogh-hob ind in° l l

Pinnularia gibba Ehrent光rg Ogh-ind aC〝11 in° 6 14

Pinnularia gibba var. dissimilis H.Kobayasi Ogh-hob ac-il in° l l

Pinnularia gibba var. linearis Hustedt Ogh-hob ac-il in° 1 2 1 - - - - - - - - 1

Pinnularia gibba var. parva (Ehr.)Grunow Ogh-ind ac-ll in° 3 1 2

Pinnularia interrupta W.Smith Ogh-ind ac-il in° 1 - 2 7 - - - - - 2

Pinnularia raacilenta (Ehr.)Cleve Ogh-hob ac-il 1-ph l l

Pinnularia ma jor Kuetzing Ogh-ind aCー11 1-bi 1

Pinnularia raeso lepta (Ehr.)f.Smith Ogh-ind in° in° 1

Pinnularia raicrostauron (Ehr.)Cleve Ogh-ind in° in° S 1 2

Pinnularia nodosa Ehrenberg Ogh-hob ac-il 1-ph 0

R I

RB.S

2

Pinnularia ornata H.Kobayasi Ogh-hob ac-il 1ーph 1

Pinnularia schoenfelderi Kraramer Ogh-ind in° in° 1 1 3

Pinnularia similis Hustedt 0ghーind in° in° 1

Pinnularia stonatophora (Grun.)Cleve Ogh-ind ac-il 1-oh l l

Pinnularia streptoraphe Cleve Ogh-hob ac-il トph 3 1

Pinnularia subcapitata Gregory Ogh-ind ac-il in° 2 3 4 - - - - - 1

Pinnularia substomatophora Hustedt Ogh-hob ac-il 1-ph 1

Pinnularia viridifom is Krammer Ogh-ind in° in° 1

第26表95Aa区珪藻分析結果表( 2 )
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種 類 生 態 性 環境

指標種 5 6 7 9 10 1 1 12 13塩分 pH 流水

Pi nnu la r ia v irid i s (N itz .)E h ren be rg Ogh - ind in° in° 0

K .T

T

T

RB

2 1 - 2 - - - - - 1

Pi nnu la r ia sp p・ 0 gh一u nk u nk un k 4 3 1 6 18 5 1

Rho ic os ph en ia ab b rev ia ta U k・)La ng eーB e rta l〔Jt O gh -h i l a 1ー11 r -ph l l
Rh〔サpa l(二一dia gi bba (Eh r. )O. Mu l le r O gh - ind a l- i l in° 1
Rho pa lo d ia g i bbe ru la (E hr . )0・M u lle r O eh -h i l aト11 in° 13 10

Sta ur :̀>n ei s a c uta w.Sm i th O ghーind a 1ー11 1 -ph l l

Sta ur on e is a n cep s Eh ren be rg O gh - ind ind m d l l
S ta ur on ei s a nc ep s v a r・s ibe ric a Gr uno w O gh - ind in° ind 1

S ta un 〕n ei s k r iege r i P at r ic k O gh - ind ind lin k l l

S ta ur on ei s leg unie n va r. e ll ipt ica H.K ob aya s i O gh -h <〕b a C〝11 1〝Ph 1

S ta uro ne is leg ume n va r. n ipp t二>n ica (Sk v. )H .K〔)ba ya s i O gh -h ob a c- il 1 -ph 1

S ta uro ne is no b il is Sc hum an n O gh -h ob a c- il ind 1

S ta uro ne is o btu sa L age rs t O gh - ind in° in° 4

S tau n二jne is ph <‥je n ioO nte r<二m (N it z. )Eh re nbe rg 0 ghーi nd in° トph 0 4 1 1 - 1 - - - - 1

S tau ro ne is ph oe n ice nte ro n fo . g ra c ili s (Eh r. )H us ted t O gh -i nd in° 1- ph 0 l l

S tau ro ne is ph oe ni ce nte ro n va r. ha t tor ii T sura ura O gh -i nd in° in° 0

U

l l

S tau ro ne is ph oe ni cen te ro n va r. s igna ta M e ist er 0 gh〝i nd in° in° l l

S tau ro ne is sp p. O gh -un k urik unk 5 3 と2

Su r ire l la a ng us ta Ku et zin g O gh -i nd a L i1 r-b i 1

Su r ire lla o va ta va r. p inn a ta (W .S ra ith )Hu s ted t O gh -in d a l- il r-p h U 1

Sy ned ra u ln a (.K ue tz・)E hre nb e rg O gh -in d a 1〝11 in° U 1 1 2

Ta be lla r ia fen e st rata (X y ng b. )K ue tz ing O gh -in d aC〝11 1-b i 0 ,T 1

la be lla r ia flo c cu lo sa (Ro th )K ue tz ing O gh -ho b ac - il 1-b i T 1 1 1
海水生種合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

海水一汽水生種合計
汽水生種合計

淡水生種合計

珪藻化石総数

u u o o o o o o o o o o o

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

214212219206 17 101 33 22 2203 1 39

214212219206 17 101 33 22 2203 1 39

凡例

Ⅱ・ R. :塩分濃度に対する適応性

Ogh-hi l :賓塩好塩性種
Ogh- ind :貧塩不定性種

Ogh-hob :貧塩嫌塩性種

Ogh-unk :貧塩不明種

pⅡ:水素イオン濃度に対する適応性

al-bi :真7)吻リ性種
al-il :好ア)脚)性種

ind :pH不定性種

ac-il :好酸性種

ac-bi :真酸性種

unk :pH不明種

C・ R. :流水に対する適応性

1-bi:真止水性種

トph :好止水性種
ind :流水不定性種

r-ph :好流水性種

r-bi:真流水性種

unk :流水不明種

環境指標種

∫:上流性河川指標種K:中～下流性河川指標種0:沼沢湿地付着生種
S:好汚濁性種U:広適応性種T:好清水性種(以上はAsai,K. & Watanabe.T. 1995)
RⅠ:陸生珪藻(RA:A群,RB:B群、伊藤・堀内. 1991)
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表花粉分析結果

試料番号1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
木本花粉

モミ属
ツガ属
トウヒ属

マツ属
コウヤマキ属
スギ属

イチイ科lイヌガヤ科-ヒノキ科
ヤナギ属

ヤマモモ属
サワグルミ属-クルミ属
クマシデ属-アサダ属

カバノキ属
バンノキ属
ブナ属

コナラ属コナラ亜属
コナラ属アカガシ亜属
クリ属一シイノキ属

ニレ属lケヤキ属
エノキ属-ムクノキ属

カエデ属
ウコギ科
ツツジ科

トネリコ属

サジオモダカ属
イネ科
カヤツリクサ科

ホシクサ属
ミズアオイ属
サナエタデ節-ウナギツカミ節

タデ属
ソバ属
アカザ科

ナデシコ科
アブラナ科

フウロソウ属
キカシグサ属
アリノトウグサ属

セリ科
ヨモギ属
他のキク亜科

タンポポ亜科

ミズワラビ属
他のシダ類胞子

合計
木本花粉

草本花粉
Efl西m謁

シダ類胞子
総計(不明を除く)

13

1

95

1

1

1

2

4

4

2

2

2

1

5 1 4 - 2

80 ll 50 - 6

1 4

6 3 5 1 2

1

3

1

1

2 1

2 1

1

3

1

1 1

1

304 493 117 385

926 329

1

4 ll - 5

2 6 6 9

2 2 1

28 12 21 67

2 8 i a

13 22 5 22

9 ll

1 1

7 6

3 2

2 5

13 31

3 4

1

1

2

6

2

1

4

3

4 151 12 207 2 1 2

5 2 20 1

2 5

4

5 1 1

2 1

1

2 4 2

1 1

2 1 - 2 - 2 - 2

14 5 - - - - - 1

226 287 101 232 12 3211083 536
uE

3

0

1

15

18

6

130 133 25 104 4 117 20 113

562 41 163 14237

2 1 0 2 0 2 0 2 0

240 292 101 232 12 268 3211084 536

7631063 292 898 57 548 3551434 555

0

0

4

6

6

第28表95Aa区花粉分析結果表

表植物珪酸体分析結果

イネ科葉部短細胞珪酸体
イネ族イネ属

キビ族キビ属
キビ族チゴザサ属
キビ族

タケ亜科ネザサ節
タケ亜科
ヨシ属

ウシクサ族コブナグサ属
ウシクサ族ススキ属
イチゴツナギ亜科オオムギ族

イチゴツナギ亜科
不明キビ型
不明ヒゲシバ型

不明ダンチク型

イネ族イネ属
キビ族
タケ亜科ネザサ節
タケ亜科

ヨシ属
ウシクサ族

シバ属
不明

24 18 6 19 2 3

1

1 1

4 2 1 2 1 3

5

24 18 4 28 13

ll ll 6 6 7 14

3 2 1 1 - 7

13 8 6 3 6 ll

1 2

14 ll 5 8 2 2

60 23 10 47 15

18 7 10 5

36 21 9 39 18 24

6 5

13 14

61 79

24 18

25 ll

4 2

57 52

別田
41 43

3442 2838 24 44 24 75

4 - 1 - - 1 - 1

3 1

5 3 5 616

6 8 3 2 6 ll 14 52

16 14 10 20 6 25 43 51

1

41 42 32 32 65

10

15

2

4

4

12

4

10

5

12

3 1

3

1 7

5 7

1 12

2

3

3

8

合計
イネ科菓部短細胞珪酸体70 114 258 24S
イネ科菓身梯動細胞珪酸体82 118 119 260
総計152 232 377 50S
組織片
イネ属穎珪酸体
イネ属短細胞列

イネ属機動細胞列

5 5 3

3 5 6

第29表95Aa区植物珪酸体分析結果表
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分析試料お

よび方法

昆虫化石群

集

第4節畑作農村地帯を特徴づける田所遺跡の地表性歩行虫

先史一歴史時代の地層中からゴミムシ類をはじめ、地表性歩行虫の昆虫化石が多数産出

することは、これまで多くの研究者により指摘されてきた(森、 1994;冨永、 1994・1996

ほか)。ゴミムシ類は甲虫目オサムシ亜目(Coleoptera !Adephaga)に属するオサムシ科、

ホソクビボソゴミムシ科などの分類群に与えられた一般的な名称(石谷、 1996a)であり、

国内だけで1200種とも1500種ともいわれる種が確認されている。ゴミムシ類は鞘翅が癒合

し飛翔能力を失ったものが多いことから、地域ごとの種分化が顕著に認められる昆虫とし

て知られる。また、ゴミムシ類は環境に対する適応進化が速く、そのため人間による自然

改変に伴って森林地帯から農耕地や人為空間へと速やかに移動・拡散したことが考えられ

る。

本論では、田所遺跡(中世)および西上免遺跡(弥生時代中期)の地層中より見いださ

れた畑作農村地帯を特徴づける地表性歩行虫について述べる。

田所遺跡は、愛知県一宮市田所と隣接する葉栗郡木曽川町黒田にまたがって位置し、標

高約10mの弥生時代～中世にかけての遺跡である。一方、西上免遺跡は、愛知県尾西市開

明字西上免に所在し、古墳時代を主体に弥生時代から中世に至る複合遺跡である。

分析試料は、田所遺跡では主に13-14世紀に掘削された墳墓堂遺構の周溝SD03の北溝

を埋積する地層中より、西上免遺跡では弥生時代中期の土坑内より採取されたものである。

分析試料はいずれも腐植片を挟在する暗褐色のシルト質細粒砂層である。第118図に、遺

構配置図および試料採取地点を示した。

昆虫化石の抽出は主にブロック割り法によった。

昆虫化石の検出にあたってはアサヒペンタックス単

眼顕微鏡(20倍)を利用し、実体顕微鏡下でクリー

ニングののち、一つずつの節片について筆者採集の

現生標本の各部位と顕微鏡下で比較・検討しながら

同定した。

田所遺跡より発見された昆虫化石(節片ないし破

片数)の現時点での集約数は計931点である。試料

ごとでは試料Aが47点、試料Bが102点、試料Cが

204点、試料Dが126点、試料Eが127点、試料Fが45

点、試料Gが158点、試料Hが122点であった。西上

免遺跡では試料Aが134点、試料Bが7点の計141点

であった。産出した昆虫化石のリストを第31表およ

び第32表に、また、主な昆虫化石の顕微鏡写真をカ

ラー図版7に示した。発見された昆虫は、そのほと1



攪乱環境の

指標昆虫

んどが鞘翅目(COLEEOPTERAであり、鞘翅日以外では、アリ科(FORMICIDAE)や

双翅目(DIPTERA)などが発見された。

生息環境および生態による分類では、陸生の食植性昆虫を主体に、食肉、雑食および食

糞性の地表性歩行虫を随伴し、一部食肉性ないし食植性の水生昆虫をまじえる昆虫群集で

あるとみなすことができる。

また、全試料を通じマメ類や果樹など畑作物を加害する食菓性のヒメコガネAnomala

rufocupreaの出現頻度が高く、とりわけ田所遺跡では全産出点数の39.3%が本種で占めら

れた。このほかにドウガネブイブイAnomala cuprea、マメコガネPopillia japonica、サクラ

コガネ属Anomala sp.など、いずれも果樹・畑作物等の葉や根を食害するコガネムシ科が

多数認められることから、平安時代後期から中世にかけての頃、田所遺跡周辺では畑地と

人家が混在する人里的な景観が展開していたことが考えられる。この結果は隣接する大毛

沖遺跡(森、 1996)や大毛池田遺跡(森、 1997)をはじめ、一宮市より葉栗郡木曽川町に

かけての濃尾平野北西部の同時代の地層中から得られた昆虫化石群集とも共通している。

西上免および田所両遺跡より得られた昆虫化石群集には、ヒメコガネ・ドゥガネブイブ

イなどの食植性昆虫と並び、地表性歩行虫がかなりの頻度で検出された。西上免遺跡(弥

生時代中期)では全産出点数(141点)の52.5%にあたる74点がゴミムシ類、食糞ないし

食屍性の地表性歩行虫(15点)を含めると63・1%が地表性歩行虫で占められた。中世の田

所遺跡では、同じく全産出点数931点)のうち17.8%がゴミムシ類、食糞ないし食屍性

の地表性歩行虫(89点)を含めると27.2%が地表性歩行虫であった。

ー 調査区 1 試料名 1試料採取場所 l 時代 (

91A区 試料B 井戸内埋積物 中世 (

第30表 西上免遺跡91A 区採取試料
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第31表田所遺跡から産出した昆虫化石

生 態 和 名 学 名
試 料 A

9 2G b
S D 28 最 下

試 料 B

9 2 G h
S D 28

講 料 C
9 2 G h
S D 26 、27

談 料 D
9 2G h
S D 26 下 層

試 料 E
9 2G b
昆 虫 2

試 料 F
92 G b
昆 虫 3

試 料 G
92 G b
昆 虫 4

試 料 H

92 G b
昆 虫 5

総 計

水

坐

【≡∃上LL

虫

良

肉

悼

ゲ ン ゴ ロ ウ科

ゲ ン ゴ ロ ウ

ヒ メ ゲ ン ゴ ロ ウ亜 科

キ ベ T) ク ロ ヒ メゲ ンゴ ロ ウ

マ メ ゲ ン ゴ ロ ウ属

ク ロ ズマ メゲ ンゴ ロ ウ

D Y T IS C ID A E

C vb istcr japo n icu s S H A R P

Cy b istcr b rc vis A U B E

R h an tus pu lvc

Ilyb iu s ap ica lis SH A R P

A g a bu s sp ・

A g a bu s con sp icu u s S H A R P

A 1 A 1 P I W 1 P I W 1 P3 W 3 A3 L2 ⅥT1 18

P 4 W 3 A 1 P I W 4 ⅥT1 W 3 T 1 W 7 25

T 1 Ⅵr1 2

T 1 1

T 1 1

ⅥT2 2

P I T 2 T 2 5

P 1 1
ミズ スマ シ科

ミズ スマ シ

オ オ ミ ズ スマ シ

コ ガ シ ラ ミ ズム シ

G Y R IN ID A E

s Ja pon ic us S H A R P

P cltody tes intcrm cd iu s (SH A R P )

T 1 1

ⅥT1 1

W 8 8

ⅥT1 1

良

植

悼

ガ ム シ科

ガム シ

コ ガム シ

ヒ メガ ム シ

マ メガ ム シ

クマ ガ ム シ

キ イロ ヒラ タ ガ ム シ

ミ ズク サ ハ ム シ属

H y d γop h ilus a cu m in atu s M O T S C H U L SK Y

″in is (SH A R P )

S tcγlo loph u s n t/i> s (F A B R IC IU S )

stultum V A L K E R )

R cg im ba rtia a ttc m ia ta (F A B R IC IU S ;

A m ph io ps m a te r S H A R P

E noch ru s s im u la ns S H A R P )

P lalcu m a ris s p ・

ⅥT1 W 3 W 2 W l L 1 8

W l L I P 2 W 8 T 2

A 4 L 4

P 1 W I L I W 2 L I 28

W l T l H 1 L 1 4

W l L 1 ⅥT1 3

VV 2 P I W 3 P 1 P -2 W fi P 3 18

VV 2 W 3 ⅥT1 ⅥT3 W 2 l l

Ⅵr1 1

ⅥT1 1

P 1 1

地

表

食

糞

悼

エ ンマ コ ガ ネ属

コ ブ マ ル エ ン マ コ ガ ネ

ヵ ドマ ル エ ン マ コ ガ ネ

マ グ ソ コ ガ ネ属

マ グ ソ コ ガ ネ

エ ンマ ム シ科

エ ンマ ム シ

シ デ ム シ科

O nth op h ag u s sp .

O nth op h ag u s a tripcn n is W A T E R H O U S E

0 1乍th op h ag u s k n zii H A R O L D

A bh od iu s sp .

?cfc サs m o t s c h u l s k y ;

M eroh is tcr e kcli M A R S E U L

S IL P H ID A E

A 1 T 2 A 1 P I W 1 T 1 A 1 P I A T I.I PI T 1 A T I.I 15

Ⅵr1 Ⅵ21 Ⅵ22 4

P 1 P 1 2

ⅥT1 1

P I W l ⅥT5 Ⅵr1 W 3 P 3 W 9 2 3

ⅥT2 2

P 1 1

Ⅵr1 1

良

肉

及

び

雑

良

悼

ゴ ミム シ科 H A R P A L ID A E A 1 H 2 P I W 4 Ⅱ3 大 顎 1P 7 H I P I W 3 P I W 1 A 2 H 3 大 顎 1 P 3 H 7 P5 W r12 1 16

性

歩

行

也

ナ ガ ゴ ミム シ属

ツ ヤ ヒ ラ タ ゴ ミ ム シ属

才 オ ト ツク リ ゴ ミム シ

ヤ マ ト ト ツク リ ゴ ミム シ

ナ ガ ヒ ョウ タ ン ゴ ミム シ

ア トキ リ ゴ ミム シ亜 科

ア オ ゴ ミム シ属

ス ジ ア オ ゴ ミム シ

ア トボ シ ア オ ゴ ミム シ

バ ネ カ ク シ科

キ マ ワ リ属

キ マ ワ リ

ヒ メ ナ ガ キマ ワ リ

P tc ros tich us s p ・

D o lich us h alcns is S C H A L L E R )

Sy n uc hu s sp 〝

L ach n ocrcp is Jap on icα B A T E S

S Caγitcs tcrricola p αc if ic us B A T E S

L E B IIN A E

C h la cn iu s sp ・

H ap ioch lac niu s cos tigc r(C H A U P O IR )

C h la cn iu s na evigc γM O R A W IT Z

P k sioph tha lm u s sp .

P lcsioph tha lm u s nig rocy an cu s M O T S C H U L S K Y

S tron gy liu m im p ig ru m L E W IS

T 1 A 5 W 13 A 7 L 3 A 1 L 3 L 1 W 4 T 2 A 9 L1 T 3 A 3 L I

P 1 1

ⅥT1 ⅥT1 2

W 3 W l Ⅵ74 ⅥT1 9

P 1 1

ⅥT1 Ⅵふ21 2

W 1 大 顎 1 H I P 2 P 2 W l P 2 1 0

Ⅵる21 1

P 1 W 2 W 1 A 1 Ⅵ74 P 1 1 0

ⅥT1 1

W l Ⅵ71 2

P 1 P 1 P 2 W l T 1 P 1 ⅥT1 8

W l 1

W l 1

W l 1

陸

坐

の

植

坐

依

荏

型

日比

良

良

植

悼

コ ガ ネ ム シ科

ス ジ コ ガ ネ亜 科

サ ク ラ コ ガ ネ属

R U T E L IN A E

A nom a la s p .

T l A 1 L I P 2 W 4 Ⅵ√3 W 2 L I H I P I W fi

A 2 L 3

P 1 2 9

L 1 ⅥT1 P I W 1 L I 5

S I P I W l H 1P 2 W 2 A 1 P 1 H I S I P4 H 2 S1 P2 W 8 57

ス ジ コ ガ ネ

ドゥ ガ ネ ブ イ ブ イ

ヒ メ コ ガ ネ

M lm cla ta staccibcs M O T S C H U L S K Y

A nom a la cu brca H O P E

A nom a la rufocu prcα M O T S C H U L S K Y

T 2 A l L3 L 3 W ll T I L 3 A l L 3

H I P I Ⅵ√1 3

W l A l W I A l P I L I 6

H 3 P 7 W 31 H 2 P 32 T 1 H 3 P22 W 50 H I P4 W fi A2 H 6 P 31 W 35 H I P 6 W 79 P 1 P3 W 9 T1 L I 36 6

サ ク ラ コ ガ ネ

マ メ コ ガ ネ

ク ロ コ ガ ネ

ヒ メ ヵ ン シ ヨ コ ガ ネ

ハ ナ ム グ リ亜 科

ヵ ナ ブ ン

ノ コギ リ ヵ ミキ リ

P op illiα Jap onica N E V M A N N

A p ogon ia am idα L E W IS

C E T O N IIN A F

R h om borrhii川 Jap on ica H O P E

A l L 4 W 59 A 5 L 7 L 1 T l A 4 L I5 L 2

Ⅵ71 1

A 1 W 2 T l A2 L2 8

P 1 P 1 2

ⅥT1 1

L 1 1

A 1 S 1 2

ⅥT9 9

ク ワ ガ タム シ 科 L U C A N ID A E P 1 P 1 2

ハ ム シ 科

サ ル ハ ム シ 亜 科

ル リハ ム シ

ャ ナ ギル リハ ム シ

cidca acn ca L IN N E !

P lag iodet γ ro/ora (L A IC H A R T IN G )

ⅥT1 ⅥT2 L 1 W 6 L I W 3 14

W l 1

ⅥT1 1

W l 1
コ メ ッ キ ム シ 科

ア ヵ ア シ オ オ ク シ コ メ ッ キ

サ ビ キ コ リ

ゾ ウ ム シ科

オ オ ゾ ウ ム シ

ク ワ ヒ メ ゾ ウ ム シ

オ トシ ブ ミ科

E L A T E R ID A E

A g ryp i川 !m/m s (M O T S C H U L SK Y !

S ip a linu s ォ> as F A B R IC IU S ;

B αγis d cp l" うxata R O E L O F S

ⅥT4 P I W 4 ⅥT2 P 1 P I W 2 15

P 1 P 1 2

P 1 P 2 3

W 2 Ⅵ′1 W fi W 3 T l 13

ⅥT1 1

W 1 1

P 1 1

不 明 甲虫 C O L E O P T E R A 部 位 不 明 4 P 2 触 角 1

部 位 不 明4

ⅥT2

部 位 不 明 3

H 2 L 4

部 位 不 明4

W 1 L 2

部 位 不 明 1

3 0

総 計 4 7 1 0 2 2 0 4 1 2 f 1 2 7 4 5 1 5 8 1 2 2 9 3 1

(検出部位凡例)

W(Wing) :斡麹H(Head)頭部T(thorax) :胸部A(Abdomen) :腹部P(Pronotum) I前胸背板S(Scutellum) :小楯枚

L(Legs) :腿腔節M(Mandible) :大胆



地表性歩行虫の産出点数の多さは、昆虫化石を含有する地層が堆積した時代に、これら

の昆虫がエサとする動物質ないしは植物起源の食物が地表面上に豊富に存在していたこと

を示すものと理解される。地表性歩行虫の過半を占めるゴミムシ類は、体節片のみから種

を同定することはきわめて困難である。しかし、ゴミムシ類の環境による棲み分けが明瞭

であることを考えると、鞘翅や前胸背板など遺跡中より検出される可能性の高い部位を用

いたゴミムシ類の種同定についての検索マニュアルの確立が真に待たれるところである。

筆者は、実体顕微鏡に加え電子顕微鏡下で鞘翅表面の微細構造や、前胸背板の形状・背

面の構造などを観察することにより、ゴミムシ類の一部の分類群について、属および種の

同定が可能であることを確認した(森・前田、 1993)。本分析では、この成果をもとに種

レベルではセアカヒラタゴミムシDolichus halensis、ツヤマルガタゴミムシAmara obscuripes、

オオトックリゴミムシOodes vicarius、ヤマトトノクリゴミムシLachnocrepis japonica、ナガ

ヒョウタンゴミムシScarites terricola pacificus、スジアオゴミムシHaplochlaenius costiger、

アトボシアオゴミムシChlaenius naevigerの7種、属レベルではナガゴミムシ属Pterostichus

sp・、アオゴミムシ属Chlaenius sp.、ツヤヒラタゴミムシ属Synuchus sp・の3属について、

第32表西上免遺跡から産出した昆虫化石

生 態 和 名 学 名
試 料 A
9 4 B
S K 2

試 料 B
9 1 A 総 計

水

食

肉

ゲ ンゴロウ科 D Y T IS C ID A E H I W 1 A 4 6

クロゲ ンゴロウ Cybister brevis A U B E W 1 1

ヒメゲ ンゴロウ亜科 CO L Y M B E T IN A E T 1 1

坐

[∃上tL

良

性 クロズマメゲ ンゴロウ Ga u rody tes con sp icu u s S H A R P W 1 1

食
ガムシ科 H Y D R O P H IL ID A E P 1 1

ヒメガムシ Stern olop hu s rufipes (F A B R IC IU S ) W 1 1

植 セマルガム シ Coelostom a stu ltum (W A L K E R ) W 2 2

性
ヒメセマル ガム シ Coelostom a orbicu lare (F A B R IC IU S ) P 1 1

キベ リヒラタガムシ En ochru s iap m icu s (S H A R P P 1 1

也
食
エ ンマ コガネ属 On thoph ag u s s p . P I W l T 5 A l 8

コブマルエ ンマ コガネ 0 柁thoph ag u s a tripen nis W A T E R H O U S E P I W 2 3

糞

コマ グソコガネ A ph odius p u sillu s (H E R B S T ) W 1 1

表 エ ンマ ムシ科 H IS T E R ID A E P 1 1

エ ンマ ムシ H ister jekeli M A R S E U L W 1 1

性

歩

性
コツヤエ ンマ ムシ A tholu s d u od ecim stn atu s

qu a tuordecim stria tu s (G Y L L E N H A L )

W 1 1

食
ゴ ミムシ科 H A R P A L ID A E H 14 P 12 W 19

T 2 A 6 L I

W 4

P 1

55

4
肉

及 ツヤ ヒラタゴ ミムシ属 Sy n uch u s s p .
行 び ツヤマ ルガ夕ゴ ミムシ A m a ra obscu rities B A T E S W 1 1

良

雑 セ アカヒラタゴ ミムシ D olichu s ha len sis (S C H A L L E R W 8 8
食
悼
ハ ネカクシ科 ST一A P H Y L IN ID A E P 2 W 1 A 2 5

キマ ワリ属 Plesiop h tha lm u s sp . W 1 1

陸

生 食

植

性

コガネムシ科 SC A R A B A E ID A E H 1 W 1

W 1 L 2

2

ス ジコガネ亜科 R U T E L IN A E L 1 1

の サ クラコガネ属 A n om ala sp . P I W 2 T l

l l

12
檀

坐 ヒメコガネ A n om ala m f ocup rea M O T S C H U L S K Y

A l L3

H I P2 W 6 A l W 2

依 ヒメカンシ ヨコガネ A pog on ia am id a L E W IS W 1 1
存 ハム シ科 C H R Y S O M E L ID A E A 1 1
型 コメッキ ムシ科 E L A T E R ID A E W 1 1
日上巳
良

ゾ ウムシ科 C IIR C IJL IO N ID A E W 3 3

ヒメカメノコテン トウ Propylea japon ica (T H U N B E R G ) W 1 1
■ ■ ア リ科 F O R M IC ID A E H 1 1

不明甲虫 C O L E O P T E R A W 2 部位不明1 3

総 計 1 3 4 7 1 4 1



分類・同定を行った。

ゴミムシ類の種や属レベルの同定が可能になると、これらが生息する地表環境の温度.

湿度・光条件・土壌・地表の形状・植生・他の動物相など、数多くの情報が得られること

が期待される。石谷(1996a・1996b)は、ゴミムシ類をニッチ幅の狭い「撹乱回避型種群」

とニッチ幅の広い「撹乱後侵入型種群」に2大別し、ゴミムン類の計72種について環境指

標価を求めている。これによるとエゾカタビロオサムシCampalita chinenseほか26種は環

境指標価が1.00であり「撹乱回避型種群」に、またセアカヒラタゴミムシの環境指標価は

最低値の0.26となり「撹乱後侵入型種群」の代表種であるとした(石谷、 1996b)。セアカ

ヒラタゴミムシは、本分析では西上免遺跡より8点、田所遺跡より2点検出されている。

筆者は遺跡産出の昆虫化石の分析と並行し、日本各地の種々の環境下における昆虫相を

把握することを目標に、ベイトトラップ法やライトトラップ法などを利用して採集・調査

を継続してきた。セアカヒラタゴミムシは、初夏から盛夏にかけての頃、ベイトトラップ

法により、三重県多度町古野(Site-0111) ・同員弁町平古(Site-0221) .同藤原町坂本(Site-

0415)など、いずれも中位段丘ないしはこれに相当する扇状地性の水はけの良い畑地や人

家周辺から多くの個体が得られている。本種は、石谷(1996b)でも不安定な環境の代表

種とされており、歴史時代以降、人為による撹乱リスクの高い住居の周りや農耕地(主に

畑作地)などに積極的に進出し、個体数を増加させた種群であると考えられる。

一方、田所・西上免両遺跡からは、ツヤヒラタゴミムシ属・アトボシアオゴミムシなど

のゴミムシ類が検出されている。両分類群は撹乱から時間の経過した安定した環境の指標

種とされ(石谷、 1996b)、また田所遺跡より発見されたナガヒョウタンゴミムシは最近

の水没から間もない環境の指標種であるといわれる(石谷、 1996b)。このように、本昆

虫化石群集の地表性歩行虫の中には、撹乱後侵入型種群(撹乱耐性型昆虫)と撹乱回避型

種群(撹乱回避型昆虫)の両者が混在している。前者は人の介在が顕著な人為度の高い環

境下に生息していた昆虫であり、後者は出水や河道変遷の結果、人為による影響がほとん

ど認められなくなった時期に生活していた昆虫であると考えられる。

本分析により、セアカヒラタゴミムンなど撹乱耐性型昆虫は、すでに弥生時代中期(西

上免遺跡)には人里周辺に進出し、中世(田所遺跡)になると畑作地の周囲で他の分類群

とともに普通種として定着していたことが明らかになった。
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第5節鉄滓類の分析

田所遺跡出土の鉄滓等について、化学成分分析を含む自然科学的な観点での分析を川鉄

テクノリサーチに委託し実施した。本報告はこの報告書をもとに一部改変したものである。

(1)化学成分分析

化学成分分析はJISの分析法に準じておこなった。分析結果を第33表に示す。ここでは

化学成分から鉄をつくるために使用した原料の推定と、生産工程のどの部分で発生した鉄

滓かの判断用データを得るためにおこなった。

(2)顕微鏡組織観察

試料の一部を切り出し、樹脂に埋め込み、細かい研磨剤等で研磨(鏡面仕上げ)し、顕

微鏡で観察した。溶融状況や鉱物の混合状態等から加工工程や鉄滓の材質を判断するもの

である。

(3) X線回折測定

試料を粉砕して板状に形成し、 X線を照射すると、試料に含まれている化合物の結晶の

種類に応じて、それぞれに固有の反射(回折)されたX線が観察される。これを利用して、

試料中の未知の化合物を同定した。多くの種類の結晶についての標準データが整備されて

おり、ほとんどの化合物が同定される。

(4)重量測定と磁着力調査

電子天秤を使用して計量した。また、磁着力調査については、直径30mm、 1300ガウス

(0.13テスラ)のリング状フェライト磁石を使用し、官能試験により「強・やや強・中・

弱.なし」の5ランクで表示した。

田所遺跡の分析結果を総合すると次のように分類される。 (1)長期間水分との接触の

機会が多かったものが多い。 (2)水酸化鉄と土の固着した資料が多い。 (3)完全に錬化し

た鉄片が多く、鉄器の原型を残すものもあった。また、錬化した片と思われるものもあっ

た。 (4)鍛冶場の炉中で発生して、ほぼ完全な形で残っている椀型鍛冶滓もあった。 (5)

金属鉄は原料が砂鉄とは判断できないものであった。 (6)何らかの原因で上記鉄滓を再利

用するためか、別の目的のために割り欠いたような比較的サイズのそろっている鉄滓の小

片が多い。

結果の(1) ～ (3)に示したように、田所遺跡での鉄滓の特徴は、水分との接触の機会

が多かったと推定される。また、鉄の原料となったものが砂鉄とは断定できないものが多

く、とくに金属鉄の中に閉じこめられている介在物の情報からは、チタン・バナジウム等

が全く検出されない。これはこれからの研究課題であろう。

鉄は当初より再加工(いわゆるリサイクル)の可能な素材として利用されてきたと考え

られる。そのため鍛冶場には各所で生産された鉄が持ち込まれたと考えるのが妥当である。

素材である鉄や鉄塊がどこで生産されたものとか、製鉄技術の進歩の状況等の問題点につ

いては、碍定製鉄遺跡に付随する鍛冶工房や、製品としての鉄器類での追跡調査研究を進

めていく過程でさらに解明されることを期待する。
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試料番

早
洞査区 遺構 グ リッ ド 採取年月 日 形状 磁 Ⅰ力

圭 1

( a )
分析結果概要

1 9 1 A S D 0 7 lV A 6 ∩ 9 2 0 2 1 7 鉄津 中 9 4 .5
長 さ7 5 ミリ縦 横 3 0 ミ リの各材 サイズの鉄津 。水酸化鉄 に覆われて

いる。 メタル分な し。

2 9 1 A S K I 6 lV A 7 " 9 2 0 2 1 8 鉄淳 中 2 7 4 0 ミ リ×3 0 ミリ。襟 状。黒色発 砲部あ リ。

3 9 1 A S K 5 2 ーV A 8 j 9 2 0 2 1 9 鉄 津 弱 4 5 .6
6 0 ミ リ×3 0 ミ リ。水 酸化鉄 に覆 われてい る。 形は横型津 の断片状

である。

4 9 2 A a S K 2 5 1 W E I 5 b 9 2 0 9 0 8 R j? 中 3 3 .1
径 2 5 ミ リの鎌状。表 面にひび割 れあ リ。部 分的に褐色。 メタル反

応 あ リ。

1 5 9 2 A a S B 1 6 V IE l l, 1 2 a ,b 9 2 1 0 2 9 鉄津 やや弱 7 3 .3 5 5 ミリ× 4 0 ミ リ。 ごつ ごつ した感 じ。

6 9 2 A a S B 1 7 -P 4 V IW 1 4 b 9 2 0 8 2 5 鉄津 中 3 9 2 .4 g 。 4 .5 g 。 3 2 .1 g 。の 3 塊。大き い.資料が磁着 力中。小片 は弱。

7 9 2 A a S B 0 8 ? やや弱 10 .2
2 ・5ミ リ3 0 ミ リ角状小 片。黒色発砲 津。溶融炉 壁状 も呈 する。炉材

噛み込 み。

8 9 Z A a S B 0 8 9 2 0 9 1 7 鉄津 弱 1 6
表面は粗 く凹凸が激 しく、付暮砂が 多く入 リ込 んでいる。 発砲痕著

しい。

9 9 2 A a S K 3 5 4 ∨旧 1 6 ,1 7 t 9 2 0 9 1 0 鉄淳 やや 強 2 1・5
黒色溶融津。 4 0 ミ リ×2 0 ミリで 一部突出。小 片の削 リに笑 J E感あ

リ。植物繊維 痕あ リ。

1 0 9 2 A a 検 … V IE 1 4 b 9 2 0 9 1 1 鉄津 中 3 5 4 0 ミ リ×3 0 ミ リ。襟状 。水酸化鉄 に覆われ ている。

日 9 2 A a S B 2 2 -P 1 ∨ーD 1 4 t 9 2 0 7 2 4 鉄津 ? やや強 2 1 .4
長さ 5 0 ミ リ巾 3 0 ミリの土砂、小 片の噛み込み植 物繊維痕 の多い資

料。茶褐色部 あ リ。

1 2 9 2 A a S B 0 3 V IG 1 4 .1 5 a 9 2 0 7 2 4 横型津 やや弱 6 0 ごつごつ し、砂付 書の多 い津。 中央部凹で横 型津の断 片状 C

1 3 9 2 A a S B 0 3 V IG 1 4 ,1 5 a 鉄 津 中 5 6 .1
発砲 痕著 しい偏平 な津と 1 g程度の細片 計 l l片か ら構成 された資料

e

1 4 9 2 A a S B 1 2 鉄津 弱 1 9 ・5 土砂 の付着が著 しい小片 2個。

1 5 9 2 A a S R I 2 鉄津 強 2 1
9 .4 g 。 1 1 .6 g の小片。 酸化鉄塊状。 メタル反応 なし。断面観 察の

要あ リ。

1 7 9 2 A a 検 … V G 1 5 a V IF I S t 9 2 0 7 2 9 鉄津 弓弓 3 1 .1 黒色発砲 の凹凸のあ る津。 5 gの 小粒な淳 を伴 ってい る。

1 8 9 2 A a 検 … ∨〝F 14 t V ーG 1 4 a 9 2 0 8 0 3 鉄津 中 2 2 〝9 資料 1 7 と同様 、小片 2点 で構成。

1 9 9 2 A a 検 … V ーE 1 4 ,1 5 b 9 2 0 9 0 9 鉄津 中 3 3 〝5 4 .2 g の球 状小塊を共伴 。砂付着の 多い資料。

2 0 9 Z A a 検 日 V IG 1 4 a 9 2 0 7 2 9 鉄津 やや弱 6 1 .6
3 片で構成 。砂付書の 多い津。 4 7 g の偏 平な鉄津 を調 査対象 とする

。

2 1 9 2 A a 検 日 V F I S t V IG I S a 9 2 0 7 2 7 鉄 津 やや弱 4 3 小 枝状の酸化鉄 片および礫状鉄 津 2点 と共伴。

2 2 9 2 A h 検 日 ∨〝E 1 1 a,b 9 2 1 0 1 9 鉄 津 弱 8 ・4 溶 融 してガ ラス状 の部分が ある小片。

2 3 9 2 A b 検 日 V〝G i i a .b 9 2 1 0 2 1 鉄津 弱 2 0 ・2 3 0 ミリ× 2 0 ミ リ。礫状の 資料 2 2 と類似の鉄 津。

2 4 9 2 A b 検 … VーE l l a .b 9 2 1 1 0 5 鉄津 弱 l l .2 砂礫 と水酸化鉄が 多 I に付暮 している径 2 0 ミリ程 度の空豆状。

2 5 9 2 A b tt ll W F 1 7 t V IG 1 7 a 9 2 0 7 2 3 鉄津 鍋 ー3 8 .6
l l .6 g の酸化鉄 塊を伴 っている。水酸化 鉄で覆われ ている大塊 を調

査対象 とする。

2 6 9 2 A a m ¥¥ V IF 1 7 t V IG 1 7 a,b 9 2 0 7 2 7 鉄津 中 2 5 .7
1 .5 g の小枝状酸化鉄塊 を伴 って いる。下部 に炉材の付暮 した小型

の津であ る。

2 7 9 2 A a 検 一一 V E 1 5 h 9 2 0 7 2 9 鉄津 弱 2 0 .2 5 .8 g の酸 化鉄塊を伴 う。 黒色発砲の 小片。

第33表鉄澤分析結果概要
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第5節鉄淳類の分析

第119図X線回析測定結果図( 1 )

第120図X線固析測定結果図( 2 )

第121図X線回析測定結果図( 3 )



第6節田所遺跡の地震痕跡

低湿地の遺跡の発掘調査において、歴史時代の地震の痕跡が確認されることがあり、こ

れを研究対象とする地震考古学(寒川、 1988)という研究領域も確立している。田所遺跡

と同様に、東海北陸自動車道建設に先立って行われた北道手遺跡や大毛沖遺跡などからも、

やはり歴史時代の地震の痕跡が報告されている(服部、 1996a、 1996b)。ここでは、田所

遺跡で確認された歴史地震の痕跡を記載し、その発生年代について考察する。

<92Aa区の

地震痕>

92Aa区は、下層より灰褐色中粒砂層、灰褐色シルト層、暗灰色シルト層、灰褐色シル

ト層(古墳時代水田土壌)、褐色シル下層(奈良時代包含層)の順に堆積している。地震

痕は第122図に示すように灰褐色中粒砂層を給源とし、暗灰色シルト層および灰褐色シル

ト層(古墳時代水田土壌)を引き裂き、その水田畦畔上に広がる噴砂丘を有する噴砂とし

て確認された。噴砂の形状は、噴き出し口がほぼ楕円形を呈しており、その規模は、長径

、二、L-焉-)二、--i---f^--_

上:92Aa区の噴砂断面

右:92Aa区の噴砂の広がり

I-30

-0㌦



で約3m、旧地表面では第123図に示すような広がりを呈する。噴砂は給源となる砂層か

ら約30cm上昇している。

噴砂丘は、新期の遺構である竪穴住居群によりその上端部を掘削されている。なお、こ

の竪穴住居群の年代は、出土遺物より黒笹14号窯～折戸53号窯式に比定される。

書



<95Aa区の

地震痕>

<93J区の

地震痕> 

95Aa区は、下層より灰色中粒砂層、灰褐色砂質シルト層、灰褐色中粒砂層、灰色シル

ト層、灰褐色粘土層(古墳時代水田土壌)、灰色シルト層(奈良時代包含層)の順に堆積

している。地震痕は灰色中粒砂層を給源とし、灰褐色砂質シルト層および灰褐色中粒砂層

を引き裂いて噴き出し、上端部を洪水性の砂層である灰褐色中粒砂層に削剥された状態の

中粒砂よりなる砂脈として確認された。噴出口の形態は確認できなかったが、断面におい

ては砂脈下端部で幅1m、給源の砂層から60-80cm程度上昇している様子が観察された。

噴出時に周囲から取り込んだと思われる40×60cm程度のシルト塊を挟み、枝分かれしてい

るような状況を呈している。なお、砂脈および引き裂かれている灰褐色砂質シルト層を削

剥し、これを覆っている灰褐色中粒砂層からは年代を示す考古遺物は得られていない。

93J区は下層より灰白色中粒砂層、灰褐色シルト層、黒褐色シル下層、灰褐色シルト～

明黄灰色粗～中粒砂層よりなる。確認された地震痕は、砂脈で黒褐色シルト層を引き裂い

て噴き出しているが、上端部がどの層準まで達しているかは不明である。また砂の噴き出

しによる砂層内の体積減少で黒褐色シルト層の陥没と変形構造が確認された。



<田所遺跡の地震発生履歴>

以上のような観察所見から推定される田所遺跡における歴史時代の地震発生履歴につい

ての若干の考察を加えてみる。なお、ここで扱う地震の規模は、地層中に液状化の痕跡を

残すものであり、最低でも震度5以上のものである。従って、防災基準の整備された現代

とはくらべものにならないような被害が生じたことは想像出来よう。

まず、 92Aa区の地震痕については、噴砂として畦畔部分から5世紀中頃の宇田型■を

検出した古墳時代後期の水田を引き裂き、その畦畔上に広がり、かつ黒笹14号窯～折戸53

号窯式(9-10世紀頃)に比定される竪穴住居群に噴砂上端部を掘削されていることから

年代幅の絞り込みが可能になる。この噴砂は、水田畦畔上に広がりを持つことから、上層

に展開する竪穴住居群よりもむしろ水田が営まれていた年代に近い時期の地震によるもの

と考えることが妥当であろう。 「新編日本被害地震総覧」 (宇佐美、 1996)によるこの間の

年代に相当する地震として、 684年の白鳳南海地震、 715年の三河国府を震源とする地震、

745年の美濃国府を震源とする地震がある。白鳳南海地震は、東海地方とは関係のない地

震と考えられるが、寒川(1992など)により静岡県坂尻遺跡、川合遺跡などでこれに対応

する東海地震の存在が確実視されている。服部(1993)は、出土遺物の整理が進んでいな

い段階で、この92Aa区の噴砂を古墳時代後期より新しく、奈良・平安時代よりも古い地

震として白鳳南海地震としていたが、現時点ではさらに古い時代の地震である可能性も否

定できなくなった。この間題については、田所遺跡周辺の遺跡で検出されている地震痕の

年代と共に改めて検討しなくてはならない。

95Aa区の地震痕の地震痕については、砂脈の影響を受けた地層中から年代を示す考古

遺物は得られていないために、起源となる地震の発生年代は特定出来ない。しかしながら、

古墳時代後期の水田土壌が形成される以前に洪水により砂脈上端部を削剥されていること

から、最低でも水田の時期よりは古いことがわかる。

93J区の地震痕についても形成時期不明であるが、噴砂による支持層の堆積減少から発

生した黒褐色シルト層の陥没が、比較的速やかに埋積されているように観察されることか

ら、黒褐色シルト層形成直後の可能性が考えられる。しかしながら黒褐色シルト層の形成

年代をしめす考古遺物は検出されていない。

田所遺跡では、この他に1891年の濃尾地震により形成された地震痕を多数検出している。

地震痕の形態はそのほとんどが砂脈で、上端部は最近の水田あるいは畑の耕作により削り

取られている。

文献
宇佐美龍夫1996)新編日本被害地震総覧増補改訂版・東京大学出版会.
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寒川旭(1992)地震考古学-遺跡が語る地震の歴史-.中央公論社・
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126-136・
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159.



第5章まとめ

第1節田所遺跡出土の中国陶磁器について

田所遺跡から出土した中国陶磁器の破片総数は296点、その内訳は白磁143点、青白磁9点、青磁142

点、青花2点となる(表36)。出土した破片はほとんどが小片であり、口縁部または高台部が確認で

きる破片は126点で、しかも半数以上の口縁部・高台部の残存率が12分の2以下である。従来の研究

*1では、中国陶磁器は口縁部形態、高台部形態、紋様構成によって分類されており、本遺跡出土の

小片では分類可能なものも少なく、遺構内からの出土も少数であるが、尾張北部における中国陶磁器

出土の一例として分類と遺跡内の分布の傾向について触れたい。

1.分類(第125図、第126図)

白磁確認できる白磁の破片は143点。器種別では碗121点、皿16点、四耳壷2点、瓶3点とな

る。

碗875・876は口縁部が小さい玉線状になる。釉はうすく全体に貫入が見られる。 875は体

部がやや丸味をもち、釉色はうすい緑色がかった灰白色であるが、 876は体部が直線的で、

釉色は黄色味をおびた灰白色。 (太宰府編年Ⅱ類・ Ⅲ類)

778は口縁部を玉緑にする。釉は灰色をおびた白色で厚めにかけられる。 877は幅が広く

削り出しが浅い高台で、外面体部下半と高台内には施釉されない。見込み付近に沈線状の

段をもつ。 (太宰府編年Ⅳ類)

191は口縁部を外反させる。 418 ・ 837・878・879は口縁部を外反させ端部を水平にする。

体部内面の上位に浅い沈線をもつ418・837と体部内面に櫛状工具で紋様を措く878・879が

ある。 (太宰府編年Ⅴ類)

838は底部内面の釉を輪状に掻き取ったもの。見込み付近に細い沈線をいれる。 811 ・ 881

は体部が口縁部にかけて直線的にのび、口縁部近くに一条の沈線をいれる。 (太宰府編年

Ⅷ類)

880・662は口縁部を外反させるもの。 885・884は体部が直線的に外方向へのびる。口縁

部形態しか確認できないため太宰府編年Ⅴ類かⅧ類としか言えない。

882・883・810は口縁端部に施釉しないいわゆる口禿のもの。釉はうすく、青味をおび

た灰白色である。 (太宰府編年Ⅸ類)

皿886-417は体部を内幸させる皿。 497は外面体部下半から底部にかけて施釉されない。

887・498は口縁端部が口禿になるもの。 (太宰府編年Ⅸ類)

888は口縁部を外反させ、釉はうすくかけられる。 (白磁皿E群)

779は器肉が厚く体部中位から口縁部にかけて外方向にひらく皿。

壷500は四耳壷。釉はやや黄色味をおびた灰白色で、頸部に製作時の継ぎ目の痕跡がみら

れる。

瓶小片で図化できなかったが体部に3本の縦沈線がはいる瓶がある。

青磁青磁は岡安窯系と龍泉窯系に区別できる。岡安窯系28点、龍泉窯系111点。



同安窯系確認できる器種は碗18点、皿10点。

碗891は体部外面に細かい櫛目紋を有する。釉色はうすい緑がかった青色。(岡安窯系Ⅰ類)

皿893・892 ・ 979・419は体部が屈曲し口縁部が外方向-ひらく。 892は外面体部下半と底

部には施釉されず、内外面ともに無紋。 419は全面施釉の後、底部の釉を掻き取っている。

見込みにはヘラ状工具による片彫りとジグザグ紋様をもつ。 (岡安窯系Ⅰ類)

龍泉窯系確認できる器種は碗96点、小碗1点、皿11点、瓶1点。

碗894は体部外面は無紋、内面に紋様を有する。 895・896は底部の器肉が厚く、高台の断

面四角形で露胎。見込みに紋様を有する。 (龍泉窯系Ⅰ類)

746・190・812・980・897は体部外面に鏑達弁紋を有する。 746は口縁部がやや外反する。

897は底部の器肉が厚く、台形状の高台を浅く削り出している。 (龍泉窯系B l類)

661・813は体部外面がヘラ措きの達弁紋碗。 (龍泉窯系B 3類)

線描きの大きな達弁紋碗(龍泉窯系B 2類)、細い線描きの達弁紋碗(龍泉窯系B 4類)、高

台の断面が細い三角形になる鏑達弁碗(龍泉窯系B 0類)なども確認できる。

898は体部外面に蓮弁紋を施し、胎土は黒色である。他の窯系である可能性もある。

899は口縁部を外反させる碗。内外面とも無紋である。 (龍泉窯系D類)

口縁部が直口し内外面とも無紋の椀が1点確認できる。 (龍泉窯系E類)

皿192・901は体部中位で屈曲し、 901は口縁端部をうすく引き出している。 900は見込みに

花紋を櫛状工具で描き、釉は焼成前に掻き取られている。 (龍泉窯系Ⅰ類)

902は口縁部を外反させ端部を上に引き出した皿で、体部内面を菊状にする。

青白磁確認できる器種は碗1点、皿4点、合子4点。

皿899は口縁部に施釉されない口禿の皿。

合子499 ・ 890は合子の身。 499は福建～広東窯産のものと思われる。

青花確認できる器種は皿2点。

皿663・903は口縁部がやや内幸し、底部が碁笥底になる皿。紋様構成は外面口縁部に波涛

紋、体部外面に芭蕉菓紋を描く。 (染付皿C群)

2.分布の傾向と時期

遺跡内における中国陶磁器の出土数の割合は白磁が48%、青磁が48%と同じである。さらに、分布

の状況を比較してみても全体的にほぼ同じような傾向を示している(図127)～

次に、出土した遺構の時期と中国陶磁器の時期を照らし合わせてみる～

白磁太宰府編年Ⅱ類からⅤ類の時期は11世紀中葉から12世紀の初頭とされている。本遺跡に

おいて、太宰府編年Ⅱ類からⅤ類と確認できる破片は12世紀後半から13世紀前半の遺物が

主体を占める遺構から出土している。太宰府編年Ⅷ類の時期は12世紀後半から13世紀前半

とされている。この類は12世紀末から13世紀初めが主体となる井戸SE08で椀(838)と13

世紀後半が主体となる井戸SE10で椀(811)が確認できる。太宰府編年Ⅸ類は13世紀中葉

から14世紀中葉とされている。井戸SE10から椀(810)が1点、 12世紀後半から13世紀初

めの遺物が主体を占めるSD214から皿(417)が、 12世紀後半から13世紀前半の遺物主体の

SD220から皿(498)が出土している。
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93K 1 1

93Eb 1 1

93F 1 1

92E 1 1

94Ba 4 3 7

94Bb 3 1 4

94Ab 7 7

93J 1 2 3

92D 2 1 3

94Aa 1 1

92Aa 4 1 3 8

95Aa 1 1 2

93Ha 1 1

95Ab 1 1

93G 2 5 7

92H 3 1 6 10

第35表分布図以外の出土

中国陶磁器一覧表

第1 27図中国陶磁器出土分布図



青磁 同安窯系Ⅰ類と龍泉窯系Ⅰ類の碗・皿の時期は12世紀中葉から13世紀初頭とされている。

岡安窯系Ⅰ類と確認できる碗・皿はSD01・SD02・SD214 (419)から出土している。さら

に、龍泉窯系Ⅰ類ついては、 SD214からの出土が7点を数える。 12世紀後半から13世紀初

頭を主体とする遺構からの出土が多く確認できる。

次に鎬蓮弁文をもつ碗。太宰府編年では龍泉窯系Ⅰ 15類とされ国立歴史民俗博物館によ

る分類基準では龍泉窯系碗B 1類となる。 B 1類は13世紀中葉から14世紀初頭とされてい

る。墳墓堂を巡る溝SD03の東側部分(旧92Gb区SD26)からは古瀬戸の水注(743)四

耳壺(745)と碗(746)が出土している。龍泉窯系B 2類は14世紀末から15世紀初めと

されている。 13世紀後半を主体とする井戸SE10から碗(813が出土している。その他、

龍泉窯系B 3類、 D類、 E類の存在も確認できるがいずれも包含層からの出土である。

以上のことから中国陶磁器は太宰府編年そのものの時期よりも新しい時期の遺構から出

土していると言える。

3.まとめ

田所遺跡は93J区の北部に善光寺街道が通り、この街道を境に遺構の性格が異なることが中国陶磁

器も含めた他の特殊遺物の出土状況から窺える。街道の北側が墓城、南側には集落が展開している。

白磁・青磁ともに南側の集落部分からの出土が多く、 11世紀中葉から12世紀初めの時期とする白磁と

12世紀中葉から14世紀中葉の時期とする青磁は同じような分布の傾向を示し、 15世紀代から16世紀に

かけての中国陶磁器の出土は僅かである。中国陶磁器からみた田所遺跡の南側集落は12世紀後半から

14世紀初めにかけて生活面があったものと考えられる。

さらに尾張北部の中世の遺跡から出土する中国陶磁器を考察するためには、田所遺跡の近隣に位置

する大毛沖遺跡や大毛池田遺跡についても遺跡の性格や中心となる時期をふまえて考えることが今後

の課題として残されている。

付記
中国陶磁器の産地、分類については森達也氏に御教示を得た。記して感謝いたします。
* 1中国陶磁器の分類にあたっては以下の文献を参考にした。
横田堅次郎・森田勉「太宰府出土の輸入中国陶磁器について」 『九州歴史資料館研究論集』 1978
上田秀夫「14から16世紀の青磁碗の分類について」 『貿易陶磁研究』 2号1982
森田勉「14から16世紀の白磁の分類と編年」 『貿易陶磁研究』 2号1982
小野正敏「15・16世紀の染付碗、皿の分類とその年代」 『貿易陶磁研究』 2号1982
国立歴史民俗博物館『日本出土の貿易陶磁東日本編2 』 1994

白 磁 14 3

青 白磁 9

青 磁 14 2

青 花 2

計 29 6

" 1 梶 小 椀 皿 壷 . 瓶 合子 不明 計

白 磁 12 1 0 16 5 0 1 14 3

青 白磁 1 0 4 0 4 0 9

青 磁 115 1 22 2 0 2 14 2

青 花 0 0 2 0 0 0 2

第 36表 出土 中国 陶磁器 器種 別一 覧表 第1 28図中国陶磁器組成図



172 第1節田所遺跡出土の中国陶磁器について

登録番号 調査 区 遺障番号 旧遺構番号 遺 構 時 期 グリッド 種 類 器 種 口径(cm 底径 (cm 器高 (cm) 残存率 分 類 時 期 備 考
876 93G SD 210 so n 12C 後 ~ 13C 前 W E 17d 白磁 碗 14.8 -

(1.8 2/12 太宰府編年 Ⅲ類 11C 中~ 12C 初
875 94Ba 検Ⅲ IVD 14p 白磁 碗 13・2 - 2.9 3/12 太宰府編年 Ⅲ類 11C 中~ 12C 初
95A h 検 Ⅰ W E W b 白磁 疏 - - (2.0) 1/12 太宰府編年 Ⅱ類 11C 中~ 12C 初
931 SD 01 SD03 9C 後 ~ 10C ・12C後 W D 9d9q 白磁 碗 - 7・0 (2.5) 5/12 太宰府編年Ⅳ類 11C 中~ 12C 初

778 93G SE 09 SE01 12C 末 ~ 13C 前 W E 19c 白磁 碗 15.0 - 2.3
1/12 太宰府編年Ⅳ類 11C 中~ 12C 初

877 92A h SK 222 S K48 W E 7a8b 白磁 碗 - 7.3 (1.9 4/12 太宰府編年Ⅳ類 11C 中~ 12C 初
93Ⅰ ST 22 ST 02 VID 3d 白磁 碗 13.0 -

(3・3) 2/12 太宰府編年Ⅳ類 11C 中~ 12C 初
92A h 検Ⅱ ¥flD lltVFE12a 白磁 疏 14.8 - (2 8) 2/V2 太宰府編年Ⅳ類 11C 中~ 12C 初
92E SK 74 i D llo 白磁 疏

-
太宰府編年Ⅳ類 11C 中~ 12C 初

93Ⅰ 検 Ⅰ VlD 40 白磁 疏 - - (2.3) 1/12 太宰府編年Ⅳ類 11C 中~ 12C 初
94A b 検 Ⅰ 白磁 碗 ll.9 -

(1・8) 1る12 太宰府編年Ⅳ類 11C 中~ 12C 初
94B a 検 Ⅲ ]V D 19n 白磁 碗 12・2 - (1.5 1/12 太宰府編年Ⅳ類 11C 中~ 12C 初
94B a 検 Ⅰ 白磁 碗 16・0 -

(2.3 1/12 太宰府編年Ⅳ類 11C 中~ 12C 初
95A h 検 Ⅰ W E 14a 白磁 碗 - - (1・5) 1/12 太宰府編年Ⅳ類 11C 中~ 12C 初
95A b SD 01 SD 01 9C後 ~ 10C ・12C 後 l D 9r 白磁 碗

- 5・4 (2.5 1る12 太宰府編年Ⅴ類 11C 中~ 12C 初
92H SD 02 SD 43 12C 後 ~ 13C 前 なI E 6d 白磁 碗 - - - - 太宰府編年Ⅴ類 11C 中~ 12C 初

4 18 93G SD 214 SD 02上層 12C 後 ~ 13C 初 W E 20b 白磁 碗 12.8 - 2.7 1る12 太宰府編年Ⅴ類 11C 中~ 12C 初
83 7 93G SE08 SE04 12C 末 ~ 13C 前 W E 1617d 白磁 疏 14.8 - (2・4) 2/12 太宰府編年Ⅴ類 11C 中~ 12C 初
19 1 93H a ST95 ST 05 W E9c 白磁 疏 14.8 -

(3・8) 2/12 太宰府編年Ⅴ類 11C 中~ 12C 初
87 8 95A h 検 Ⅰ W D 13s 白磁 疏 15.0 - (3・3) 1る12 太宰府編年Ⅴ類 11C 中~ 12C 初
88 5 93F 掘 り下 ffl E 17a 白磁 疏 11・8 - (2.7 1/12 太宰府編年Ⅴ類 11C 中~ 12C 初
94A b 検 Ⅰ 白磁 梶 13.0 - (2・7) 2/12 太宰府編年Ⅴ類 11C 中~ 12C 初
94B a 検 Ⅱ JV D H o 白磁 疏

- - - - 太宰府編年Ⅴ類 11C 中~ 12C 初
92A a 検 Ⅱ W E 14al5a 白磁 梶 15.4 - (2・4) 1/12 太宰府編年Ⅴ類 11C 中~ 12C 初
93K SD 92 SX 02 ffl D 19rl9s 白磁 碗

- - - - 太宰府編年Ⅴ類かⅥ類 11C 中~ 12C 初
879 93G 検 Ⅰ W E 16dl8d 白磁 碗 15.fi - (3・5) 3/12 太宰府編年Ⅴ.類かⅥ類 11C 中~ 12C 初
94A b 検 Ⅰ 白磁 碗 ll.4 -

(1・9) 1/12 太宰府編年Ⅴ類かⅥ類 11C 中~ 12C 初
92A a 検Ⅲ vm i5tvm i5a 白磁 碗 - - - -

太宰府編年Ⅴ類かⅥ類 11C 中~ 12C 初
92H SK 325 北西土坑 なI D 2t 白磁 碗 12.0 - (1.5 1る12 太宰府編年Ⅴ類かⅥ類 11C 中~ 12C 初
93F 検 Ⅰ W D 2r 白磁 碗

- - - -
太宰府編年Ⅴ類かⅥ類 11C 中~ 12C 初

95A a 検 Ⅰ W D 14r 白磁 疏
- - - - 太宰府編年Ⅴ類かⅥ類 11C 中丁12C 初

95A a 検 Ⅰ l D 13s 白磁 疏 - - - -
太宰府編年Ⅴ類かⅥ類 11C 中~ 12C 初

95A a 検 Ⅰ W D 13s 白磁 碗 - - - - 太宰府編年Ⅴ類かⅥ類 11C 中~ 12C 初
95A b 検 Ⅰ W E 14b 白磁 疏

- - - -
太宰府編年Ⅴ類かⅥ類 11C 中~ 12C 初

95A h 検 Ⅰ l E 14c 白磁 碗 - - (4.0 1る12 太宰府編年Ⅴ類かⅥ類 11C 中~ 12C 初
SB 18 SB 12 n G 12al3a 白磁 碗

- -
(2・8) 1/12 太宰府編年Ⅴ類かⅧ類 11C 中~ 12C 初

662 93G SD 01 SD 01下層 9C 後 ~ 10C ・12C 後 W D 18s 白磁 碗 13.6 - (2.5 2/ 12 太宰府編年Ⅴ類かⅧ類 11C 中~ 12C 初
93G SD 01 SD 01下層 gc 後 - 10C -12C 後 W D 17s 白磁 碗

- -
(3〝7) 1/ 12 太宰府編年Ⅴ類かⅧ類 11C 中~ 12C 初

93G SE 09 SE01上層 12C 末 ~ 13C前 W E 19c 白磁 碗 - 1/ 12 太宰府編年Ⅴ類かⅧ類 11C 中~ 12C 初
880 94Ba 検Ⅱ 白磁 碗 13・6 -

(3.9 2/ 12 太宰府編年Ⅴ類かⅧ類 11C 中~ 12C 初
92E 検 Ⅰ N D 303c 白磁 碗 - - - - 太宰府編年Ⅴ類かⅧ類 11C 中~ 12C 初
94A a 検 Ⅰ YTD 2r 白磁 碗 13.6 -

(2・3) 1/ 12 太宰府編年Ⅴ類かⅦ類 11C 中~ 12C 初
94A b 検 Ⅰ 白磁 碗 13・0 - (2.9) 2/ 12 太宰府編年Ⅴ類かⅦ類 11C 中~ 12C 初
95A a 検 Ⅰ 白磁 碗

- - - - 太宰府編年Ⅴ類かⅧ類 11C 中~ 12C 初
95A h 検 Ⅰ W E 14b 白磁 疏 - - 2.0 1/ 12 太宰府編年Ⅴ類かなⅦ類 11C 中~ 12C 初
92A a SB 22 SB03 Vm i4tn E 14a 白磁 疏 - 6・8 (1.8 5/ 12 太宰府編年Ⅶ類 12C 後~ 13C 前

838 93G SE 08 SE04 12C 末 ~ 13C前 W E 1617d 白磁 碗 - 6〝0 (2.0 1/ 12 太宰府編年Ⅷ類 12C 後~ 13C 前
81.1 93G SE 10 SE02 13C 後半 l E20c 白磁 疏 12.4 - (2.0 1/ 12 太宰府編年Ⅷ類 12C 後~ 13C 前
881 92A a SK 241 SK 10 Vm i4a 白磁 碗 12・8 - (3.7 1/ 12 太宰府編年Ⅷ類 12C 後~ 13C 前
93H h ST 24 ST 01 W D ltl E la 白磁 碗

- 1/ 12 太宰府編年Ⅷ類 12C 後~ 13C 前
92A a 検 Ⅱ Vm i3t¥aE 13a 白磁 碗 - - - -

太宰府編年Ⅶ類 12C 後~ 13C 前

92A a 検Ⅱ VlD 17tVTE 17a 白磁 碗 - - - - 太宰府編年なⅦ類 12C 後~ 13C 前
92A a 検 Ⅰ 白磁 碗 - - - -

太宰府編年Ⅷ類 12C 後~ 13C 前
8 10 93G SE 10 SE02 13C 後半 l E20c 白磁 碗 ll.0 - (3.0 1/12 太宰府編年 Ⅸ類 13C 中~ 14C 中
8 82 94B b 検 Ⅰ 白磁 碗 13.0 - (4.8 1/12 太宰府編年 Ⅸ類 13C 中~ 14C 中
8 83 93G 検 Ⅰ W Elc 白磁 碗 12・0 - 2.6 1/12 太宰府編年Ⅸ類 13C 中~ 14C 中

92A a SB 14 SB06 VTG 15al6b 白磁 碗 - - - -
92A a SB 22 SB03 VlD 14tVlE 14a 白磁 碗 - - 〟 - 加工円盤
92C h SD 01 SD03 gc 後 - 10C -12C 後 W D 14q15q 白磁 碗

- - - -
92C b SD 01 SD03 gc 後 - 10C -12C 後 W D 14d15d 白磁 碗 - - - -
93G SD 01 SD01上層 gc 後 -IOC ・12C 後 l D 18s 白磁 碗

- - - -
93G SD 01 S D01下層 gc 後 - 10C -12C後 W D 17s 白磁 碗 - - - - 外面下半無粕
93G SD 01 SD 01下層 gc 後 -10C -12C後 W D 17s 白磁 碗

- - - - 見込み段あり 外面下半無粕
93G SD 01 S D02上層 9C 後 - 100 12C後 W E20b 白磁 碗 - - - -
93J SD 147 SD 18 12C 後 ~ 13C 前 白磁 碗

- 5.6 2.0 4/12 15C 外面下半無軸
92A h SD 186 SD 09 12C 後半 Vm 9al0b 白磁 疏 〟 - - -
92H SD 226 SD 40 なI E 7e8f 白磁 碗

- 5.4 (2・5) 1/12 軟質
92H SD 228 SD 49 9C 前 ! E 8t8h 白磁 碗 - - - -
93G SE09 SE 01上層 12C末 ~ 13C 前 l E 19c 白磁 碗

- - - - 中世後半
92A a SK 245 SK 35 W E H b 白磁 碗 - 〟 - -
93G SK 294 SK I07 12C後半 白磁 碗

- - - - 外面下半無粕
92E ST03 SK 7fi 白磁 疏 - - - -
92D ST 19 ST lfi 白磁 疏 - - - -
931 ST 22 ST 02 vm 30 白磁 碗 - - - - 外面下半無軸
93H b ST 25 ST 02 W E 4b 白磁 鶴 - - - 〟
93H a ST 28 ST 04 l E 6a 白磁 碗

- - - -
外面下半無粕

88 4 92A h 検 Ⅱ VIE llallb 白磁 碗 14.4 - (3.0) 1る12
92A a 検 Ⅱ Vm i4tVlE14a 白磁 碗

- - 〟 -
92A a 検 Ⅱ W D 15tVIE15a 白磁 碗 - - - - 見込み段あり
92A a 検 Ⅱ ¥flD 15tW E15a 白磁 疏

- - - - 見込み段あり 外面下半無軸
92A a 検 Ⅲ VTE 15al6b 白磁 碗 - - - - 見込み段あり 外面下半無粕
92A a 検 Ⅲ Vm i6b l7b 白磁 碗 ll.0 -

X I) 1/12
92A a 検 Ⅲ ¥4D 17tVm i7a 白磁 碗 - - - -
92A a 検 Ⅲ Vm i4al5a 白磁 碗 ll.2 -

(3 0) 1ふ.12 11C 後~ 12C 口縁部近くに一条の沈線
92A a 検 Ⅰ 白磁 碗 - - 〟 -
92A a 検 Ⅱ Vm i5tV [E15a 白磁 碗

- - - 1/12 高台部 高い削り
92A a 検 Ⅱ Vm i7tVlE17a 白磁 碗 - - - -
92A a 検 Ⅰ 白磁 疏

- - - - 見込み段あり 外面下半無軸
92A h 検 Ⅲ W E 12al2b 白磁 疏 - - - -
92A b 検 Ⅲ ¥1D 8tW E 8a 白磁 疏 - - - -
92A b 検 Ⅱ VlD lltVlE12a 白磁 疏 - - - -
92C a 検 Ⅰ Vm i3r 白磁 碗

- - - -
2D b 検Ⅱ 白磁 碗 - - - -
92H 検Ⅲ なI E 7b 白磁 碗

- - - -
92H 検Ⅲ なI D 2t 白磁 碗 - - - -
92H 検Ⅱ なI E 6a 白磁 碗 - - - -
92H

92H
93G

93G

SK 325

SK 325

北西土坑
北西土坑

検Ⅰ
掘り下

M D 2t

とI D 2t

l E 7a

白磁

白磁
白磁
白磁

碗

碗
碗

碗

1る12
外面下半無粕

口縁部やや外反

第37表出土中国陶磁器一覧表( 1 )



第5章まとめ 173

登録番号調査区遺障第号 旧遺構番号 遺構時 期 グリッド 種類 器種口径(cm 底径(cm 器高(cm 残存率 分 類 時 期 備 考

93Ha 検Ⅱ vm iod 白磁 疏 - - - -
93Ha 掘り下Ⅰ l D12s 白磁 疏 - 〟 〟 〟
93Ha 東壁 白磁 碗

- - 〟 〟
93Hb 掘り下Ⅱ N E20b 白磁 碗 - - - -
94Ab 検Ⅰ 白磁 疏

- - 〟 -
94Ab 検Ⅰ 白磁 疏 - - 〟 -
94Ab 検Ⅰ 白磁 疏

- - - -
94Ba 検Ⅱ N D14p 白磁 疏 - - - - 見込み段あり外面下半無粕

94Ba 検Ⅱ W D170 白磁 疏
- - - -

見込み段あり

94Ba 検Ⅲ 白磁 疏 - - - - 外面下半無軸

94Ba 検Ⅰ 白磁 疏
- - - -

94Bb 表土はぎ 白磁 碗 〟 - 〟 - 外面下半無粕

94Bb 表土はぎ 白磁 疏
〟 〟 〟 -

95Ab 検Ⅰ l E14a 白磁 碗 - 〟 - -
95Ab 検Ⅰ W E14a 白磁 碗

- - - -
外面下半無軸

95Ab 検Ⅰ W E14a 白磁 疏 - - - -
95Ah 検Ⅰ W E14b 白磁 碗

- - - -
9SAb 検Ⅰ W E14b 白磁 碗 - - - -
95Ah 検Ⅰ W E14b 白磁 梶

- - - -
95Ab 検Ⅰ l E14t 白磁 碗 - - - - 外面下半無袖

95Ab 検Ⅰ l E14c 白磁 碗
- - - -

93G 検Ⅰ W E15bl5c 白磁 不明 - - - -
92Ab SB31 SB10 W E12al2b 白磁 瓶 - - - - 休部に3条の縦沈線

92Aa 検Ⅰ 白磁 瓶 - - - -
93F 掘り下 IVD2s 白磁 瓶 - - - - 体狛二3条の縦沈線

500 92Ⅱ SD02 SD43- 45 12C後 -13C前 l E8f 白磁 四耳壷 - - (7.6 - 12C

92E SD36 IIlD2r 白磁 四耳壷 12C -13C

497 92H SD02 SD43 12C後 -13C前 l E6d 白磁 皿 - 4.0 (1.2) 1る12 太宰府編年Ⅴ類 11C中~ 12C初見込み段あり外面下半無軸

417 93G SD214 SI元2(SD05) 12C後~ 13C初 l E20a 白磁 皿 9.4 - (1.8 2る12
太宰府編年Ⅸ類 12C

498 92H SD220 SD45 12C後~ 13C前 l E2a 白磁 皿 8.0 - (1・5) 1/12 太宰府編年Ⅸ類 13C中~ 14C中

887 92E 検Ⅰ niD190 白磁 皿 9.0 - (2・1) 2/12 太宰府編年Ⅸ類 13C中~ 14C中外面下半無柚

888 93Hb 掘り下Ⅰ W E3b3c 白磁 皿 10.8 - (2・4) 1/12 白磁皿E群 15C後~ 16C後

92Ca SD01 SD03 9C後- 10C-12C後 ¥lD12q 白磁 皿 - - - - 15C

779 93G SE09 SE01下層 12C末~ 13C前 l E19c 白磁 皿 12 9 - 2.4 4/12 中世後半?

93Hh ST25 ST02 l E3b 白磁 皿 - - - -
886 95Ab 検Ⅰ W E14b 白磁 皿 10・0 -

(1・5) 1/12

92Aa 検Ⅱ Vm i3tW E13a 白磁 皿 - - - -
92Aa 検Ⅲ Vm i4a 白磁 皿 - - - -
92Aa 検Ⅱ V[D16tVlE16a 白磁 皿 - - (1.4 1/12

92Aa 検Ⅱ W E15al6b 白磁 皿 - 3・0
(1・6) 5/12 平底

92H 検Ⅱ l E2b 白磁 皿 - - - -
93G 検Ⅰ l E19c 白磁 皿 - 3.4

(1・0) 1/12 外面下半無粕

93K 検Ⅰ 白磁 皿 7〝4 - (1・7) 2/12

93Ha 検Ⅰ l D8t 青白磁疏
- - - -

92H SD02 SD43 12C後~ 13C前 l E8a 青白磁皿 - - 〟 1/12 13C -14C前 口禿皿

93Hb ST25 ST02 W E5a 青白磁皿 - - -
1/12 12C -13C

889 94Bb 検Ⅱ W D7r 青白磁皿 10.6 - (1.3) 1/12 13C -14C前 口禿皿

92Aa 検Ⅲ Vm i4al5a 青白磁皿 - - - -
92Aa SB1B SB07 YlG14al5a 青白磁合子 〟 6・0 (0.8 2/12

499 92H SD02 SD43 12C後~ 13C前 青白磁合子 5.1 -
(1・4) 1/12 12C 福建～広東産

890 92Aa 検Ⅰ 青白磁合子 4.9 - (1.7 1る12 12C

92Aa 検Ⅱ vm i6tvm i6a青白磁蓋 〟 - - -
92Aa SB18 SB!2 W G12al3a 青磁 碗 - - - - 同安窯系Ⅰ類 12C中~ 13C初

92Aa SB22 SB03 V[D14tVlE14a青磁 碗 - - - - 同安窯系Ⅰ類 12C中~ 13C初

93G SD01 SD01下層 gc後- 10C-12C後 l D18s 青磁 碗 - - - - 同安窯系Ⅰ類 12C中~ 13C初

92H SD02 SD43 12C後~ 13C前 青磁 碗 - - - -
同安窯系Ⅰ類 12C中-13C初

92H SD02 SD43 12C後 -13C前 なIE6d 青磁 碗 - - - - 同安窯系Ⅰ類 12C中~ 13C初

93G SD214 SD02上層 12C後 -13C初 l D20b 青磁 鶴 - - - - 同安窯系Ⅰ類 12C中~ 13C初

92Aa SK241 SK10 Vm i4a 青磁 碗
- - - -

同安窯系Ⅰ類 12C中~ 13C初

891 95Ab 検Ⅰ l E14a 青磁 碗 12.2 - (1.7 1る12 同安窯系Ⅰ類 12C中~ 13C初

92Aa 検Ⅲ Vm i3t¥lE13a青磁 碗
- - - -

同安窯系Ⅰ類 12C中~ 13C初

92Aa 検Ⅲ VTD14tVlE14a青磁 碗 12.0 - (2・0) 1る12 同安窯系Ⅰ類 12C中~ 13C初

92Aa 検Ⅰ 青磁 碗
- - - -

同安窯系Ⅰ類 12C中~ 13C初

92Aa 検Ⅰ 青磁 碗 - - - - 岡安窯系Ⅰ類 12C中~13C初

92E 検Ⅰ m D19m l9n 青磁 疏 - - - -
同安窯系Ⅰ類 12C中~13C初漆継ぎ

93F 掘り下 W Ela 青磁 碗 - - - - 同安窯系Ⅰ類 12C中~13C初

93G 検Ⅰ ! E18dl7d 青磁 碗 13・0 -
(1.6 1/12 同安窯系Ⅰ類 12C中~13C初

93Ha 掘り下Ⅱ W D7t 青磁 碗 - - - - 同安窯系Ⅰ類 12C中~13C初

95Ab 検Ⅰ W E14b 青磁 碗 - - 〟 -
岡安窯系Ⅰ類 12C中~13C初

95Ab 検Ⅰ W E14c 青磁 碗 - - (2.0) 1る12 同安窯系Ⅰ類 12C中~13C初

92Ca SD01 SD03 9C後- 10C-12C後 Vm i3q 青磁 碗 - - - -
龍泉窯系

92Cb SD01 SD03 gc後- IOC・12C後 Vm i4ol5c 青磁 碗 - - - - 龍泉窯系

9BA b SD01 SD01 9C後- IOC・12C後 W D14s 青磁 碗 - - - -
龍泉窯系

9SA b SD01 SD01 9C後~ 10C・12C後 W D13t 青磁 碗 - - - - 龍泉窯系

92H SD02 SD43 12C後 -13C前 青磁 碗 - - - -
龍泉窯系

92H SD02 SD43 12C後 -13C前 l E5f 青磁 碗 - - - 〟 龍泉窯系

93Ha SD199 SD02 12C後半 . l E12b 青磁 碗 - -
2.2) 1/12 龍泉窯系

92Ⅱ SD219 SD47 W E2a 青磁 碗
- - - -

龍泉窯系

92H SD219 SD47 なID2t 青磁 碗 - - - - 龍泉窯系

92H SD225 SD42上層 l E4f 青磁 碗
- - - -

龍泉窯系

93Hb ST24 ST01 l E20c 青磁 鶴 - - - - 龍泉窯系

95Ah SX22 SX01 l E14c 青磁 碗
- 〟

(2・1) 1る12 龍泉窯系

95Ah SX22 SX01 W E14c 青磁 碗 - - (1.0 1る12 龍泉窯系

894 93Ha 掘り下Ⅰ W E12b 青磁 碗 12.0 -
(3.4 1/12 龍泉窯系 12C中~13C初

93Eh 掘り下Ⅱ ffl Dllt 青磁 碗 - - - - 龍泉窯系

93Eb 掘り下 青磁 碗 - - - -
龍泉窯系

93G 検Ⅰ W E19c 青磁 碗 - - - - 龍泉窯系

93G 検Ⅰ W E20d 青磁 碗 - - - 〟
龍泉窯系

93G 検Ⅰ W E17d 青磁 碗 - - - - 龍泉窯系

93Ha Ik l W D6t 青磁 梶
- - - -

龍泉窯系

93Ha 掘り下 W D13t 青磁 碗 - - - - 龍泉窯系

93K 検Ⅰ niElla 青磁 碗 - 5・0 (4.4 4/12
龍泉窯系 14C後~15C初

95Aa 検Ⅰ l D13s 青磁 碗 - - (1.2 1/12 龍泉窯系

95Aa 検Ⅰ l D14s 青磁 碗 - - - -
龍泉窯系

95Aa 検Ⅰ l D2s 青磁 疏 - - (1.4 1/12 龍泉窯系

95Ab 検Ⅰ l E14a 青磁 碗 - - (2.0 1/12
龍泉窯系

898

95Ab
95Ah

95B
92Aa
SD29

検Ⅰ

検Ⅰ

SD05
検Ⅱ

9C後

W E14b

l E14s
TTE9e

W D16tW E16a

青磁

青磁
青磁

青磁

碗

碗
碗

碗
12.6 (2.8

1/12

1/12

龍泉窯系

龍泉窯系
龍泉窯系?

龍泉窯系B 0類

中世後半?

13C後~14C初

胎土黒色

第38表出土中国陶磁器→覧表( 2)



174 第1節田所遺跡出土の中国陶磁器について

登録番号 調査 区 遺構番号 旧遺構番号 遺 構 時 期 グリッド 種 類 器 種 口径 (cm 底径(cm 器高(cm 残存率 分 類 時 期 備 考
92Cb SD 01 SD 03 9C後 - 100 12C 後 ¥1D 14al5q 青磁 碗 - - - - 龍泉窯系 B 1 類 13 C 中~ 14C 初 軟質
92H SD 02 SD 43 12C 後 ~ 13C 前 青磁 碗 - - - -

龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初
746 92G b SD 03 SD 26- 4 13C 後半 TTE 16d 青磁 碗 15.2 - (4 .6) 3/12 龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初
980 94A a SE 05 SE0 1 ¥[D 2v 青磁 碗 13.5 -

(3.2 1る12 龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初
93G SE 09 SE0 1 12C 末 ~ 13C 前 W E 19c 青磁 碗 - - - - 龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初

8 12 93G SE 10 SE02 13C 後半 W E 20d 青磁 碗 13.fi -
(3・8) 1/12 龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初

93G SE 10 SE02 13C 後半 青磁 碗 - - - 〟 龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初
190 93H b ST 02 ST 02 W E4c 青磁 疏 13.6 -

(6.8 1る12 龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初
93H h ST 24 ST 01 W D 3t 青磁 疏 - - - - 龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初

897 94A a 検 Ⅰ vm 20 青磁 疏
- 5.6 (4・2) 5/12 龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初

92H SD 44 なI E 6q 青磁 碗 10.4 - (3・5) 1る12 龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初
93F 西壁 青磁 碗

- - - 〟
龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初

93G 表採 青磁 碗 - - - - 龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初
93J 検 Ⅰ 青磁 碗 15.fi -

(2.6 U Y1 龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初
94Ba 検 Ⅱ W D 8q 青磁 碗 - - - - 龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初
94Ba 検 Ⅰ 青磁 碗 13.2 -

(2.8 1/ 12 龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初
94Ba 検 Ⅰ 青磁 碗 12・0 - (3.1 1/ 12 龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初
9SA a 検 Ⅰ 1 D 3q 青磁 碗

- - - -
龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初 加工円盤

95A b 検 Ⅰ W E 14b 青磁 疏 - - - - 龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14C 初
95A h 検 Ⅰ W E 13b 青磁 碗

- -
(3・5) 1る12 龍泉窯系 B 1 類 13C 中~ 14 C 初

93H a SD 201 SD 03 9C前 l E 12a 青磁 碗 - - (3・5) 1る12 龍泉窯系 B 2 類 14C 末~ 15C 初
777 93G SE 09 SE0 1上層 12C末 ~ 13C 前 l E 19c 青磁 梶 14 .9 -

(2・8) 1る12 龍泉窯系 B 2 類 14C 末~ 15C 初
8 13 93G SE 10 SE02 13C後半 W E 20c 青磁 碗 14 .0 - X I) 1る12 龍泉窯系 B 2 類 14C 末~ 15C 初

93G SE 10 SE02 13C後半 W E 20c 青磁 梶
- - - -

龍泉窯系 B 3 類 14C 末~ 15C 初
93H b ST 25 ST 02 VffE3b 青磁 疏 - 〟 - - 龍泉窯系 B 3 類 15C 末~ 16 C 初
93G 検 I W E20c 青磁 碗

- - - - 龍泉窯系 B 3 類 14C 末~ 15 C 初
93G 検 Ⅰ 青磁 碗 〟 - - - 龍泉窯系 B 3 類 15C 末~ 16 C 初

95A a 検 Ⅰ vm 20p 青磁 碗
- - - - 龍泉窯系 B 4.類 15C 末~ 16 C 初

6 61 94A a SD 01 SD 01 9C後 - 10C -12C 後 青磁 疏 13・3 - (2.5) 1/ 12 龍泉窯系 B 類 13C 中~ 14 C初
92Ⅱ SD 220 SD 45 12C 後 ~ 13C 前 なI E3b 青磁 碗

- - - - 龍泉窯系 B 類 13C 中~ 14 C初
92H SD 220 SD 45 12C 後 ~ 13C前 なl D 3t 青磁 疏 - - - - 龍泉窯系 B 類 13C 中~ 14 C初

93H b ST 24 ST 01 l E la 青磁 碗
- - - - 龍泉窯系 B 類 13C 中- 14 C初

92E 検 Ⅰ W D lo 青磁 碗 - - (2.0) 1る12 龍泉窯系 B 類 13C 中~ 14 C初
93G トレンチ 03 W E20c 青磁 碗 - - 〟 - 龍泉窯系 B 類 13C 中~ 14 C 初
93H b ST 24 ST 01 l Ela 青磁 碗 - 3.8 -

1/ 12 龍泉窯系 B 類 14C 末~ 15 C 初

8 99 94A a 検 Ⅰ VTD 2s 青磁 疏 16.2 〟 (1・4) 2/12 龍泉窯系 D 類 14C 末~ 15C 初
95A h 検 Ⅰ W E14b 青磁 碗 13・0 - (1.8 1/ 12 龍泉窯系 E 類 14C 末~ 15C 初
93(. SB 07 SB02 青磁 疏 - - - - 龍泉窯系 Ⅰ類 12C 中~ 13 C 初
92H SD 01 SD 39 9C後 - 100 12C 後 青磁 疏

- - - -
龍泉窯系 Ⅰ類 12C 中~ 13C 初

93G SD 01 SD 01上層 gc 後 - IOC ・12C 後 W D 19s 青磁 碗 - - - - 龍泉窯系 Ⅰ類 12C 中~ 13C 初
93G SD 01 SD 01上層 gc 後 - 10C -12C 後 W D 20s 青磁 碗

- -
(4・1) 1る12 龍泉窯系 Ⅰ類 12C 中~ 13C 初

95A a SD 192 SD 02 12C 後半 W D lp 青磁 碗 〟 - 〟 - 龍泉窯系 Ⅰ類 12C 中~ 13C 初
93G SD 214 SD 02上層 12C 後 ~ 13C初 l E20b 青磁 碗

- 〟 - -
龍泉窯系 Ⅰ類 12C 中~ 13C 初

93G SD 214 SD 02上層 12C 後 ~ 13C初 W E20b 青磁 碗 - - - - 龍泉窯系 Ⅰ類 12C 中~ 13C 初
93G SD 214 SD 02上層 12C 後 ~ 13C初 W E20a 青磁 碗

- - - -
龍泉窯系 Ⅰ類 12C 中~ 13C 初

93G SD 214 SD 02上層 12C 後 ~ 13C初 W E20a 青磁 梶 - - - - 龍泉窯系 Ⅰ類 12C 中~ 13C 初
93G SD 214 SD 02上層 12C 後 ~ 13C初 W E20b 青磁 碗

- -
(3.9 1/12 龍泉窯系 Ⅰ類 12C 中~ 13C 初

93G SD 214 SD 02上層 12C 後 ~ 13C初 l E20b 青磁 碗 12・0 - (3.3) 1/12 龍泉窯系 Ⅰ類 12C 中~ 13C 初
93G SD 214 SD02上層 12C 後 ~ 13C初 W D 20t 青磁 碗 13.0 - (2.5 1る12 龍泉窯系 Ⅰ類 12C 中~ 13C 初
92Ⅱ SD 220 SD45 12C 後 ~ 13C前 なI D 3t 青磁 碗 - 7.6 (2.0) 1る12 龍泉窯系 Ⅰ類 12C 中~ 13C 初
93G SE09 SE01 12C 末 ~ 13C前 W E19c 青磁 疏

- 1/12 龍泉窯系 Ⅰ類 12C 中~ 13C 初
92E ST 03 ST42 fllD 16r 青磁 疏 - - - -

龍泉窯系 Ⅰ類 12 C 中~ 13C 初.
89 5 93G 検Ⅰ W E16dl8d 青磁 疏

- 6.0 (1.9 3/12 龍泉窯系 Ⅰ類 12C 中㌣13C 初
89 6 95A h 検Ⅰ W E14c 青磁 疏 - 5・4 (1.7 6/12 龍泉窯系 Ⅰ類 12C 中~ 13C 初

92A a 検 Ⅲ W E14a 青磁 碗
- - - - 龍泉窯系Ⅰ類 12C 中~ 13C 初

92A a 検 Ⅲ Vm i4al5b 青磁 碗 - - - - 龍泉窯系Ⅰ類 12C 中~ 13C 初
92A a 検 Ⅲ VlD 17tVlE 17a 青磁 碗 - - 〟 - 龍泉窯系Ⅰ類 12C 中~ 13C 初
92A h 検 Ⅲ Vm iltVlE 12a 青磁 疏 - - - -

龍泉窯系Ⅰ類 12C 中~ 13 C 初

92H SK325 北西土坑 なl D 2t 青磁 疏
〟 - - - 龍泉窯系Ⅰ類 12C 中~ 13 C 初

93E h 掘 り下 Ⅰ TTTD 4r 青磁 碗 - - - -
龍泉窯系Ⅰ類 12C 中~ 13 C 初

93F 掘 り下 nm i6a 青磁 碗 - - - - 龍泉窯系Ⅰ類 12C 中~ 13 C 初
93G 表採 青磁 碗

- - - -
龍泉窯系Ⅰ類 12C 中~ 13 C 初

95A a 検 Ⅰ W D 14s 青磁 碗 - 〟 - - 龍泉窯系Ⅰ類 12C 中~ 13 C 初
95A a 検 Ⅰ 青磁 疏

〟 - 〟 -
龍泉窯系Ⅰ類 12 C 中~ 13C 初

95A b 検 Ⅰ W D 13s 青磁 碗 - - - - 龍泉窯系 Ⅰ類 12 C 中~ 13C 初
95A b 検 Ⅰ W E 14b 青磁 疏

- - - -
龍泉窯系 Ⅰ類 12 C 中~ 13C 初

92E ST 03 ST 42 ffl D 160 青磁 碗
94Ba 検 Ⅰ 青磁 不明

- - - - 龍泉窯系
95A b 検 Ⅰ l E 14c 青磁 不明 - - - - 龍泉窯系
92A a 検 Ⅲ Vm i4tVm i4a 青磁 瓶

- - - - 龍泉窯系
92A a 検 Ⅰ 青磁 瓶 - - - -
94Bb 検 Ⅰ 青磁 小碗

- - (1.6 3/12 龍泉窯系
93J 検 Ⅰ 青磁 皿 7.6 - (1・5) 2/12 ?
93G SD 01 SD 01下層 gc後 - 10C -12C 後 l D 18s 青磁 皿 - 2.9 (0・8) 7/12 同安窯系 12C 中~ 13C 初

419 93G SD 214 SD 02 12C 後 ~ 13C 初 W D 20t 青磁 皿 10.8 4.4 2.4 3/12 岡安重系 12C 中~ 13C 初
193 93H b ST 24 ST 01 W E2b 青磁 皿 - 3.2 (1・4) 2/12 同安窯系 12C 中~ 13C 初
892 93H a 検 Ⅰ W E 12c 青磁 皿 - 4.0 (2 3) 3/12 岡安窯系 12C 中~ 13C 初

893 93H a 検 Ⅰ W E 12c 青磁 皿 10 .0 - (1・6) 2/ 12 同安窯系 12C 中~ 13C 初
979 9FiA b 表土はぎ 青磁 皿 10 .0 - (1.7 2/ 12 同安窯系 12C 中~ 13C 初
92H SK 325 北西土坑 なI D 2t 青磁 皿 - (4 .2 - 2/ 12 同安窯系 12C 中~ 13C 初
93G 検 Ⅰ W E 17d 青 磁 皿 10・0 -

(1・6) i/ n 岡安窯系 12C 中~ 13C 初
93Hh 掘 り下 Ⅰ W D lt 青磁 皿 8・8 - (1・1) 1/ 12 岡安窯系 12C 中~ 13C 初
94A a 検 Ⅰ VlD 30 青磁 皿 - - - -

岡安窯系 12C 中~ 13C 初
92H SD 02 SD 43 12C 後 ~ 13C前 なI E6d 青磁 皿 - - (2.0) 1/ 12 龍泉窯系

901 92H そ SD 02 SD 43 12C 後 ~ 13C前 なl E6d 青磁 皿 10.2 -
(2・2) 3/ 12 龍泉窯系 12C 中~ 13C 初

900 95A a ′SD 191 SD 03 - ll vm 200 青磁 皿 - 3.4 (1〝7) 4/ 12 龍泉窯系 12C 後~ 13C 前
.192 93Hh ST 24 ST 01 ¥lE20b 青磁 皿 10.0 -

(1・6) 2/ 12 龍泉窯系 12C 中~ 13C 初
92Db 検Ⅲ V D 20n VlD ln 青磁 皿 - - - - 龍泉窯系
92F 検 Ⅰ TlD 17s 青磁 皿 〟 8・0 (1.6 2る12 龍泉窯系

902 92D a 検Ⅱ 青磁 皿 ll.8 (1・6) 1/12 龍泉窯系 13C 後~ 14C 前
92A a 検Ⅲ VIE16bl7b 青磁 皿 7・2 - (1.8 1/12 龍泉窯系 12C 中~ 13C 初
92A a 検Ⅲ Vm i7tVm i7a 青磁 皿 - - 〟 - 龍泉窯系 12C 中~ 13C 初
92Ⅱ 検Ⅲ なI D 3t 青磁 皿 - - - - 龍泉窯系
95A b 検 Ⅰ W E14b 青磁 皿 - - - - 龍泉窯系

663 95A a SD 01 SD 01 9C 後 ~ 10C ・12C 後 1 D3q 青花 皿 - 3・0 (2.4 4/12 小野 C 群 15C 後~ 16 C 中
903 95B 検 Ⅰ IIElk 青花 皿 10.8 - (3.1 1る12 小野 C 群 15C 後~ 16 C 中
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第2節田所集落と大溝

1 ・大溝の検出と田所集落を囲む大溝の推定

1992年度の調査において、 92C区と92D区から幅8-10mの南北方向に走る中世(鎌倉時代)の大

溝が検出された。また、 92H区では南北に走る溝に加えて、東西方向に走る幅約15mの溝が、さらに

92E区の南端では、南から東へと屈曲していると思われる溝らしき遺構が検出された。この4つの発

掘区から検出された大溝は、田所集落との位置関係から考えると、集落を囲む可能性も出てきた。そ

こで、明治17年の地籍図と、昭和25年に米軍が撮影した航空写真を基に、その位置を推定してみた。

地籍図を取り上げたわけは、土地利用の状況が細かく読み取れ、そこから当時の地形が類推されるた

めである。特に田所は木曽川によって形成された自然堤防と後背湿地が入り組んだ場所に位置してお

り、古来畑作地としての利用が多かった。寛文12年(1672)頃のすがたを示す『寛文相々覚書』によ

ると、畑・宅地の面積は79.9反であるのに対し、田の面積は20・2反であり、田の面積の割合は20%程

度しかない。それが、江戸中期の新田開発及び、水利設備の開発による畑地の田への転換が進んだ結

果、明治9年には畑・宅地面積92.4反に対して田の面積95.4反と、田の面積が50%以上の割合を示す

に至った。つまり、地籍図に描かれた畑の部分は、中世においても畑か未開墾地であった可能性が高

く、地籍図の田の部分に大溝が存在する可能性が高いと思われるのである。一方、航空写真からは、

色調の差や模様から微地形が読み取れるので、低地の部分を判読することによって、大溝の位置が推

定できると考える。

まず、地籍図を基に作成した土地利用国

(第129図)を見ると、田所集落は東西・南

北共に約200mの範囲に住居が密集しており、

集落の西に村社八剣神社があり、その周囲に

は畑地が分布している。この住居の密集して

いる部分と神社を含めた畑地の部分を合わせ

た部分が、自然堤防がほぼ長方形に残存した

田所集落である。八剣神社の西側には、ほぼ

南北に帯状に水田が並んでいる部分があり、

明らかに人為的に造られた地形のように思わ

れる。この帯状のラインの上に、 92年度に検

出した溝を重ねてみると、ほぼ位置が重なる

ことがわかった。次に、東へ溝が屈曲してい

ると思われる部分を重ねてみると、南側では

水田が広がっており溝が伸びていく可能性が

高いと思われた。しかし、北側では島畑がた

くさん見られ、ここからは大溝の位置を推定

することはできなかった。 mom





2. 1993 - 94年度の調査の結果

1993年度は、93E・F・G・H・ I ・J ・Kの7区の調査を行った。

その結果、 93I区において、幅最大8m、残存部の深さ最大約1・5mの大溝が、 92C ・ D区に連続

する形で検出された。一方、 93J区においても、南の92D区と連続して南北に直線上に伸びた状態で

検出されたが、発掘区のほぼ中ほどで消滅してしまっていた(第10図)。大藩の推定位置と比較する

と、南北の長さが100m以上短く、また東へ屈曲している様子も見られなかった。

93G区では、田所大溝と同時期の土坑、井戸、小港などが集中して検出された。 (第13図)。井戸は

1基重複して5基検出され、そのうち4基に曲物及び木組などの構造物が遺存した。中土坑は百数十

基検出されたが、掘立柱建物などは確認されなかった。注目されるのは、十数条検出された小溝であ

る。いずれも東西方向、あるいは南北方向をとっており、田所大溝や田所集落の軸と同一の方向性を

示しており、大溝の内側を区画する溝の可能性も考えられる。また、 SD02からは13-14世紀の比較

的多量な灰釉系陶器が出土した。 93G区と同様に田所大藩に近接した位置にある北隣の93H区では、

14世紀以降と思われる水田が調査区の中央から北部に広がっていた。しかし、集落に関係する遺溝は

南端部以外は検出されていない。 93G区の位置は、溝が集落を方形にめぐっているとすると、その区

画の中では南西のコーナーにあたり、集落城において特殊な部分にあたるためと考えられる。

1994年度は、 92D・93I区の間の道路部分(94Aa区)と田所大溝が消滅している93J区から方へ

向かう地点の94Ab・B区の調査を実施した。その結果、 94Aa区では田所大藩が連続して検出された

が、 94Ab区以北は大藩と思われる遺構は検出されなかった。また、 1992年度の調査で、南北に伸び

た大溝が東に屈曲されると予想された92E区の東側からは、遺構検出面のシルト層をつき破り、方形

に噴出した砂の層が認められた。その結果、この地点においては東に伸びる溝は存在しないことが明

らかになった。

ただ、 94B区では数は少ないが、溝やピット列が南北の方向性を示していることから、大溝の方向

性と一致していることから、何等かの関連性がうかがえる。

以上の調査結果より、田所大藩は田所集落の西側と南側にL字型に造られたという点では疑うべき

ものではないが、現状では集落を連続して囲む溝ではないことが明らかになった。

- --)-- -一一一一一一--、一一.- _～～-1 I - -

1.褐色シルト質粘土6 (黄灰色極細粒砂A.中粒～粗粒砂(トラフ状斜交層理)
2 ・暗黄褐色粘土7 (黄褐色シルトB.細粒砂(平行葉理、トラフ状斜交層理)
31時オリ～ブ色シルト8(暗黄色シルトC.細粒砂(トラフ状斜交層理)
4.灰色極細粒砂9.灰黄褐色粘土D.シルトと細粒砂の互層からなるブロック
5.灰色シルト10.時黄褐色粘土質シルトE.液状化跡

第131図大溝SDOl土層断面図



3.田所大溝の機能

それでは大藩は何のために掘られたのであろうか。大溝のセクションを見ると(第131図)、大溝の

堆積物は、灰色粘土層(1)、中粒～租粒砂層(A)、細粒砂層(B)、細粒砂層(C)、黄褐色シルト

層(7)、暗黄色シルト層(8)である。シルト層を切る形で砂層が堆積しさらにその上にシルト層

が堆積していることから、止水性の時期があった後強い流れが起こり、シルト層を削った後砂層が堆

積し、また止水性の時期になったことがうかがわれる。さらに、砂層中には葉理が発達しており、そ

こからは北から南-の流れがあったことが明らかになった。一方、 92H区から検出された幅約15mの

東西の溝も、その薬理から東から西-向かっての流水性を示す時期があったことが明らかになった。

以上の点を念頭に置き大溝が掘られた目的について推測すると、可能性として下記の3つが挙げら

れる。

①集落を防御するための堀

②集落を区画するための溝

③灌漑用水路および排水路

(このうち①と②については、大藩が田所集落を巡るということを前提として考えている。)

まず、防御という点についてであるが、大溝が幅が広く深さも深い点から考え、防御の機能を持っ

ていたと考えるのは自然であろう。そうすると、大溝が推定ラインのかなり手前でとぎれているのは、

出入口として開けてあるのであろうか。 94年度の調査では、この辺りには浅い溝やビット列が南北方

向に伸びていることが確認されている。溝がない代わりに柵などを設けていた可能性もある。防御と

いっても、人だけでなく動物などの侵入を防ぐ目的も考えられる。ただこの大溝が、武士の館の堀だ

と考えるのはどうであろうか。全国的に見て当時の武士の館の大きさは、半町×半町、 1町×1町程

度が普通であり、 4町四方の堀というのは前例がない大きさである。武士の館の堀としては無理があ

ると思われる。

集落を区画する溝という点についてであるが、区画するだけなら水を入れる必要はないし、もっと

浅くてもよいであろう。田所周辺の後背湿地は地下水位が高く、空堀として掘っても底部から湧水が

あり、止水性の溝の状況を呈すと考えられる。と言うことは、田所大溝は水を必要とする意図があっ

たと考えるのが自然であろう。他の中世の遺跡にも、複合的な機能を持っているものや途中で別の用

途に使われ出したものもかなり見られる。集落を区画する意味はあったにしろ、それだけではなかっ

たと考えられる。

次に、灌概用水路という点についてであるが、田所集落の周辺、特に南側は近世に新田開発が進め

られたり、水田化が進んだ地域である。この当時に、南に水を流し新たな水田を得ようという動きが

あっても不思議ではない。また、東西・南北の溝が92H区の西側で合流後、さらに西ないし南西方向

-水を導き、野府川(旧黒田川) -と排水された可能性も高いと考えられる。だとすると、大溝は灌

漑用水としての機能を持っていたことが予想される。ただ、用水ならば、水の供給源があるはずであ

る。しかし、今回の調査ではそれははっきりしなかった。また、大溝に止水性の時期がある点から見

て、常に灌漑用水の機能を果たしていたとは考えにくい。また、逆に水はけの悪い湿地の排水の役割

を持っていたとも考えられる。



以上、田所大溝の機能について、その可能性を推測してみたが、やはり溝の全貌が明らかにならな

いと分からないと言えよう。

4(田所集落の成立時期

田所遺跡からは、大溝と同時期の住居跡は検出されていない。それでは、大溝を掘削した人々はど

こに住んでいたのであろうか。自然環境の面から考えても、大溝との位置関係から言っても、やはり

今の田所集落の位置に住んでいたと考えるのが妥当であろう。

それでは、現在の田所集落が、田所大溝と同じ時期に成立した中世村落であったのだろうか。その

点について、文献及び聞き取り調査を行った。

(1)文献より

昭和61年に刊行された『葉栗史誌、神社仏閣編』には、田所集落の璃光寺と八剣神社の沿革が記載

されていた。

璃光寺の前身は本寺がなかったので、慶長4年(1599)笹野の妙光寺の末寺とし、寺号を薬師堂と

称した。その後、寛文年中(1661-1672)に璃光寺と寺号を改めたとのことである。

八剣神社は延喜年中(901-923)に創建されたと伝えられるという記述が見られるが、定かではな

い。天正12年(1584)に奉勤請願主なりと記載がある。

『織田信雄分限帳(戦国時代)』に「光明寺の内田所の郷内」と見え、信雄の家臣村井専次子・石田

孫左衛門子・塙伝三郎子の知行地が合わせて130貫文あったと記載されている。

さて、大正6年に刊行された『葉栗村志稿』に、 13世紀頃の田所集落とそれをめぐる堀に関する記

述があることが知られている。この記述の基となる古文書が現存しないことから、この記述の信感性

についてはやや問題がある。しかし、参考までにそれを記すと、次の通りである。 「屋敷の廣さは外

構東西四町南北五町あり内構は一町平方あり其の周囲に大堀及び大土堤を築けり現今田所といふは此

の屋敷のことなり。」この記述からは、田所集落の外構の周囲に大堀と大土堤を築いたとも読み取れ

る。すると、その大堀及び大土堤の大きさは、東西約400m、南北約500mを超える大きさと考えられ、

大溝の推定ラインの大きさと似ているのは興味深い。

以上、文献からは戦国時代までは遡れることは確実なようである。

(2)過去帳の調査

田所集落の菩提寺である笹野の妙光寺の過去帳によると、寛永6年(1629)が第1巻であり、それ

以前については不明であった。田所集落関係では、寛永9年に「忠右衛門没」の記載があったが、寛

永6年以前に「忠右衛門の母、大室妙用■定尼没」の記載もあり、年代不明ではあるがこれも最も古

い記録である。

(3)田所集落の調査

田所集落は璃光寺の周囲に60戸ほどの家がほぼ長方形に集まっており、集落の西には村社の八剣神

社が鎮座する。天保12年の村絵図(1841)と比べても、基本的な集落の形態にはほとんど変化がない。

古くから住んでいる人はすべて臨済宗を信仰しているが、菩提寺は璃光寺ではなく、笹野にある妙光

寺である。八剣神社の秋祭りの際にはすべての家から準備のために人が集まるなど、集落の結束は強



い。田所集落に古くから住んでいる住民の姓は、小島、橘川、野々垣の3種類しかない。その3つの

姓について、本家分家の関係を聞き取り調査により調べたところ、第132図のような関係が明らかに

なった。これによると、小島(Ko)橘川(Ki)野々垣(6系統)の流れがとえらえれ、時代の違い

はあるものの、合計8軒の本家が確認された。本家は分家を出すときは、屋敷の一部を分け与えるの

が一般的とのことであり、田所集落は中心部から次第に四方八方へと集落を拡大していったことがわ

かる。この、本家に当たる家に、古文書、位牌等の、古い年代を表すものについて聞き取りを行った。

その結果、 Ntmには文化8年(1811 、 Nk-Ndには元禄時代(1688-1703)の位牌があった。 Kiは、

独自に位牌や過去帳を調べ、今日まで18代続いており、初代は寛永9年(1632)頃に没しているとの

ことであった。 Koには、古文書が残されていた。それによると、先祖は慶長年中(1596-1614)に

清須城主福島正則に仕え、やがて国替えになって安芸国廣島-随行した。しかし元和元年1615)浪

人となり、これ以後田所に帰ってくる。帰国後は武士の面目上首字帯刀の願書を4回に渡り出してい

ることがわかった。

以上のことから、やはり戦国末期ぐらいまでは確実なものの、それより以前については明らかでは

ないという結果になった。

Jl



5.尾張における他の中世遺跡の消長

同じ尾張の沖積平野における中世遺跡の消長から、田所集落の成立時期を探ってみたい。ここでは、

清洲町周辺にまとまって存在する遺跡の例を見る。

・朝日遺跡.---100を越える土壌群が検出された。時期は、出土した副葬品から、 14世紀中頃から15

世紀前半だと考えられる。ただ、被葬者の居住域は調査区内には認められなかった。

葬られた人々は、隣接する朝日西遺跡に住んでいたものと推定される～

・朝日西遺跡--・11世紀後半から15世紀前半の村落遺跡であるが、大きく3つの画期が見受けられる。

12世紀後半から屋敷地を区画する溝が掘削され始め、村落が出現する。 13世紀後半

から14世紀前半代になると、遺構はほぼ全域に展開し、屋敷地を区画する溝は幅5

m深さ2 mの大規模なものになる。 14世紀後半から15世紀前半になると新しい溝が

掘られるとともに、新しい屋敷地が設定されたり、旧来の屋敷地が拡張される。そ

して、 15世紀中頃以降遺跡は衰退していく。

.土田遺跡---12世紀から15世紀の村落遺跡であるが、 4つの画期が見られる。 14世紀から15世紀

にかけて、調査区内の遺構は機能を停止し、畑地や荒れ地に変わっていく。

・森南遺跡(・-・-14世紀から15世紀中葉にかけての村落遺跡である。微高地南縁沿いに幅5 mを超え

る大溝が走り、居住域を区画する。遺跡の最盛期は14世紀後半から15世紀前半であ

る。

・阿弥陀寺遺跡-13世紀後半から15世紀前半にかけての村落遺跡で、遺跡の最盛期は14世紀に入って

からである。調査区全域に屋敷地を区画する溝が見られる。

)大渕遺跡---13世紀後半の村落遺跡である。

これらの村落遺跡の消長をまとめると、清洲周辺の中世村落は、 13世紀後半から14世紀にかけて増

大していく。この頃は、自然堤防や微高地が安定し、現在の自然地形にかなり近い形になると考えら

れ、在地の土豪勢力の伸張と相待って、微高地や低湿地の開発が本格化したものと考えられる。村落

の構造にも変化が見られ、村落内では屋敷地を区画する溝の規模が大きくなり、屋敷地が拡大する。

また、村ごとに共同の墓域が居住域と隔絶された地区に出現する。しかし、こうした中世村落は、 15

世紀前半以降姿を消していく。それは、この時期に村落の再編成が行われるとともに、その位置が現

存の村落下に移動したためと考えられる。

6(研究の成果と課題

田所遺跡の発掘調査及び田所集落の調査により集落の西側及び南側に、大溝が造られたこととが明

らかになった。そして、その内側に井戸等の集落に関わる遺構や、一定の方向性を持った溝が存在す

ることも確認された。一方、田所集落の成立時期については、文献及び聞き取り調査によって戦国時

代までは遡れることが明らかになったが、大溝の造られた時期とは300年余りもの開きがあった。現

在の田所集落が、鎌倉時代から継続して営まれてきた集落なのか、それとも尾張の他の中世村落の例

と同様、その間に断絶があるのかは現時点では不明である。しかし、田所集落の北側と東側にも溝が

造られている可能性があることが物理探査の結果からも指摘されている。今後、発掘調査の機会があ

れば、大溝がどのようにめぐっており、田所集落とどう関わっているのかが明らかになるものと期待

される。



第3節遺構・遺物から見た田所遺跡

田所遺跡において検出した遺構と出土した遺物について若干のまとめである。調査区全体が南北に

細長く東西が狭い調査範囲となっており、遺跡の南北の広がりは想定できたが東西の広がりは不明確

である。

1.住居跡

奈良時代から平安時代の住居跡を29棟検出した。調査区の南側(92A区より南)に偏って建てられ

ておりS B 0 5が住居跡の南限となる。 92A区では住居跡の重複が激しく狭い地域に何度も建て替え

られたことが窺える一方、遺跡を南下するにしたがって住居跡の重複も少なく1棟のみ単独でという

地点もある。 92A区では8世紀後半の住居が4棟(SB11・12・15・19)、 9世紀初の住居が1棟

SB10)、 9世紀後半の住居が7棟(SB09・13・14・15・16・17・22)、 10世紀後半以降の住居が

4棟(SB18-20・21・23)それぞれ検出している。

住居内出土各製品の生産地を見ると、遺跡の立地を反映し当時操業していた近在窯業地の猿投窯、

美濃須衛窯、尾北窯、美濃窯の各製品があり、とりわけ美濃須衛窯と尾北窯の製品が目だった。

猿投窯の製品が主体を占めるS B01 - 04 - 06、美濃須衛窯の製品が主体を占めるS B07、尾北窯の

製品が主体を占めるS B16、美濃窯の製品が主体を占めるS B18がある。 8世紀末から9世紀初にか

けての住居からは猿投窯・美濃須衛窯、 9世紀後半の住居では猿投窯・尾北窯、 10世紀後半の住居で

は美濃窯の各製品が出土している。

田所遺跡の南方に位置する大毛沖遺跡では住居は1 、 2棟が散らばって集落を形成していたようで

あるが、本遺跡も南下するにしたがい大毛沖遺跡と同様の様相を呈していくようである。

住居の形態も奈良時代、平安時代ともに一辺5-6前後の方形プランを呈する。竃は明確には確

認できなかったが壁面の近くで石と焼土、土師器嚢がまとまって出土していることから竃の存在が窺

えるのである。

集落の中心については、調査区の南側に住居跡が偏っていること、墨書陶器、緑釉陶器等の遺物出

土分布が調査区の南側に集中していること、地籍図などの旧地形から、南北に位置する現在の田所集

落に集落の中心があると想定される。

2.土坑

土坑(SK251)より灰釉陶器の椀、皿が「冨寿神賓」 3枚とともに出土したが、灰釉椀は猿投棄

で黒笹90号窯期、灰釉皿は尾北窯で篠岡4号窯期で、 9世紀後半の時期である。 「冨寿神賓」は818年

(弘仁9年)から834年(承和元年)にかけて鋳造されており、共伴して出土した灰釉陶器の時期を

知るうえで貴重な資料となった。なお愛知県下での「冨寿神賓」の出土は、渥美町貝の浜貝塚で1例

採集された報告があり、これについで2例日となった。

3.水田

古墳時代の水田は畦畔によって区画され、やや南北方向に細長く延びる長方形状及び不定形の平面

形を呈する。一区画が東西3-4 、南北5-7を測る。 93H区では幅180cmを測る大畦畔と大畦

畔内を区画する幅40cm前後の小畦畔を検出した。また95Aa区では一辺が2～5を測る小区画の水

田を検出した。一方中世の水田については古墳時代の水田ほど明確には確認できなかった。



4.溝

大溝(SD0 1)は幅8mから10m前後、深さは1m50cm前後を測るもので、調査当初は現在の田

所集落を囲むように位置すると考えられた(第130図)が、 93J区の調査で発掘区のほぼ中央で大溝

が消滅すること、 94Ab区以北には大溝が検出されなかったこと、 94B区の北側には東に伸びる溝が検

出されなかったこと等から、大溝が現在の田所集落を囲むように存在していたと推定した大溝ライン

の大幅変更を余儀なくされた。

大溝は調査区のほぼ中央付近93J区よりはじまり南下し、南側で東に屈曲したL字型に掘られてい

たことから、現状では集落の西側と南側に掘られたL字型の大溝といえる。

出土遺物は古い時期の遺物では7世紀の杯身、新しい時期では17世紀の菊皿が出土している。

大溝出土の遺物総点数は5910点で、土師器類が2201点、灰釉系陶器が1844点、灰釉陶器1093点、須

恵器661点、瀬戸・美濃40点、中国陶磁34点、常滑24点、古瀬戸9点、土錘3点、緑釉陶器1点であ

る。土師器類が一番多く、新としたものは、柱状高台皿、土師質皿、活郷型・伊勢型の鍋等を指し、

1509点、古としたものは、古墳時代以来の土師器を指し、 692点出土している。灰釉系陶器は尾張型

が1315点、東濃型が529点出土しており、尾張型が多い。

大溝を南北方向のSD0 1と東西方向のSD0 2に区別し、遺物組成をみたのが第141図、第142図、

第42表、第43表である。 S D 0 1では3397点出土し、その内95Aa区よりの出土が1668点と49%を占

る。東濃型353点、須恵器348点、土師器(新336点、灰釉陶器318点、尾張型129点、土師器(古)

119点等が出土している。この地点の調査区に遺物が多いのは、溝の東側の92Aa-Ab区と93Hb区に住

≡
字大字

1.戊亥出A.田所

2・郷浦B.更屋敷

3.郷前C・光明寺

4.宮前D.杉山

5.下川田E.大毛

6.白山F.高田

7・堤下G.島村
8・一丁田

9・南方

第133図田所周辺字境図



居跡が検出され、この付近から東にかけて居住域が展開していたためと考えられる。 S D 0 2では2513

点出土し、尾張型910点、灰釉陶器619点、土師器(新) 406点、土師器(古279点、須恵器199点、

東濃型85点、中国陶磁12点、土錘3点が出土している。尾張型の灰釉系陶器が36%、灰釉陶器が25%

と多い。溝の北側には住居跡が検出され、 SD0 1と同様に居住域の近くの溝からは多くの遺物が出

土している。

「.「



大溝の時期であるが、 8世紀後半頃溝が掘削され、これ以降17世紀頃まで溝は機能していた。灰釉

陶器と尾張型灰釉系陶器が多く出土していることなどから9世紀後半から10世紀代と13世紀前半にそ

の中心が考えられる。止水の時期、強い流水の時期、止水の時期が土層より観察でき、砂層中の葉理

よりSD0 1では北から南へ、 SD0 2では東から西-、流水性を示す時期があったことが明らかに

なったが、現状においては機能を論ずるのが難しく、今後溝の全貌が明らかになった時に待ちたいが

農業用水をも兼ねた境

溝ではないかと思われ

る。

大溝の北端が位置す

る93J区の北側とその

北の調査区94Ab区で

は、両調査区以外の溝

の方位の軸線が南北方

向あるいは東西方向だっ

たのに対し、溝の軸線

が斜めになっており、

この調査区の位置を地

籍図等に照らし合わせ

ると善光寺街道が通っ

ており、善光寺街道は

木曽川左岸を通って美

濃で東山道とつながっ

ており、 12世紀後半の

尾張型灰釉系陶器の出

土したSD118やSD

124 (遣物なし)、 10

世紀前半の灰釉陶器と

12世紀後半から13世紀

の灰釉系陶器が出土し

たSD126は善光寺街

道の脇溝の可能性もあ

る。 12世紀後半にはす

でに街道があり、この

街道を境に北側と南側

の遺構の性格が変わっ

てきているのである。
「 「.,



北側には「墳墓堂遺構」を中心にした遺構群の墓域が形成されており、南側では水田地帯と居住域が

ある。墓域や居住域は自然堤防上に、水田は後背湿地を利用したのであろう。

S D 2 1 4は12世紀後半から13世紀初めの時期で、 93G区の南側に位置する東西方向に走る溝で中

程で井戸S E 1 0 (13世紀後半)に切られ、溝の幅が東側で幅3m 5cm測ったものが西側では幅86cm

と狭くなっている。 SD0 1が調査区の西側に、北側には8世紀後半から9世紀初頭の住居SB0 7

灰釉 系 陶器 尾張 型 10 5 5 30 .4 %

灰釉 系 陶器 東濃 型 16 8 4 ・8 %

須 恵器 34 5 1 0・0 %

土 師器 新 89 4 2 5・8 %

土 師器 古 19 9 5・7 %

灰釉 陶器 77 4 2 2・3 %

土錘 0 0 .0 %

常 滑 産陶 器 15 0 .4 %

瀬 戸 3 0 .4 %

瀬 戸 . 美 濃 0 0・0 %

緑 釉 陶器 0 0・0%

中国 陶磁 12 0 . 3 %

計 3 4 6 5 10 0 %

灰釉陶器灰釉系陶器
尾張型

吉B%T器古機、1:系陶器
土師器新須恵器東濃型
26% 10% 5 %

第139図S D214出土遺物組成図

調査区 遺、構番号 灰釉系陶器 須恵器 土 師 器 灰釉陶器 土 錘 常滑 古瀬戸 瀬戸 ・

美濃

緑釉 中国

陶磁

合計 旧番 号

尾弓翅 菊馳 計 新 古 計

93G SD 214 887 130 1017 219 884 100 984 562 15 3 ll 2811 93G SD 02

93G S D 214 168 38 206 126 10 99 109 212 1 654 93G SD 05

計 1055 168 1223 345 894 199 1093 774 15 3 12 3465 〟 " " 1

第40表S D214出土遺物集計表

SD196 SD240 SD239
灰釉系陶器 尾張型 2

2

18

64

32

灰釉系陶器 東濃型 4

須恵器 33 5

土師器 新 35 122
土師器 古 35 113
灰釉陶器 1 43 229

計 5 195 835

団灰釉陶器

団土師器古

[コ土師器新

E∃須恵器

国灰釉系陶器東濃型

Eヨ灰釉系陶器尾張型

第140図S D 196・239-240出土遺物組成図

調査区 遺構番号 灰釉系陶器 須恵器 土 師 器 灰釉陶器 土 錘 常滑 古瀬戸 瀬戸 (

美濃

緑釉 中国

陶磁

合計 旧番号

尾弛 菊鯉 計 新 古 計

93H b SD 196 2 2 2 2 1 5 93H bSD03

93H b SD 240 18 18 64 35 35 70 43 195 93H bSD05

93H b SD 239 32 4 36 335 122 113 235 229 835 93H bSD06

計 52 4 56 399 157 150 307 273 1035 - 鵜 "

第41表S D 196-239・240出土遺物集計表



0 8が検出されている。出土遺物は3465点あり、尾張型灰釉系陶器1055点、伊勢型鍋(清郷型鍋.土

師質皿等の土師器(新894点、灰釉陶器774点、須恵器345点等が出土し、灰釉陶器は美濃窯が主体

で、尾張型灰釉系陶器と土師質皿が多く、土師質皿の多さが目立ち、二段くぼみ撫での皿も出土。

S D 2 3 9は9世紀後半の時期で、 93Ha区の南側に位置する東西溝で最大幅4m60cmを測り、出

土遺物は835点、須恵器335点、灰釉陶器229点、土師器(新122点(古) 113点等で須恵器は美濃須

灰釉 系 陶 器 尾 張型 40 5 1 1・9 %

灰釉 系 陶 器 東 濃型 44 4 13 .1 %

須 恵器 4 6 2 13 ・6 %

土 師器 新 1 10 3 3 2 .5 %

土 師器 古 4 13 1 2 .2 %

灰 釉 陶器 4 7 4 14 .0 %

土 錘 0 0 ・0 %

常 滑 産 陶等 2 4 0 .7 %

瀬 戸 9 0・3 %

瀬 戸 ・美 濃 4 0 1 .2 %

緑 釉 陶 器 1 0 .0 %

中 国陶磁 2 2 0 .6 %

計 3 39 7 10 0 %

瀬戸・美濃
m%

古瀬戸緑釉陶器
0.3% 0.03%

常滑産陶器中国陶器
1%

灰釉陶器灰釉系陶器

土師器・新14%
32%

第141図大溝(SDOl出土遺物組成図(1)

灰釉系陶器 東濃型 9 10 36・2%

灰釉系陶器 尾張型 85 3 .4%

須恵器 199 7・9%

土師器 新 406 16 .2%

土師器 古 279 ll.1%

灰釉陶器 619 24・6%

土錘 3 0.1%

常滑産陶器 0 0・0%

瀬戸 0 0・0%

瀬戸 (美濃 0 0・0%

緑釉陶器 0 0・0%

中国陶磁 12 0.5%

計 2513 100%

中国陶磁

灰釉系陶器尾張型

土師器新須恵器灰釉系陶器東濃型
16%

第142図大溝(SD02)出土遺物組成図(2)

調査区 遺構番号 灰釉系陶器 須恵器 土 師 器 灰釉陶器 土 錘 常滑 古瀬戸 瀬戸 .

美濃

緑釉 中国

陶磁

合計 旧番 号

尾張型 東讃狸 計 新 古 計

大

港

93G SD 01 36 36 274 35 309 9 3 9 366 93G SD 01

92H SD 01 224 16 240 63 85 4. 89 84 4 1 481 92H SD 39

92C a S D 01 3 78 71 149 3 2 157 92C aSD 03

92C b S D 01 1 3 4 ll 168 101 269 3 4 291 92CbSD 03

92D b S D 01 1 1 1 92DbSD03

93Ⅰ SD 0 1 1 1 8 51 39 90 9 1 109 93ISD 03

93J SD 0 1 4 9 13 1 2 3 16 93JSD 25

93J SD 0 1 1 1 4 20 20 40 8 53 93JSD 26

94 Aa SD 0 1 6 62 68 22 19 12 31 38 2 1 162 94A aSD01

95A a SD 01 129 353 482 348 336 119 455 318 21 4 38 1 1 1668 95A aSD 01

95A b SD 01 4 4 3 70 10 80 2 1 3 93 95A bSD01

大藩計 405 444 849 462 1103 413 1516 474 0 24 9 40 1 22 3397

第 42 表 大 溝 出土遺 物集 計表 ( i ) : s d o i

調査区 遺構番号 灰釉系陶器 1須恵器

ー

土 師 器 1灰釉陶器

I

土錘 常滑 古瀬戸 瀬戸 (

美濃

緑釉 中国

陶磁

合 計 旧番号

尾馳 l朝 型l 計 新 1 古 1 計

92H SD 02 910 85 995 199 406 ー 279 日 ;85 619 3 12 2513 92H SD 43

第 43表 大 溝 出土遺物 集 計表 ( 2 ) : S D 02



衛窯の製品が灰釉陶器は美濃窯の製品が多い。

5.墳墓堂遺構群

墳墓堂は阿弥陀堂とか法華堂と呼ばれるもので、死後ゆかりの仏堂に遺体を安置し、一定期間供養

するためにつくられた建物で、後に目的を転じて遺体を埋葬しその上に堂が建てられたり、堂の中に

遺体(遺骨)を安置するようになったと考えられている。前者の例として大分県豊後高田市の富貴寺

大堂があり、堂の内陣床下に径1m60cm程のやや偏平な自然石とこの石の下部に穴があったと推定さ

れている。後者の例として岩手県平泉町の中尊寺金色堂がある。なおカラー図版の復元墳墓堂は愛知

県幡豆郡吉良町金蓮寺阿弥陀堂を基に復元を行っている。

当初は「墳墓堂」と称したが、建物の下から墓壕などが検出されていないことを考えて「墳墓堂遺

構」とした。方形区画溝に囲まれた中央部から建物が検出されており「堂」のような建物があったこ

とはまちがいないが「墳墓堂」とするまでの遺構、遺物が乏しいのが現状である。

墳墓堂遺構を中心とする遺構群は調査区の北側92F区、 92Ga区、 92Gb区、 93E区、 93K区、 95B区に

展開しており、墳墓堂遺構を含め区画内や集石の検出作業中において焼土や骨片を確認している。

墳墓堂遺構は溝幅3mから6m、深さ80cmを測る周溝SD0 3で囲まれており、南側では入口であ

る開口部が存在し、周溝で囲まれた内部(平坦部幅、東西約13m、南北15m)からは総柱掘立柱建物

が1棟検出され、建物は東西3間、南北4間であった。

周溝S D 0 3からは東濃型の灰釉系陶器の椀161点、土師質皿58点、常滑■46点、土師器■35点、

羽釜22点、伊勢型鍋16点、東濃型の灰釉系陶器の皿11点、この他に古瀬戸の壷や中国陶磁等、合計388

点出土している。この内訳は東溝から210点、西溝から110点、南溝から62点、北溝から6点である。

東溝と西溝に遺物が集中しており、東溝では東濃型の灰釉系陶器椀が78点、常滑の■が39点、土師質

皿22点、羽釜22点等が主だったもので、西溝では東濃型の灰釉系陶器椀が47点、土師質皿30点が主で

ある。東溝に遺物が多いのは調査区の東側にも西側に展開しているような土坑等の墓域が展開してい

るためと思われる。東溝と西溝の遺物の多さに比べ、南溝や北溝の少なさは、付近の遺構の過多にあ

り、南溝では開口部があり、墓道に続く入口や井戸が、北溝では北西部分に小区画があるのみである。

東溝より出土の古瀬戸の水注は漆継ぎが施され、四耳壷と同様に13世紀前半の製品である。

周溝S D 0 3は13世紀後半の東濃型の灰釉系陶器が主体を占めていることから13世紀後半がこの墓

域の中心時期と考えられる。またS D 0 3の南溝の開口部に近い所からは燈籠の根石が出土している。

なお北溝の珪藻、花粉分析および堆積物の層相によって、溝は水深のある滞水城で、溝の中ではガ

マ属・オモダカ属・セリ科などの水生植物が繁茂していたこととイネ科やカヤツリグサ科の草本花粉

の割合がマツ属やスギ属の木本花粉より多いことから周辺がかなり開けた裸地的な環境であることが、

昆虫化石からは、果樹や畑作物の葉や根を食害するヒメコガネの出現頻度が高かったことと、この他

にも食害するコガネムシ科が多数産出していることから、田所遺跡周辺は畑地と人家が混在する人里

的な景観が展開していたと考えられるのである。

墳墓堂遺構を中心に南側には墓道があり、墓道の西側には方形台状遺構とした塚墓が、この南側に

は墓域の南限を区画するためと思われる東西方向の2条の溝がある。さらにその南側に大きく不整形

に削平され周囲を楕円状に走る溝をもった遺構があり、池の可能性がある。また周辺の墓域は堂を取

り囲むように溝によって区画され、大区画と、規模の小さい溝によって区画された小区画とによって

配置され、東と西には大区画、北には小区画によって区画されていたものと推定できる。



第5章まとめ

SD 06 SD 07・SD 08 SD 15

莱 西

92G aSD 59 92G aS D 58 92G aSD 29 計

須恵器 柿 2 2

嚢 1 4 3 8

盤 2 2

土師器 古 嚢 1 13 4 18

高杯 1 1

土師質 新 伊勢型鍋 23 8 31

皿 8 19 26 53

灰軸系陶器 尾張 梶 4 1 5

鉢 4 2 1 7

東 濃 梶 8 25 20 53

皿 2 1 3

常滑 嚢 4 4

古瀬戸 梶 1 1

皿 1 2 3

仏花 1 1

瀬戸 .美濃 灰■由皿 1 1 3 5

重圏皿 1 1

天 目茶碗 3 3

鉢 2 2

江戸 餐 1 1

計 48 88 68 204

第44表墓道脇溝出土遺物器種別集計表: S D06・07-08-15
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監ヨ江戸
m瀬戸・美濃
虹Ⅰ刀古瀬戸

囲常漕
Eヨ灰粕陶器
[コ土師器古
[コ土師器新
E]須恵器
圏灰軸系陶器東濃
E∃灰軸系陶器尾張

SD59 SD58 SD29

第1 43図墓道脇溝出土器種組成図

調査 区 遺構 番 号 灰 軸 系 陶 器 須恵器 土 師 器 灰粕陶器 土 錘 常滑 産

陶器

古瀬戸 瀬戸 ・

美濃

緑粕 中国

陶磁

合 計 旧 番 号

尾 張 束 濃 計 新 古 計

92 G a S D 0 6 4 10 14 1 3 1 1 32 1 4 8 92G aS D 59

92 G a S D 0 7 ・08 6 2 6 32 8 2 7 14 4 1 4 2 1 88 92G aS D 58

92 G a S D 1 5 2 2 0 22 3 2 6 4 30 3 9 1 68 92G aS D 2 9

計 12 5 6 68 12 84 19 1 03 0 0 4 5 ll 1 0 20 4

第45表墓道脇溝出土遺物集計表: S D06・07-08・15

S D 0 3

莱 西 南 北

9 2G b SD 26 9 3K S D 0 3 92G bS D 28 9 5B S D 0 1 92G bS D 2 7 計

須 恵器 柿 3 1 4

嚢 2 3 5

土師器 古 餐 7 2 0 8 3 5

土師質 新 羽釜 2 2 2 2

伊勢 型鋼 16 1 6

皿 2 2 3 0 6 5 8

灰粕陶器 梶 1 1

瓶 1 1

灰軸系陶器 尾 張 梶 5 4 9

鉢 2 1 3

1東 濃 梶 7 8 4 7 33 1 2 16 1

也 6 2 3 l l

常滑 餐 39 4 1 1 1 46

古瀬戸 瓶 子 1 1

=ヒ写E 7 1 8

水 注 1 1 2

瀬戸 .美濃 梶 1 1

重 圏皿 1 1

江戸 梶 1 1

皿 1 1

中国陶磁器 梶 1 1

計 2 10 1 10 62 3 3 388

第46表墳墓堂遺構周溝出土遺物器種別集計表

□中国陶磁
田江戸

m瀬戸・美濃
旺瑚古瀬戸
園常滑
Eヨ灰粕陶器
[コ土師器古
Eヨ土師器新
E]須恵器
団灰軸系陶器東濃

E∃灰軸系陶器尾張

東西南北

第144図墳墓塾畠構周溝出土器種組成図

調査 区 遺 構番 号 灰軸 系 陶 器 須 恵器 土 師 器 灰粕陶器 土 錘 常滑 古瀬戸 瀬戸 ・

美濃

緑芽由 中国

陶磁

合 計 旧 番 号

尾 張 東 濃 計 新 古 計

92 G b S D 0 3 7. 8 4 9 1 6 0 7 67 1 39 9 1 1 1 2 10 92 G b SD 2fi

93 K S D 0 3 4 9 4 9 5 3 0 20 50 1 4 1 110 9 3 K S D 0 3

92 G b S D 0 3 4 3 6 4 0 4 6 8 14 1 2 1 62 9 2G b SD 28

95 B S D 0 3 1 1 2 0 1 3 9 5 B S D 0 1

92 G b S D 0 3 2 2 0 1 3 9 2G b SD 27

計 12 17 2 184 9 9 6 35 1 3 1 2 0 46 .ll 2 2 1 3 88

第47表墳墓堂遺構周溝出土遺物集計表
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第1 45図墳墓堂遺構周辺概念図



遺構一覧表
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挿図 潮等番号調査区 日遺構 グ リ ッ ド長軸(m)短軸(m)深さ(m)遺物 時 期

7 SD26 95B SD04 TTE2f8e 45・6 2.35 0・35 ○ 12C後~ 13C前

7 SD27 95B SD13 ITEllcl2b 7.8 6.00 0.38 ○

7 SD28 92G b SD29 TTE13bl7c 16.fc 1.1 0・09 ○ 13C後・16C

7 SD29 95B SD 05 IIE3gl3c (54・7) 1.65 0.30 ○ 9C 後

7 SD30 92Gb SD 2F5 TTE13cl7c 16.6 1・5 0.14 ○

7 SD31 95B SD 10 IIE2g3g (4・8) 2・60 0.15
7 SD32 95B SD 09 IIE4c3e (8・7) 0・90 O.in ○ 12C後

7 SD33 95B SD 23 ITE3d3e (18・5) 1.3 0.25 ○ 13C後

7 SD34 95B SD 03 ITE6cl2e 27.3) 3.70 0.25 ○

7 SD 35 95B SD 06 TTE7b (16・3) 2.30 0・20 ○

7 SD 36 95B SD 31 IIE8f8g 3.1) 0.5 0.29

7 SD 37 95B SD 38 U E7t (2.0) 1.0 0・27

7 SD 38 95B SD 36 ITE7a8b (3・5) 0・8 0・46

7 SD 39 95B SD 34 IIE7c8c (1・4) 0・7 0・40

7 SD 40 95B SD 37 H E8a (1・0) 0.7 0.16
7 l SD 41 95B SD 15 TTD8s8t (6・4) 1.50 ニ0.24

7 SD 42 95B SD 08 IID8tIIE9b 16.5) 0・85 0.13

○

7 92F SD 52 TTD9st 3.6 1.8) 0.32
7 93K SD 10 ITD9tl0t (4.3) 0.7 0.13
7 93K SD ll TTD9tl0t (1・8) 0.5 0・10
7 93K SK02 IID9t 1.6) (1.0 0.21

7 SD 43 95B SD 26 H E8a (3・4) (0・6) 0.44

7 SD 44 95B SD27 IlE9a 3.4 0.6 0・41 ○

7 SD 45 95B SD28 IIE8t9t (2 3) 0.5 0.52

7 SD 4fi 95B SD25 TTD8t (3.2) 0.5 0.28

7 SD 47 95B SD42 IID8t (6・6) (0.8) 0・09

7 SD 48 95B SD39 IIE8t9t 2.8 0・4 0.29

7 SD 49 95B SD33 IIE8c9d 6.0 0.3 0.17

7 SD 50 95B SD48 IIE9c (3・0) 0.6 0・14

7 SD 51 95B SD46 TlE9d 1.2) 0・4 0・21
7 SD 52 95B SD44 M E10b8c 1.5) 0・5 0.20
7 SD 53 95B SD14 TTElOcllc 3.3) 0.80 0・45 ○

7 SD 54 95B SD12 IIEllbl2b (9・0) 1.70 0・23 ○ 13C前

7 SD 55 95B SDH H Ellbl2b (7.9) 1.50 0.06 ○ 13C前

7 SD 56 92F SD50 TTD9sl0s (3.9) 1.4 0.21 ○

7 SD fin 93K SD12 ITElla 2・9 0.6 0.04

7 SD 66 95B SD02 ITEllel3e 9.0) 2.0) 1・10 ○ 12C後

7 92Gb SK71 TIE13el4e 2.5 1.6) 0.50 ○

7 SD 70 92Gb SD30 TTE13cl7c 16.fi (1.0 0.16 ○

7 SD72 92Gb SD32 H E14cl5d (8・0) (0.6) ○

7 SD74 92F TTD18tl9t 4.8 0.5) 0.07
7 SD75 92F TTE19aTTD19s (9・2) 〝1.2 0・12
7 SD76 92F H D17r (1.9) 0.6 0.08
7 SK01 95B SK 18 TTE8b 1.1 0・9 0・32

7 SK 02 95B SK I9 n E3t 0.8) 0・8 0.09

7 SK 03 95B SK 17 H E8c 1.8 1・4 0・47

7 SK 04 95B SK 16 n E8c 1.6 (0・7) 0・23 ○

7 SK 05 93K SK 04 IID9t 1.3) 1.1 0.08

7 SK Ofi 93K SK 05 TTDlOt 2.1) 1・2 0.10

7 SK 07 95B SK I3 ITE9e 2.4 2.2 0.26

7 SK08 95B SK 07 IlE9d 0.6) 0.5 0.20

7 SK09 95B SK I5 U E9dl0c (3・5) 0・5 0.15
7 SK in 95B SK 14 n E ioc 0.9 (0.5) 0.02
7 SK ll 95B SK 22 ITE lld 0・6 (0.3) 0.26

7 SK I2 95B SK I2 TTE lld 2.3 0.6 0.07

7 SK 13 95B SK 10 TTE lld 2・3 0.3 0.13

7 SK 14 95B SK08 TTE 12d 1.6 0.5 0.07

7 SK15 95B SK05 nE 12d 3.2 0.9 0・06

7 SKlfi 95B SKOfi TTE 12d 1・0 0.5 0.13

7 SK17 95B SK23 IIE12d (1.0) 0・8 0・30

7 SK18 95B SK25 TTE12d 0.8 0.8 0.30

7 SKI9 95B SK26 IIE12d 0・7 0.4 0.29
7 SK20 95B SK27 TTE13d (0・9) 0.3 0・41
7 SK21 95B SK28 TTE13d 0.6 (0・3) 0.44
7 SK22 95B SK20 H Ella 0.8 0.6 0・36
7 SK23 95B SK04 TTElla 0.9) (0・2) 0.07

7 SK24 95B SK03 ITElla (2・1) (0・3) 0・09
7 SK25 95B SK21 TTEllb 0・6 0・4 0.39

7 SK2fi 95B SK02 ITE12a 0.6 (0.2) 0.07

7 SK27 95B SK01 n E12a 2.8) (0・3) 0.07

7 SK28 92F TTDlls 0.6 0・4 0.05

7 SK29 92F TTDllt 0・6 0・5 0.07

7 SK30 92F TTDllt 0.9 0・8 0・16

7 SK36 92F IID13r 0.7 0.6 0.04
7 SK39 、93K SK06 TTE12al3a 3.9 1.4) 0・15
7 SK40 93K SK01 JlE13a (2.0) 0・7 0.09 ○

7 SK47 92F SK86 TTD16r 0.4 0.4 0.09 ○

7 SK55 93K TTE16a 0.5 (0・3) 0・06

7 SK57 93K ITE17b (0・7) 0.8 0・13

7 SK58 92G b TTEU e 0.7 0.6 0・17

7 SK59 92G b IIE15e 0.5 0・5 0.08

7 SK60 92G b P03 TTE15e 0.8 0・8 0・13 ○ 13C前

7 SK61 92G b TTE16e 1.8 1.0 0・08

7 SK62 92G b ITE16e 1.2 0.9 0・06

7 SK65 93K SK03 n E17bl8b 2.4 2・4 0・51 ○

7 SK66 92G a ITE18e (1・4) (0・7) 0.28
7 SK72 92F TTE18al9a 5.1 1.1 0.10
7 SK74 92F SK89 n D 17al8a 4.0) 1.8) 0.32 ○

7 SK75 92F ITD 17r 1.1) 1.3 0・07
7 SX01 95B SX01 TTEllc 4.7 2.3 一0・43 ○

7 NR01 95B N R01 ITD7sITE3c (24・4) (13・8) 0・75 ○

7 P23 92G b n E15c 0.3 0・3 0.06

7 P24 92G b TTE15c 0.3 0・3 0.Ofi

7 P25 92G b TTE15c 0.3 0・3 0・09

挿図避再番号調査区 日遺構 グ リ ッ ド長軸(m)短軸(m) 深さ(m)遺物 時 期

7 P26 92Gb TTE15C 0・2 0・2 0.10
7 P27 92Gb IIE15C 0.1 0.1 0・06
7 P28 92Gb TTE14d 0.4 0.4 0.12

7 P29 92Gb TTE14d 0・5 0.3 0.ll

7 P30 92Gb n EM d 0・3 0・3 0.ll

7 P31 92Gb ITE14d 0.4 0・4 0.10

7 P32 92Gb n Ei4d 0.4 0.5 0.10

7 P33 92Gb TTE14d 0.6 0.5 0.10

7 P34 92Gb ITEU d 0.4 0・4 0・13

7 P35 92Gb M EH d 0.4 0・4 0・11
7 P36 92Gb ITE U d 0.4 0.4 0・11
7 P37 92Gb TTE 14d 0.4 0・4 0・12
7 P38 92Gb TlE 14d 0.3 0・4 0.14
7 P39 92Gb P01 IIE 14d 0.5 0.4 0.12 ○ 13C前
7 P40 92Gb TTE 14dl5d 0.4 0.4 0.09

7 P41 92Gb TTE 14dl5d 0.5 0・4 0.09

7 P42 92Gb TTE 15d 0.4 0.2 0・09

7 P43 92Gb TTE 15d 0.4 0.4 0・10

7 P44 92Gb TTE 15d 0・3 0.3 0・10

7 P45 92Gb TTE 15d 0.4 0・4 0.08

7 P46 92Gb IIE 15d 0.3 0.4 0.Ofi
7 P47 92Gb IIE15d 0.4 0.3 0.07
7 P48 92Gb ITE 15d 0・3 0.3
7 P49 92Gb n E15d 0・4 0.3 0.07
7 P50 92Gb TTE 15d 0・4 0.3 0.09
7 P51 95B P08 IIE3k 0.2 0・5 0.08

7 P52 95B ITE4d 0.5 0.5

7 P53 95B P07 ITE4f5f 0.3 0・2 0.08

7 P54 95B P06 D E6d 0.5 0.5

7 P55 95B P09 TTE8f 0.6 0.5 0.15

7 P56 95B P13 TTE8a 0・4 0.4 0.27

7 P57 95B P14 TTE8b 0.6 0・5 0・41

7 P58 95B P15 n E8a 0・4 0・4 0.24 ○

7 P59 95B P16 U E9a 0・4 0.4 0・05
7 P60 95B P04 ITE9t 0.4 0・4 0.14
7 P61 95B P03 ITE9a 0.4 0.4 0.05
7 P62 95B P05 M E9f 0.5 0.4 0.19

7 P63 95B P25 IIE9b 0.4 0.3 0.38

7 P64 95B P02 TTE lOa 0.4 0.4 0.09

7 P65 95B P24 IIElOa 0・4 (0・2) 0.17

7 P66 95B P01 M ElOa 0・4 0・3 0.16

7 P67 95B Pll TTEllf 0・2 0・2 0・07

7 P68 95B P12 TTEllf 0.2 0.2 0.07

7 P69 95B Plo TTElle 0.3 0.2 0・10 ○

7 P70 95B SKll IIElldlle 0・7 0.4 0.08
7 P71 95B P22 IlE12cl 0.4 0・4 0・22
7 P72 95B SK24 TTE12d 0.5 0.5 0.15
7 P73 95B P23 E E13d 0.4 0.4 0.34

7 P74 95B P20 IIE12C 0.5 0.4 0・24

7 P75 95B P21 ITE12c 0.4 0・3 0・09

7 P76 95B P19 TTE12b 0.3 0.3 0.30

7 P77 92F E D 13t 0.3 0.3 0.10

7 P78 92F TTD 13t 0.4 0.4 0.10

7 P79 92F TTD 13s 0・3 0.3 0.16

7 P84 92G b P22 H EU e 0.5 0.5

8 SD78 93K ffl Ela 4.0 0・5 0.08

8 SD80 93K SD19 nTEla3a 9.1) 0.7 0.Ofi
8 SD81 92F HTDla2a 2 1 0.8 0・10
8 SD82 93Eb SD 37 HTD3s (3・0) (0・5) 0.09
8 SD83 93Eb SD 4・1 NTD4s 4.6) 1.6 0・11

8 SD84 92Ga N E4c 1.4) 0・4 0.12

8 SD85 93Eb SD 38 m D7pQ 6.9 1.1 0・13

8 SD86 93Eb SD 43 EID7p8p 1.1 0.5 0.06

8 SD87 93K SD 23 IIlE13aTTTD 16t (18・0) 1.5 0・15 ○ 12C後

8 SD 88 93K UlD15tl7s (7.2) 1.5 0.16

8 93K U1D17S (2・1) 0・8 0.05

8 SD 89 93F SD 13 ! D16tl8t 9.0) 1.0 O.in

8 SK 78 92Ga TlE19d20d (0.9 (0・6) 0.23
8 SK 79 92Ga TTE20d (2・7) (0・5)

8 SK 80 92F TTD20s 0.9 0.5) 0・01
8 SK 82 92F niDis (2.2) 0.6 0.04

8 SK 85 92F EID2Q (2 6) (2・1) 0.10

8 SK 87 93Eb niD4s 1・8 1・2 0.14

8 SK 88 93Eb SK 25 ffl D6c 0.9 0.5 0.05

8 SK 89 93Eb SK 18 niD6s7s 1.3) 0・6 0.13

8 SK 90 93Eb SK 18 TTTD6t7t (0・9) 0.5 0.07

8 SK 91 93Eb SK 16 nTD7a (2・0) 0・6 0.16

8 SK 92 93Eb SK 16 IIlD8q 0.7 0・6 0.20

8 SK 93 93Eb2 SK 16 IITD 9a 1.9 1・4 0.43
8 SK 94 93Eb2 SK 16 niD 9D 1.4 1.0 0.44
8 SK 95 92Ga SD 67 INE lObllb (4.5 5.0 0.83 ○ 12C後

8 93K SK 09 HIE lOalla (5・9) 2.7 0.61 ○ 13C 後

8 SK96 93Ea SK01 nTD 13Da 2・5 1.3 0.35
8 SK97 93K TITD 14r 1.0 0・9 0.04

8 SK98 93K ffl D 15t 0.9 (0・6) 0.08

8 SK99 93K lTTD 17s 2.1 1.5 0.07

8 SK 100 93K ITTD 17s (1・0) 1.0) 0・06

8 SK 101 93K lffD 17t (4・0) 0.7 0・03

8 SK 102 92E niD 170 1.4 0・8 0.12

8 P87 93E b SK 16 niD 7p 0・5 0.4 0.08

8 P88 93Eb SK 17 ffl D 7a 0.4 0・3 0・06

8 P89 93Eb SK181 TTTD8D 0・4 0・3 0.20

-8 P90 93Ea SK02 ffl D U r 0.4 0.4 0.ll
8 P91 93Ea SK03 nTD U r 0.4 0.3 0.15
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挿図 週報号 調査区 日遺構 グ リ ッ ド長軸(m)短軸(m)深さ(m)遺物 時 期

8 P92 93Ea SK04 nlD 14r 0・3 0・2 0.12

8 P93 93Ea SK05 m D 15r 0.2 0.2 0.12 ○

8 P94 93Ea SKOfi ffl D 15q 0・2 0・2 0・15 ○

8 P95 93K niD H t 0・4 0.4 0・13

8 P96 93K HlD U t 0.4 0.4 0・16

8 P97 93K niD u t 0・6 0.4 0.30

8 P98 93K TTTD 15r 0.3 0・3 0.03

8 P99 93K NlD 16s 0・4 0・3 0.03

8 pion 93K W D 16s 0.5 0.3 0.03

8 P101 93K TflD 16s 0・8 0・4 0・05

8 PI02 93K 1TTD 17S 0.4 0.4 0.05

9 SD89 93F SDll ffl D 16tl8t 3.3 1.5 0・09

9 93F SD12 ffl D 18t (2・0) (1・0) 0.12

9 SD90 93F SDIfi TTTD 17tl8t 8.6 1.0 0.10

9 SD91 93K

sDin

IUD 18s 1.0 1.4 0.22
○ 12C後9 93F HID 18sm E20a (9.8) 1.5 0.79

9 92E SD66 nTD 18rl9n (19・3) 1・2 0.19 ○ 10C前 ・12Cf:は

9 SD92 93K SX02 TTTD 18r (6.2) 4.2 0.04 ○ 12C後・13C後~14C前

9 93F SD07 m D 18sm E19a 9.9 3.9 0・94 ○ 12C後

9 SD93 93F SDOfi nm i9t20: 5.0 1.1 0・41

○9 . 93F SDOfi JVD 2s 10.0 1.1 0.03

9 SD94 93F SD08 IlJD 19tniE 19a 4.5 0・5 0.05

9 SD95 93F SD09 TITD 19tlTTE 20a 5.2 1.2) 0・09

9 SD96 93F SD04 niD 20sW D 3t 16.3 1.1 0・15 ○

9 SD97 93F SD05 UID 20S (5・0) (1・7) 0.12 ○

9 SD98 94B b SD02 JVD 4t6t (21・6) 1.2 0.16 ○

9 SD99 94B b SD01 IVD 4s8s 18.8 0.7 0.12 ○ 12C後

9 SD 100 94Ba SDOfi JVD 17p18p 6・3 0.3 0.05 ○

9 SD 101 94Ba SD01 IV D4q80 18.6 3.4 0.12 ○ 12C後 -13C前

9 SD 102 94Bb SD03 N D5t (3・3) 0.2 0・06

9 SD 103 94Bb SD04 JV D6s6t (5・4) 0.4 0.07

9 SD 104 92E SD 03 IV D6n60 8.2) 3.5

9 SD 10R 94Bh SD 05 IV D8s8t (9・1) 0.6 0.09 ○

9 SD lOfi 94Bb SD 07 JV D9rl0s 5.5 0・6 0・07 ○

9 SD 107 94Bh SD 09 ]VD9tl0t 46.4) 1.0 0.06 ○

9 SD 108 94Ba SD 02 IY D8ol20 (19.0 0・7 0.10 ○ 12C後 13C子は

9 SD 109 94Ba SD 03 IV D12019d 35.4 0.9 0・08 ○ 14C前

9 SD 110 94Bh SD 08 lV D13r 4.9 0.5 0.07 ○ 14C前

9 SK I03 93K ffl D18rl8s 6.2 1・4 0.26

9 SK 103 93K TND19rs 6.2 (1・6) 0.4fi

9 SK I03 93F SD17 ffl D18s 1.5) 1.8 0.28

9 SK 104 93K TTTD18S 1.6 (0.8) 0.07

9 SK 105 92E SK74 niD19nD (8・0) (3・0) 0.Ofi ○ 12C後 ・13C子は

9 SK 106 92E SK93 niD20nJYD 2n ○ 12C後~ 13C前

9 SK 106 92E SK93 nTD20n]VD 2n 8・2 4.8 0・18 ○

9 SK 107 93K IND19r20q (2・8) (0・7) 0.07

9 SK I08 93K W D20a 0・7 0.6 0・05

9 SKI09 93K UlD 19rs 3.0) 1.8) 0・05

9 SKI09 93F SKIS TITD 19S 1.9 2・0 0.58 ○

9 SKI10 93F SKI5 TTTD 17t 0.4 (0・4) 0・05

9 SK111 93F SKI5 HTD 19t 0・7 0・6 0.26

9 SK112 93F SK35 TTTD20t 4.5) 2・4 0・32

9 SKI13 93F SK10 ffl D20s 3.3) 3・0 0.70

9 SKI14 93F SK36 IVD lr3r 10.1 4・8 0.95 ○ 10C前 12Cfは

9 SK115 93F SK34 W D2r3r 3.2 1・4 0.84 ○ 12C後

9 SKI16 93K SK08 W D lq2q 3・9 2・5 0.38

9 SK117 93K JVD2q3r 3.5 3.0 0.52

9 SK118 92E SK73 IVD2d3d 2・9 2 1 0.33

9 SK119 92E JVD3n (2・2) 1.5) 0.36

9 SKI20 92E IYD505d (1・5) (0・8) 0・12

9 SK121 92E IVD6n 1.4 (1・1) 0.20

9 SKI22 94Bb SK01 W D9s9t 2.8 1.5 0.30

9 SKI23 94Bb SK02 ]VD9s 1・5 0.9 0.22

9 SKI24 94Bb SKI2 IVD lOt 1.5 1・1 0.44

9 SKI25 94Bb SK05 lYD9r 4・1 2.9 0.35 ○

9 SKI26 94Bh SK04 JVD9a9r 3・7 (1・0) 0・31

9 SK127 94Ba SK01 IVD9dq 4.7 2.0 0・08 ○ 12C後

9 SKI28 94Ba SK04 W D lOo 1・3 1・1 0.36 12C 後 13C f:は

9 SKI29 94Ba SK02 W D IOoIId 5.7 3・1 0・56 ○ 13C後

9 SKI30 94Ba SK05 JVD llq 2.5 1・4 0・12 ○

9 SK131 94Ba SK06 IVD llpl2p 3.2 1.8 0・33

9 SKI32 94Ba SK07 IVD 120 1.1 0.9 0.21

9 SKI33 94Ba SK03 IVD 12no 1.0 0.9 0‥20 ○ 12C後

9 SK134 94Bh SK06 W D 14r 2.9 1.6 0.12

9 sx in 93F SX01 W D 3r (1・4) (1.4 0.17

9 SXll 94Bh SX01 W D IO・11.12t 9・6 2.8 0.41 ○

9 PI03 93F SK99 HJD 19S 0.4 0.4 0・06

9 PI04 92E TTTD 19D 0・4 0.4 0.09

9 PI05 92E HID 19D 0・4 0・3 0.07

9 PlOfi 92E niD i9p 0・4 0.4 0.09

9 P107 92E niD i9p 0.4 0・3 蝣0.08

9 P108 92E HID20P 0・4 0・3 0.04

9 P109 92E IND20D 0・3 0.3 0.06

9 P110 92E ffl D20D 0.6 0.4 0.06

9 Pill 92E DID20D 0・4 0・3 0.Ofi

9 P112 92E nm 20p 0.5 0.3 0.09

9 PI13 92E UJD20P 0.5 0.4 0.1G

9 P114 92E niD20D 0.7 0.5 0・11

9 PI15 92E HID20D 0・6 0.5 0.ll

9 Pllfi 92E HID20d 0.6 0.5 0.13

9 P117 92E IVDlD 0・6 0・5 0.14

9 P118 92E IV DlD 0・7 0.5 0.28

9 P119 92E IVDlD 0.6 0・5 0.16

9 P120 92E IVDlD 0.6 0・5 0.10
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9 P121 93K IVD2q 0・4 0.4 0.07

9 PI22 94Bb P01 W D5s 0.6 0.5 0・09

9 PI23 94Bb P05 JVD5t 0.5 0.4 0.08

9 PI24 94Bb P06 W D6t 0・4 0.4 0・10

9 PI25 94Bb P07 JVD6t 0・7 0・2 0・09

9 PI26 94-Bb P08 W D6t 0.6 0・3 0・07

9 P127 94Bb P09 TVD6t 0・5 0.3 0.09

9 P128 94Bb Plo JVD6t 0・5 0・3 0・06

9 P129 94Bb P02 W D7t 0.5 0.4 0.09

9 P130 94Bb P03 JVD7t 0・4 0・3 0・07

9 P131 94Bb P04 W D8t 0.2 0.8 0.07

9 PI32 94Ba P01 IVD8q 0.6 0.4 0.16

9 PI33 94Ba P02 IVD90 0.6 0・4 0・06

9 P134 94Ba P08 N D lOo 0.7 0.3 0.06

9 PI35 94Ba P06 IVD 120 0・9 0・5 0・16

9 PI36 94Ba P03 W D 120 0.8 0.5 0.Ofi

9 PI37 94Ba P04 W D 120 0.5 0.4 0.04

9 PI38 94Ba P07 IVD 120 0.5 0.3) 0・07

9 P139 94Ba P05 JVD 120 0.6) 0・4 0・07

9 P140 94Bb Pll JVD 13t 0.3 0.3 0・08

9 P141 94Bb P12 JVD 13t 0・3 0.2 0.09

9 P142 94Bb P13 IVD U t 0・2 0・2 0.10

9 P143 94Bb P14 JVD U t 0.2 0・2 0〝10

9 P144 94Bb P15 IVD U t 0.2 0.2 0・08

9 P145 94Bb P16 IVD H t 0・2 0・1 0.09

9 P146 94Bb P17 IVD 14S 0・4 0.3 0・15

10 SD111 94Ba SD07 IVD 17qr 4.5 0.3 0.10

10 SD111 94Ba SD10 IVD 17qr 4.5 0・3 0・08

10 SD112 94Ba SD05 W D 17d20c (16・0) 0.4 0.10

10 SD113 94Bb SD06 W D 5q6q 4・2 1.0 0.10 ○

10 SD114 94Ba SK09 IVD 17nl9n ll.6) (2・0) 0.14 ○

10 SD115 94Ba SD08 IVD 20dIVD 1d (4・2) 0・3 0.06 ○

10 SD116 94Bb SD ll W D lt 2.8) 0.2 0.06

10 SD117 94Bb SD 12 IVD lslt 3.7 0.3 0・07

10 SD118 94A b SD02 V D 3r8n (31・5) 4.0 0.20 ○ 12C後

10 SD119 94A h SD03 V D 3s4q 12.0 1・2 0.07

10 SD120 94A b SD01 V D 3t4s (7・5) 0.8 0・18

10 SD121 94A h SD04 V D 5q6q (4・2) 1.5 0.27

10 SD122 94A b SD07 V D 5d6q 4.1) 0.5 O.in

10 SD123 94A b V D 5060 6.7 0.7 0.07

10 SD 124 94A b V D 6s7r (8・5) 2.2 0・17

10 SD 125 94A h SD05 V D 7s 3.5) 0.7 0.15

10 SD 126 93J SD01 V D8rl2m (31・0) 0・9 0.24 ○ 10C前・12C後13C前

10 SD 127 93J SD02 V D8rl2D 24.6) 0.9 0.05 ○

10 SD 128 93J SD09 V D 12d180 27.9 1.5 0・35 ○ 10C前 ・12Cfは

10 SD 129 93J SD05 V D llql2p 4.5 1.0) 0・10

10 SD 130 93J SD06 V D 12d13d (6・7) 1.2 0・07 ○

10 SD 131 93J SD03 V D 9d11e (7・8) 1.5 0.18 ○

10 SD 132 93J SD04 V D 12no (7.6) 2.2 0・05 ○ 12C後

10 SD 133 93J SD32 V D 12ql30 (3.2) 0・7 0・07

10 SD 134 93J SD08 V D 12ql3q 3.5 0.6 0.04

10 SD 135 93J SD07 V D llrl4r (16・0) 0.6 0・16

10 SD 136 93J SD30 V D 12nl6p 19.2 2.0 0.27

10 SD 137 93J SD28 V D 14rs 4・5 1・0 0.10

10 SD 138 93J SD27 V D 14st (6.8) 1.2 0・09 ○

10 SK I35 94B a SK08 W D 160 (4・3) 2.1 0.26 ○

10 SK 136 94B b SK07 W D 16sl7s 3.2 1.6 0.27 ○

10 SK 137 94B b SK08 IVD 17ql8q 2.4 1.2 0.10

10 SK 138 94B b SK09 IVD 20s20t 3.2 2.4 0.27 ○ 9C前 13C後

10 SK 139 94B b SK in JVD 20s20t 4.5 3.1 0・26 ○

10 SK 140 94Bb SK ll JYD 2r2s 5.0 2.6 0.46 ○ 14C

10 SK I41 94B a SK 10 IVD lo20 (8・0) 3.6) 0・36 ○

10 SK 142 94Ab SK02 V D 3a 1.2 0.7 0.23

10 SK 143 94Ab SK03 V D 50 3・0 1・2 0・37

10 SK 144 94Ab SK01 V D 5no 2・2 1.3 0.56

10 SK H 5 93J SK09 V D 9d 1.6 0.6) 0.06

10 SK I46 93J SK01 V D 9rlOD 6・0 2.3 0・13 ○

10 SK U 7 93J SK 10 V D 120 1.6 1.2 0.14

10 SK I48 93J SK04 V D 12ol30 4・1 1・3 0・09

10 SK 149 93J SK03 V D 13ol40 2・6 0・6 0.08 ○

10 SK I50 93J SK ll V D 13d 0.9 0・5 0・16 ○

10 SK 151 93J SK05 V D 14p 1.0 0.8 0.21

10 SK I52 93J SK 12 V D 12 0・6 0・4 0.12

10 SK I53 93J SK 13 V D 120 0.5 0.5 0.10

10 SK I54 93J SK 14 V D 130 0.3 0.3 0.09

10 SK I55 93J SK 18 V D 14t 1.8 1.2 0・41

10 SX 12 94Bb SX 02 IVD 19・20t 4.0) (4・8) 0.63 ○

10 SX 13 93J SX 01 V DllOD 6.8 6.6 0.49 ○ 10C前 ・12Cf:は

10 P147 94Bh P18 IVD 16t 0・4 0.3 0.12

10 P148 94Bh P19 IVD 16t 0.4 0.3 0.14

10 PI49 94Bh P22 W D17s 0.5 0・2 0.10

10 PI50 94Bb P20 JY D17t (0・3) 0.3 0・06

10 P151 94Bb P20 TVD17t 0・3 0.3 0・08

10 P152 94Bb P21 IV D17s 0.4 0・4 0・16

10 PI53 94Bb P24 IV D18t 0.3) 0・4 0.10 ○

10 PI54 94Bb P23 IV D17r 0・3 0・3 0・11

10 PI55 94Ba P09 TO 17p 0.2 0.2 0.05

10 P156 94Ba Plo IV D17d 0・2 0・2 0.05

10 PI57 94Ba Pll TO 17p 0・3 0・2 0・08

10 P158 94Ba P12 W D17d 0・3 0・2 0.07

10 PI59 94Ba P13 W D17D 0.3 0・9 0・07

10 P160 94Ba P14 W D17d 0・4 0・3 0.06

10 P161 94Ba P15 W D20n 0.4 0.3 0.14

10 PI62 94Bb P2fi JV D20r 0.3 0.3 0・02
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10 P163 94Bh P25 W D 20s 0.3 0・2 0.09
10 P164 94B b P27 1VD 2q 0.8 0.5 0・18

ll SD 139 93J sn n V D 15015d 5.8 2.0 0.10 ○ 12C後

ll SD 140 93J SD 10 V D 15pl6p 5.0) 1.2 0.19

ll SD 141 93J SD 12 V D 15ol7n (16・6) 1.8 0・22 ○ 12C後~ 13C前

ll SD U 2 93J SD 13 V D 16ol6p 5.2 1.1 0・08

ll SD 143 93J SD14 V D 160 (2・5) 0.7 0.15 ○

ll SD 144 93J SD15 V D 16016d 6.5) 0・6 0.Ofi
ll SD 145 93J SD16 V D 170 (2・1) 0・8 0.14
ll SD 146 93J SD17 V D 170 (4・1) 1.5 0・34
ll SD 147 93J SD18 V D15ql6s (13・5) 2.2 0・34 ○ 9C前 IOC前

12C後~ 13C前
ll SD148 93J SD22 V D16al6t (24・8) 0.3 0.80 ○

ll SD149 93J SD19 V D16ql7s 19.1) 0・7 0.16 ○

ll SD150 93J SD 20 V D17rs (8.2) 0.7 0・18 ○

ll SD151 93J SD 23 V D17ql7s 10.8 0・9 0.09 ○

ll SD152 93J SD 24 V D17rl8t (8.0 0.8 0.07

ll SD153 93J SD 21 V D 17rs 6・8 1.8 0・30 ○

ll SD154 93J SD 29 V D 17ar 、(1・3) 0・7 0.24
ll SD155 93J SD 31 V D 180 2.5) 0.7 0.03
ll SD156 92D SD H V D 18n VIDln 12.51 2・7 0.14 ○ 13C前～後

ll SD157 92D SD 12 V D 18nVTDln (15.2) 2.6 0.13 ○ 11C前

ll SD158 92D SD 13 V D 18nTO ln 15.5) 1.9 0.28 ○ 10C前 ・12Cfは

ll SD 158 94Aa SD08 W D 2030 6.5 0・4 0.ll

ll SD 158 94Aa SD09 TO 2030 (6・7) 1.1 0.22 ○

ll SD 158 931 SD05 VTD 3070 (17・6) 1.7 0・33 ○ 12C後

ll SD 159 92D SD07 V D 19rs 7.8 0.4 0.07 ○

ll SD 160 94Aa SD04 Vm 2mn (3.0 0.4) 0.29

ll SD 161 94Aa SD05 VID2mo 7.8 0.4 0.ll ○

ll SD 162 94Aa SD18 VlD2n (2.7 0.8

ll SD 163 94Aa SD02 VTD2m3m (7・8) (1・1) 0.13 ○ 12C後

ll SD 164 94Aa SD06 VID2mo (7.5) 0.6 0.lfi ○

ll SD 165 94Aa SD07 TO 2mn 4.6 0.4 0.09
ll SD 166 94Aa SD03 W D2m3m (4.2) 0.7 0・08 ○

ll SD 166 931 SD04 W D3n50 (10・2) 0・9 0.25

ll SD 167 94A a TO 2r (2.2 0.5 0.09

ll SD 168 94A a SDll W D2rs 5.5 0・4 0.06

ll SD 169 94A a SD13 VlD2rs (3.8 0・4

ll SD 169 94A a SD16 W D3qr (5.7) 0.3

ll SD 170 94A a VlD2q3r (13.1 0.3

ll SD 171 94A a TO 2a3r (12・9) 0.6
ll SD 172 94A a SD17 TO 3qr (4・0) 0.3
ll SD 173 94A n SDin VID2d3d (6.2) 0.5
ll SD 174 931 SD01 VID3rs 4.3 1.0 0・12 ○ 9C後 13C前

ll SD 175 931 SD02 TO 4a5s 8.8) 1・5 0・23 ○ 10C前 12Cfは

ll SD 17fi 931 SD07 TO 3ol00 (35.4 1.1 0.53 ○ 12C後

ll SD 177 931 SD08 TO 4060 (10・6) 0.9 0.18 ○ 10C前・12Cfは

ll SD 178 931 SD06 TO 4n50 5.4) 0・7 0.12 ○

ll SD 179 931 SDH TO 3050 (10.6 1.6 0・19 ○ 9C前 12C後

ll SD 180 931 SD10 VID4060 11・0 0.5 ○

ll SD 181 931 SD09 TO 4060 15.9) 1.1 0.20 ○.10C前 12Cfは

ll SD 182 92C SD06 VLDlOollp (3・8) 3.2) 0・29 ○ 13C前

ll SD 183 92C SD05 TO l0nl70 (30.6) 4.2 0.28 ○ 10C前・12C ?は

ll SK 156 93J SK15 V D15rs 2.2 1・0 0.09
ll SK 157 93J SK06 V D17r 1.2 1・1 0.02
ll SK 158 93J SK07 V D17rs 0.5 0.2) 0.09

ll SK 159 92D SK50 V D18ol90 3.0 (3.2) 0.08 ○

ll SK 160 92D SK21 V D18al8r (2.6) (2・0) 0.21 ○ 13C後

ll SK 161 92D SK22 V D19a20a 1.4) 0.6 0.09 ○

ll SK 162 92D SK20 V D19tYID2s (13・3) (2.5) O.in ○ 13C前 14C

ll SK I63 92D SK23 V Dla2s (10.9) 3.6 0.19 ○ 9C前・10C前・13C後

ll SK 164 92D SK53 V D19op 1・6 1.1 0・10 ○

ll SK I65 92D V D190 1.1 0.9 0.12
ll SK 166 92D V D200 0〝9 0.8 0・09
ll SK 167 92D SK54 V D 19n200 3.2 2.8 0・19 ○ 9C後 IOC前

ll SK 168 92D SK51 Vm iDo (3・1) (2.8) 0・08 ○ 9C後 12C後

ll SK 169 92D SK52 VlD lp (2.9 1・2 0.08 ○ 12C後

ll SK 170 92D SK55 V D 1819m ○ 12C後

ll SK 171 94Aa SK04 VID2p 1・1 0.4

ll SK 172 94Aa SK03 W D2od (2・0) 0・6

ll SK 173 94Aa SK05 VID2p 1.5 1.0

ll SK 174 94Aa VlD2r (1-4) 0.5

ll SK 175 94Aa SK06 W D2a30 3.2 1.0

ll SK 176 94A a SK08 VID3r 1.2 (0.4)

ll SK 177 94A a SK01 W D30 0.6) 0.4 ○

ll SK 178 94A a SK02 TO 3no 1.4 0.6

ll SK I79 93Ⅰ SK29 W D40 0.5 0・4 0.10

ll SK I80 93Ⅰ SK28 TO 50 0.8 0・7 0.13

ll SK 181 931 SK32 W D6s 0.7) 0.7 0.21

ll SK I82 931 SK04 W D70 0.8 0.5 0・11 ○

ll SK 183 931 SK05 TO 70 0.8 0.4 0・10

ll SK 184 93Ⅰ SK06 TO 70 0.7 0.4 0.08 ○

ll SK 185 931 SK07 ¥lD70 1.0 (0・6) 0・08 ○ 10C後

ll SK 186 931 SK08 YID70 1.0 0.7 0.09 ○

ll SK 187 931 SK09 YID70 0.8 0・7 0.Ofi ○

ll SK 188 931 SK10 TO 70 0・8 0.5 0.07 ○

ll SK 189 931 SKll VID80 0.7 0・5 0.03 ○

ll SK 190 931 SK12 vTD80 0.7 0・5 0・05

ll SK 191 931 SK13 TO 80 (0.6) 0.5 0・04 ○

ll SK 192 93Ⅰ SK14 TO 80 0.7 0.6) 0.04 ○

ll SK 193 931 SK15 TO 80 (0・9) 0.6 0・04 ○

ll SK I94 931 SK16 TO 90 0・9 0.6 0.04 ○

ll SK 195 93Ⅰ SK17 TO 90 0.7 0.4 0.03 ○

ll SK 196 931 SK18 TO 90 0.9 0.6 0.04 ○
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ll SK 197 931 SK 19 W D 90 0.6 0.6 0.06 ○

ll SK 198 931 SK20 TO 90 1・0 0.8 0.04 ○

ll SK 199 931 SK21 W D90 0.9 0.5 0・04 ○

ll SK200 931 SK22 TO lOo 0.7 0.5 0.05 ○

ll SK201 93Ⅰ SK23 W D lOo 0〝7 0.5 0.05 ○.

ll SK202 931 SK24 vm ioo 0.7 0・5 0.05 ○

ll SK203 931 SK30 vm ioo 1.4 (1・1) 0・12 ○

ll SK204 931 SK31 W D IOd 0.8) 0.4 0・21

ll SK205 931 SK01 VlD9r 1・2 1.0 0.12

ll SK20fi 931 SK02 W D9r 0.5 0・5 0.05

ll SK207 931 SK03 vm ior 1・0 0・7 0・20

ll SK208 93Ⅰ SK25 W D80 0.8 0・4

ll SK209 93Ⅰ SK26 W D80 0.4 0.4 0.08
ll SK210 931 SK27 VLD90 1.1 0・4 0.16
ll SK211 92C SK07 VLD lln 1.8 1.5 0・10 ○

ll SK212 92C SK12 VID llp (4・7) 0.5 0.15 ○

ll SK213 92C SK04 TO 12r 1・3 1.1 0.13 ○ 12C後

ll SK214 92C SK05 Vm i2r 1.1 0・8 0.07 ○

ll SK215 92C SK06 Vm i2r 1.7 1・2 0.ll ○

ll SK216 92C SKI5 W D 13r 1.1 0.9 0.08 ○ 12C前

ll SX 14 93J SX04 V D 14ql5q (4・7) (4・6) 0.89 ○ 10C前

ll SX15 93J SX02 V D 170C (2・2) (1・6) 0.36 ○

ll SX16 93J SX03 V D 17rs 8.2) 1.5) 0.21
ll SX17 92D SX01 V D20oYlD ln 5.2 2.9 0.03 ○ 8C後

ll SX18 931 SX02 TO 3n30 4.5) 0.8 0・16
ll SX19 931 SX01 VID3p4p (3・8) 1.6 0・53 ○ 10C前

ll P165 94A a Plo W D20 0.3 0.3

ll P166 94A a P08 VlD2r 0.5 0.2)

ll P167 94A a P23 VLD2s (0・4) 0.4

ll P168 94A a P20 VID2q 0.6 0.3

ll P16Q 94A a P03 TO 3r 0.7 0.6

ll P170 94A a P02 TO 3r 1.0 0.8

ll P171 94A a P21 YTD3r 0.5 0.4

ll P172 94A a P01 W D3r 0.8 0.7
ll P173 94A a P04 VID3r 0.3 0.3
ll P174 94A a P05 VID3q 0.4 0.5
ll P175 94A a P06 VTD3a 0・3 0.3

ll P176 94A a P07 VlD3q 0・6 0.2

ll P177 94A a P18 VID2d 0.3 (0.3

ll P178 94A a P09 VlD3p 0・6 0.8

ll P179 94A a P19 VLD3d 0.3) (0.2)

ll pisn 94A a P12 TO 20 0.4 0・3

ll P181 94A a Pll TO 30 0.3 0.3

ll PI82 94A a P13 VlD30 0・4 0.3

ll P183 94A a P14 VTD3n 0.4 0.3

ll PI84 94A a P15 TO 3n 0.4 0.4
ll P185 94A a P16 ¥¥D2v 0.3 0・3
ll P186 94A a P17 VID3n 0・9 0.7 0.35

ll P187 94A a P22 vm 3s 0.4 0.4
12 SD 184 92C SD 04 Vm i4r (3.8) 1.4) 0.04 ○ 13C後

12 SD 189 92C SD ll ¥TD 14n (1.0) 1.5) 0.22 ○ 9C前・12C後・13C後

12 SD 190 95A a SD 04 VID 19nW D ln (8・3) (2.6) 0.34 ○

12 SD 191 95A a SD 03 VID 19ol Dln 7.0) (2・6) 0・06 ○

12 SD 192 95A a SD 02 VlD 20pl D ls ○ 10C前 ・12Cf:は

12 SD 193 95A a SDOB VlD 20s (2・2) 0.8) ○

12 SD 194 93Hb SD01 ViD 20tVrE20c (14.1 1.4 0・11 ○ 10C後 11C前

12 SD 195 93Hb SD02 Vm i9a20a (4.6) 0・8 0.06 ○ 11C前

12 SD 197 93Hb SD04 l D 5t 4.1) 0・6 0.09
12 SD 198 93Ha SD01 W D 6tl0t (20.3) 1・8 0.31 ○

12 SK 261 95Aa SE01 W D lr 2.2 (2・2) 0.4fi ○ 10C後

12 SK 262 95Aa SK01 Vm i9n 1.2 0.9 0.14

12 SK263 95Aa SK02 W D 19C 0.9 0.6 0・26

12 SK264 95Aa SK03 ¥aD 20c 0・8 0.6 0.09 ○

12 SK265 93Hb SK01 Vm i9b 1.6 1.4 0・06 ○

12 SK266 93Hb SK02 VlE20a 2・3 0.7 0・06 ○

12 SK267 93Ha SK02 VBD IOt 0.6 0・5 0・12

12 SK268 93Ha SK03 VflD lOt 0.5 0.4 0.09
12 SK269 93Ha SK01 I D lOt 0・5 0.6 0.13
12 SX20 93Ha SX01 W D 9t (1.9 (0.9 0.18
13 SD 199 93Ha SD02 l D 12tVHE 12d 25.0) 1.8 0.31 ○ 10C前 12C 8

13 SD 199 93Ha SD06 VUD 12sl3s 4.6 1.3 0.18 ○

13 SD200 93Ha SD05 W D 12st (5・5) 0.8 0.ll ○

13 SD201 93Ha SD03 W E 12al2d 16.0) 1.3 0.26 ○

13 SD201 93H a SD04 ! D 13tl E 12a (5.2) 1・8 0・19.○ 9C前

13 SD202 93H a SD07 W D 13s 1.1) 1・0 0・10 ○

13 SD203 93H a SD08 1 D 12s13s 4.0 (1・3) ○ 12C後~ 13C前

13 SD204 95A b SD03 VDD 13st ○

13 SD205 95A b SD02 W D 13tl E 14a 5.5 2.9) 0.19 ○

13 SD206 95A b SD07 W E13a 1.1) (1・1) 0・15
13 SD207 95A b SD04 VUD U t (3.5) 3.3) 0.22 ○ 12C後

13 SD208 93G SD10 VHD 18sWIE18a (6・8) 1.0 0・10 ○

13 SD209 93G SD09 VffE17e20e (16・6) 1.7 0.15 ○ 13C前

13 SD210 93G SDll VffE17dl9c (6.6 1.3 0・34 ○ 12C後~ 13C前

13 SD211 93G SD12 W E18dl9d 8・8 1・6 0・26 ○

13 SD212 93G SD13 W E18dl9d 4.7 1・1 0.08 ○ 12C後~ 13C前

13 SD213 93G SD03 VDD20t (1.7) 1・2 0・28 ○ 10C前13C後~14C

13 SD215 93G SD04 W D 16c (3.9 1.4 0・20 ○ 12C後

13 SD216 93G SD 07 W Dld (5・2) 1・1 0.08

13 SD217 93G SD 08 VODld (3.1 1・0 0.09 ○

13 SD218 93G SD 06 W Eldlf (6.0) 1・5 0.10
13 SD219 92H SD 47 W D2tlfE2a (6・0) (1.5 0.13 ○

13 SD220 92H SD 45 lID3tilE2e (16・7) (2・9) 0.17 ○ 12C後~ 13C前

13 SD221 92H SD 48 W E3c6d (15.0 1.1 0.17 ○

13 SD 222 92H ! E3c5d (14.5) 0.5 0.12
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13 SD 223 92H l E5c 2.3 0.4 0.04

13 SD224 92H VfflE5a5d 16.0 0.5 0.13

13 SD225 92H SD42 W E3f4f (9.5 3.9 0・30 ○

13 SD 226 92H SD 40 VlD8t 20.1 (9.2 0・25 ○

13 SD 227 92H SD 41 l E7e ○

13 SD228 92H SD 49 W E8f8h (9・5) (2・8) 0.75 ○ 9C前

13 SK270 93Ha SK05 VUEllsl2s 0.9 0.9 0.15

13 SK271 93Ha SK16 W E10al2a 1.5 1・0 0・17 ○ 9C前

13 SK272 93Ha SK 17 VMElla 1.1 0.9 0.32 ○

13 SK273 93Ha SKI5 W E12b 1.4) 0・7 0.13

13 SK274 93Ha SK1G W Ellbc 1.4 1.0 0.41 ○

13 SK275 93Ha SKll W Ellc 0.7 0・6 0・07

13 SK276 93H a SKI2 W E12c 0.6 0・5 0.ll

13 SK277 93H a SK13 l E12c 0・5 0・5 0.17

13 SK278 93H a SK14 W E12c 1.6 1.2 0.38

13 SK279 93H a SK04 W E13d (1・2) (0・3) 0・14

13 SK280 93H a SK06 W E12s 0・9 0・9 0.12 ○

13 SK281 93H a SK07 W E12s 1.6 1.1 0・28 ○

13 SK282 93H a SK09 VHD 12t 1.3 0・9 0.ll ○

13 SK283 93H a SK08 W E 12s 0.9 0.6 0.15 ○

13 SK284 95A b SK01 V0D 14S 1.1 (0.5 0.ll ○ 12C後

13 SK285 95A b SK05 W D 13r (0・3) (0・2)

13 SK286 95A b SK ll VHD 14t 2.4 (1.0 0.27

13 SK287 95A b SK04 ¥ID 14t 0・9 0.4 0.34 ○

13 SK288 95A b SK03 VttD 13st 0・7 0・4 0・11 ○

13 SK289 93G SK 13 W E 15b 0.2 0.2 0.16

13 SK290 93G SK78 W E 15b 0.7) 0・5 0.13 ○ 8C後

13 SK291 93G SK 12 W E 15c 0.8 1・1 0.16 ○

13 SK292 93G SK I2 l E 15c 1.0) 0.9 0.14 ○

13 SK293 93G SK 10 W E 15c 1.2 1・0 0.20 ○ 12C後

13 SK294 93G SK 10 W E 15c 1.5 1・4 0.27 ○ 12C 後

13 SK295 93G SK 10 W E 15cd 1.1 1.1 0.17 ○

13 SK296 93G SK 10 l E 15c 1.0 1〝0 0・20 ○

13 SK297 93G SK 76 W E 15b 1・1 0・9 0・15 ○ 10C前 12C子{

13 SK298 93G SK44 l E 16a 1.0 0・7 0.07 ○

13 SK299 93G SK86 W E 16b 1・5 0.8 0.09 ○

13 SK300 93G SK 53 W E 17a 1.5 1・2 0.10

13 SK301 93G SK ll W E 17b 0.8 0.7 0・47 ○

13 SK302 93G SK ll YiE 17b 0.9 0・8 0.17 ○ 12C 後

13 SK303 93G SK I2 W E 17c ○

13 SK304 93G SK 13 YIE 17c 2.0 1・4 0.25 ○

13 SK305 93G SK 13 W E 17bc 1.5 1.0 0.38 ○ 12C 後

13 SK306 93G SK ll VHE 17b 0.9 0・7 0.07 ○

13 SK307 93G SK 13 W E 17c 1.8 1・3 0・07 ○ 12C後

13 SK308 93G SK 131 W E 17cd 1.5 1.4 0.19 ○

13 SK309 93G SK33 W E 18e 0.9 0.3) 0.Ofi

13 SK310 93G SK32 l E 18e 1.0 0.8 0.06

13 SK311 93G SK31 W E 18e 1・2 1.1 0.08 ○

13 SK312 93G SK I3 W E 18de 3.4 3・1 0.2fi ○ 12C 後~ 13C前

13 SK313 93G SK I4 l E 19s 1.4 1.0 0.16

13 SK314 93G SK 12 W E 19ab 3.5 0.7 0.20 ○

13 SK315 93G SK I2 l E 19b 1・1 0・5 0.10

13 SK316 93G SK02 l D 20t (2・2) 2.1 0.24 ○ 12C 後~ 13C前

13 SK317 93G SK 06 VDE20al Ela 1.4 1.7 0.12 ○

13 SK318 93G SK 10 W E lb 0.9 0.7 0.08 ○

13 SK319 93G SK ll W E lb 0.6 0・5 0.09 ○

13 SK320 93G SK 12 l E lb 0.8 0・7 0.12

13 SK321 93G SK 17 W E lc 0.8 0・4 0.09

13 SK322 93G SK 19 W E lc 1・0 0.5 0.14

13 SK323 93G SK 23 W E20e 0.7 0.5 0・10 ○

13 SK324 93G SK 25 M E le 0.7 0.6 O.in

13 SK325 92H l D 2t 2・8 1.6 0.30

13 SK326 92H SK 26 W D 2t 1.7 1・2 0・17 ○ 12C後~ 13C剛

13 SK327 92H SK 27 l E3a 1.8 1.1 0.08 ○ 15C前

13 SK328 92H SK 25 W E7c 3.0 0.8 0.07

13 SX21 95Ab SX04 ! E4a4b ○

13 SX22 95Ab SX01 l E 14b (3・4) 0.8 0.13 ○

13 SX23 93G SX01 l E 18ab 3.8 3.0 0.23 ○ 13C 前～後

13 SX24 92H SX03 W E2f (11・5) 6.0 0.09

13 P236 95Ab SK06 W D 14s 0.2 0.2

13 P237 95Ab SK07 W D 14s 0.2 0.2

13 P238 95Ab SK08 W D 14s 0.2 0・2 0.05

13 P239 95Ab SK09 ¥iD 14s 0.2 0.2 0.05

13 P240 95A b SK 10 VHD 14s 0・2 0.2 0.04

13 P241 93G SK34 W D 15t 0.6 0.5 0・10

13 P242 93G SK54 W E 15a 0.4 0.3 0・11 ○

13 P243 93G SK39 W D 15t 0.5 0・4 0.12

13 P244 93G SK55 l E 15a 0.4 0.3 0.16 ○

13 P245 93G SK 111 VUE 15c 0・5 0.4 0.22 ○

13 P24fi 93G SK49 VBE 15a 0.3 0・2 0.09

13 P247 93G SK48 W E 15a 0.4 0.3 0・12

13 P248 93G SK40 W D 15t 0〝5 0.4 0・12 ○

13 P249 93G SK66 VBE15a 0.3 0.3 0.10 ○ 10C 後・12CIは

13 P250 93G SK56 W E15a 0.5 0.3 0・08 ○

13 P251 93G SK57 l E15a 0.4 0.3 0.06 ○

13 P252 93G SK10 W E15a 0.3 0・3 0・11

13 P253 93G SK50 W E15a 0・5 0・5 0.16 ○

13 P254 93G SK 47 W E15a 0・3 0.2 0.ll ○

13 P255 93G SK 46 VDE15a 0・3 0.3 0.10

13 P256 93G SK 41 VUD 16t 0.5 0.4 0.13

13 P257 93G SK 42 W D 16t 0.4 0・4 0.10

13 P258 93G SK 37 W D16t 0・3 0.3 0.10

13 P259 93G SK 36 W D16t 0・8 0.5 0.08

13 P260 93G SK 38 VBD16t 0.3 0・2 O.Ofi

挿図嫡 号 調査区 日遺構 グ リ ッ ド長軸(m)短軸(m)深さ(m)遺物 時 期

13 P261 93G SK 4Fi l E16a 0・3 0.3 0・07

13 P262 93G SK 51 l E16a 0.4 0.4 0・08

13 P263 93G SK 58 W E15a 0.4 0・3 0・10 ○

13 P264 93G SK 67 ¥lE15a 0.4 0・4 0.12

13 P265 93G SK 73 W E15b 0・3 0.3 0.ll

13 P266 93G SK 72 l E15b 0.3 0・3 0.09

13 P267 93G SK 80 W E16b 0.3 0.3 0.ll ○

13 P268 93G SK 82 W E16b 0.5 0.5 0.30 ○

13 P269 93G SK 83 W E16b 0.3 0.3 0.06

13 P270 93G SK 69 l E16a 0.4 0・4 0.1G
13 P271 93G SK 81 W E16b 0・4 0・3 0.19
13 P272 93G SK 70 W E16a 0.4 0.3 0・.08

13 P273 93G SK 52 W E16a 0・4 0・3 0.ll ○

13 P274 93G SK43 W D16t 0・5 0.4 0.10 ○

13 P275 93G SK 10 W E15c 0.4 0.4 0・19

13 P276 93G SK 10 VHE16c 0・4 0.4 0.13

13 P277 93G SK 12 VHE16c 0.3 0.3 0.12

13 P278 93G SK 12 l E17c 0・4 0.4 0.10

13 P279 93G SK85 W E16b 0・4 0.4 0.12 ○

13 P280 93G SK 98 W E17b 0・4 0.3 0・09

13 P281 93G SK 97 l E17b 0・3 0.3 0.09

13 P282 93G SK 96 VDE17b 0・3 0.3 0.08
13 P283 93G SK 88 ¥lE17b 0・4 0・4 0.10

13 P284 93G SK 89 VUE17b 0.4 0.4 0.09

13 P285 93G SK 95 W E17b 0・4 0.4 0.15 ○

13 P286 93G SK 90 VNE17b 0.4 0・4 0.12

13 P287 93G SK 91 W E17b 0.3 0.3 0.09

13 P288 93G SK 92 W E17b 0・3 0.3 0・09

13 P289 93G SK 94 l E17b 0・5 0.4 0.ll ○

13 P290 93G SK ll l E17b ○

13 P291 93G SK ll VHE17b 0.3 0.3 0.13

13 P292 93G SK I4 W E17b 0.4 0.2 0.09

13 P293 93G SK I4 W E17c 0.6 0.5 0・20

13 P294 93G SK 14 W E17d 0.4 0.4 0・10 ○

13 P295 93G SK ll W E17b 0・4 0・2 0.10

13 P296 93G SK 13 VME17b 0・4 0.4 0.12

13 P297 93G SK 12 l E17b 0・3 0・3 0・12 ○

13 P298 93G SK I21 W E17b 0.4 0.3 0・15 ○

13 P299 93G SK I4 l E18c 0.3 0・2 0・11

13 P300 93G SK I2 W E18b 0.4 0.4 0.10

13 P301 93G SK I3 W E19d 0・4 0・4 0.30 ○ 12C後~ 13C 前

13 P302 93G SK I3 W E19d 0・5 0.4 0・06

13 P303 93G SK 01 VHD20t 0.5 0.4 0.16

13 P304 93G SK 04 l D20t 0.4 0.3 0.08

13 P305 93G SK I41 ! E20a 0.5 0.4 0.04

13 P306 93G SK 07 W Ela 0.5 0・4 0.10

13 P307 93G SK IS l Elc 0・4 0.3 0.12

13 P308 93G SK 16 W Elc 0.4 0.3 0・10

13 P309 93G SK 18 W Elc 0.5 0.4 0.09

13 P310 93G SK 20 W Eld 0.5 0.5 0.04

13 P311 92H Plo W D3t 0.3 0.3 0.09 ○

13 P312 92H W D3t 0.3 0.3 0.05

13 P313 92H W E3a 0・4 0・4 0.09

13 P314 92H W D3t 0・4 0.4 0.10

13 P315 92H W E3d 0.3 0・3 0.07

13 P31fi 92H l E3d 0・4 0.4 0・09

13 P317 92H PI1 ! D4t 0.13 0・6 0.12 ○

13 P318 92H l E4a 0.4 0・3 0.05

13 P319 92H l E4a 0.5 0.5 0.07

13 P320 92Ⅱ W E4a 0.4 0.4 0.07

13 P321 92H W E4a 0.2 0.2 0・07

13 P322 92H P13 W E4a 0.3 0.3 0.06 ○

13 P323 92H W E4b 0.3 0.3 0.1G

13 P324 92Ⅱ W E4b 0・4 0.3 0.ll

13 P325 92H W E4a 0・5 0.5 0.07

13 P32fi 92H ォE4a 0・4 0・4 0.06

13 P327 92Ⅱ P12 l D5t 0.3 0.3 0.07 ○

13 P328 92H W E5a 0・5 0.5 0.07

13 P329 92H W E5a 0.6 0.5 0・13

13 P330 92H l E5a 0.6 0.6 0.20

13 P331 92H P14 W E5a 0.8 0.6 0・05 ○

13 P332 92Ⅱ l E5a 0.4 0・4 0.06

13 P333 92H P15 W E5b 0.4 0.4 0.06 ○

13 P334 92H l E5b 0.4 0.3 0・06

13 P335 92H M E6b 0.3 0.3 0.09

13 P336 、92H P16 W E6b 0・6 0・4 0.07 ○

13 P337 92H l E6b 0・7 (0・4) 0.08

13 P338 92Ⅱ l E6b 0・3 0・3 0.09

13 P339 92H W E6b 0.4 0・3 0・06

13 P340 92H M E6b 0・4 0.3 0・07

13 P341 92H M E6a (0.6) 0.5 0・06

13 P342 92H l E6a 0.4 0・3 0.07

13 P343 92H M E6a 0.4 0・3 0.07

13 P344 92H M E6a 0.3 0.3 0・05

13 P345 92H l E6b 0.8 0.8 0.09

13 P346 92H l E6b 0.5 (0・3) 0.07

13 P347 92H l E6b 0.2 0.2 0.ll

13 P348 92H l E6b 0・4 0.4 0.ll

13 P349 92Ⅱ W E6b 0.4 0・4 0・11

13 P350 92H l E6b 0.4 0.4 0.06

13 P351 92Ⅱ W E6a 0・4 0.3 0.07

13 P352 92H W E6a 0.3 0・3 0.05

13 P353 92Ⅱ l E6a 0.4 0.3 0.05

13 P354 、92H W E6a 0.5 0.3 0.05
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13 P355 92H VfflE6a 0.4 0・3 0・06

13 P356 92H l E6a 0.4 0.4 0.05

13 P357 92H l E6a 0・4 0.4 0.05

13 P358 92H l E6a 0・3 0・3 0.03

13 P359 92H W E6a 0.8 0.5 0.04

13 P360 92H W E6a 0.5 0.5 0.06

13 P361 92Ⅱ l E6a 0.4 0.4 0.05 ○

13 P362 92H l E6a 0.4 0.4 0・05

13 P363 92H W E6a 0.4 0.4 0.06

13 P364 92H l E6a 0.5 0.4 0.07

13 P365 92H W E6b 0・4 0.4 0.08

13 P366 92H l E5cd 0.5 0.5 0.03 ○

13 P367 92Ⅱ l E4f 0・6 0.6 0・61

14 SD229 95B2 SD21 TTE4e5d ll.0 0.6 0.32 ○

14 SD230 95B2 SD22 IIE4e5d (22.0) 1.0 0.31 ○

14 SD231 95B2 SD24 IIE3e8c (31.2 0・8 0.45 ○

14 95B2 SD29 IIE6a8e 31.5) 0.9 0.36

14 95B2 SD30 D E7e8f 7.8 0.4 0.32

14 95B2 SD 32 TIE8d8f 10.8) 1.0 0.46

14 95B2 SD 45 H E12e 3.3 0・4 0.05

14 95B2 SD 50 TTE13e (3・8) 0・7 0・32

15 SK358 93Eb2 SK 161 niD9t 0.3 0.2 0.09 ○

15 SK359 93F2 SK 07 ffl E20a 1.5 (1・1) 0.06 ○

15 SK36fl 93F2 SK I01 JVDltls 5.0 1.7 0.53 ○

15 93K SK ll ! D15s 3.3 2・5 0・41

15 93K SK I2 IuD13t 3.5 2.8 0・04

15 93Eb SD 27 ffl Dlls (2.4) 0.5 0・07

15 93Eb SD 28 i Dllsllt 5.3 1・1 0・05

15 93Eb SD 30 m D10sniE9a 7.6) 0.8 0.12

15 93Eb SD 31 niD9s 2.4 0.4 0・08

15 93Eb SD 32 ffl D9s9t 3.0 0.4 0・09

15 93Eb SD 33 ITTD8t9s 3・0 0.4 0.Ofi

15 93Eb SD 35 TTTD8s7t (10.0) 0・5 0.09

15 93Eb SD 39 ffl DlOollq (8.0) 0・5 0.12

15 93Eb SD 40 TTTDllD (1・2) 0・5 0.12

15 93Eb SKlfi m Dllr 2.4 1・0 0.22

15 93Eb SKI7 UID7q 0.3 0.3 0.10

15 93Eb SK171 HID7q 0.4 0.4 0.07

15 93Eb SK17 UID7D 0.2 0.2 0.03

15 93Eb SK17 HID8D 0・2 0.2 0.03

15 93Eb SK17 m D8D 0.2 0.2

15 93Eb SK17 niD7s 1・2 0.7 0.21

15 93Eb SK17 niD7s 1.0) 0・5 0.05

15 93Eb SK17 ffl D8s 0.3 0.2 0.03

15 93Eb SK17 nTD8t 0.4) 0.5 0.04

15 93Eb SKI8 ffl D8t (0.5) (0・5) 0・10

15 93Eb SK18 ffl D9r 0・3 0.2 0.03

15 93Eb SKI8 NTD9r 0.3 0.2 0.08

15 93Eb SKI8 ffl D9r (0・5) 0・4 0.27

15 93Eb SKI8 TTTD9r (0.8) 0.5 0.19

15 93Eb SK18 UJD9r (0・4) (0・2)

15 93Eb SK18 TTTD9r 0.4 0・3 0.28

15 93Eb SKI9 niD9r 0.6 0・8 0.21

15 93Eb SK191niD9r 0.3 0.3 0・09

15 93Eb SK19 TTTD9r 0.3 0.3 0.10

15 93Eb SK19 nTD9r 0・9 0.4 0.07

15 93Eb SK19 niD9r 0・7 0・4 0.07

15 93Eb SKI9 niD8t 0.4 0・3 0.06

15 93Eb SKI9 ffl D8s 0・3 0・2 0・04

15 93Eb SKI9 niD9s 0.4 0.3 0・04

15 93Eb SK19 ffl D6q 0・3 0.3 0・10

15 93Eb SK19 TTTD9t 0・4 0.3 0.04

15 93Eb SK20 DJD9t 0・4 0・4 0.07

15 93Eb SK201W D9t 0一4 0・3 0.06

15 93Eb SK20 W D9t 0.4 0・3 0.09

15 93Eb SK20 W D9t 0・8 0・5 0.08

15 93Eb SK20 HTD9t 0.4 0・4 0.09

15 93Eb SK20 l D9t 1.0 0・6 0・10

15 93Eb SK20 W D9t 0.3 0・2 0.09

15 93Eb SK20 1TTD9S 0.6 0・4 0.07

15 93Eb SK20 UlD9s 0・9 0.6 0.07

15 93Eb SK20 ro D9s 0・7 0・5 0.08

15 93Eb SK21 ITTD9a 0・7 0・4 0.10

15 93Eb SK211 IQD lOq 0.4 0・3 0・06

15 93Eb SK21 niD ios 0・4 0・4 0・17

15 93Eb SK21 TUD ios 0.3 0・3 0・05

15 93Eb SK 21 ffl D lOs 0.2 0.2 0.06

15 93Eb SK 21 HJD lOs 0・3 0・2 0.05

15 93Eb SK 21 W D lOs 0・4 0・3 0.01

15 93Eb SK 21 ffl D lOs 0.3) 0.3

15 93Eb SK 21 nm ios 0・3 0.3 0.13

15 93Eb SK 21 ffl D lOs 0.3 0・3 0・16

15 93Eb SK 22 HID lOt 0・3 0.3 0.12

15 93Eb SK 221 TTTDlOt 0・3 0・2 0.12

15 93Eb SK 22 i DlOt 0.3 0.3 0・11

15 93Eb SK 22 TTTDlOt 0.5 0.4 0・09

15 93Eb SK 22 ffl DlOs 0.6 0.5 0・09

15 93Eb SK 22 TTTDlOs 0・6 0.5 0.06

15 93Eb SK 22 TTTDlls 0〝4 0.3 0.04

15 93Eb SK 22 ffl Dlls 0.5 0・5 0・10

15 93Eb SK22 niDiis 0.4 0.3 0.06

15 93Eb SK23 DIDlls 0.7 0.7 0・13

15 93Eb SK231 UIDlls 0"4 0.3 0.07

15 93Eb SK 23 niDiis 0.5 0.3 0.10

挿図瀞實掩号調査区 日遺構 グ リ ッ ド長軸(m)短軸(m)深さ(m)遺物 時 期

15 93Eb SK23 I D lls 0.5 0.5 0・13

15 93Eb SK23 TTTD lls 0.5 0.4 0.07

15 93Eb SK23 ffl D lls 0.4 0.3 0.05

15 93Eb SK23 HID lls 0.4 0・3 0.07

15 93Eb SK 23 W D lOr 0.5 0・4 0・07

15 93Eb SK 23 ffl D lOr (0・9) (1・0) 0.22

15 93Eb SK 23 nm 6a7ci (0.8 0.7 0.19

15 93Eb SK 24 niD 12s 0.7 0・5 0.05

15 93Eb SK 241 ffl D 7q 0.2 0.2 0.06

15 93Eb SK 24 I D llr 0.4 0.3 0.13

15 93Eb SK 24 iffD llr 0・3 0.3 0.ll

15 93Eb SK 24 TTTDllr 0.4 0.4 0.ll

15 93Eb SK 24 ffl Dllr 0・6. 0・5 0.ll

15 93Eb SK 24 TTTDlla 0・6 0・4 0・09

15 93Eb SK 24 W Dllq 0.4 0・3 0・09

15 93Eb SK 24 TTTDlla 1・1 (0・6) 0・23

15 93Eb SK 24 i Dlla 0.7 0.4) 0.08

15 93Eb SK 251 HTD7q 0・2 0・2 0・08

15 93Eb SK 25 E D6v7q 0・5 0.3 0・06

15 93Eb SK 25 ffl D9t 0.5 0.4 0・07

15 93Ea SD 01 niD13ol4r (17・5) 0・6 0.07

15 93Ea SD 02 m D13ol5D (11・4) 0.7 0・06

15 93Ea SD 03 niD14al5r (7.2) 0.9 0.13

15 93Ea SK 07 TTTD14D 0.5 0.4 0・11

15 93Ea SK 08 1HD14D 0・6 0.5 0.24

15 93Ea SK 09 NID14D 0・6 0・4 0・20

15 93Ea SK 10 TTTD13D 0.5 0・4 0・12

15 93Ea SK ll N1D13C 0・6 0.5

15 93Ea SK 12 THD130 0・6 0.6 0.28

15 93Ea SK I3 niDU o 0・5 0・5 0・10

15 93Ea SK 14 niDU o 0.6 0・6 0・11

15 93Ea SK I5 ffl DU p 0.4 0.4 0・16

15 93Ea SK lfi nTD14D 0.F 0.4 0.22

15 93Ea SK 17 UID13dq 0.7) 0.7 0.24

15 93Ea SK 18 UJD13q 0.9) (0・3) 0・16

15 93Ea SK 19 nTD13ql4q 2.0 (1・5) 0.08

15 93Ea SK 2Q niDH p 0.4 0.4 0.13

15 93Ea SK 21 H1D14D 0.5 (0・4) 0.04

15 93Ea SK 22 HID14D 0.5 0.4 0・15

15 93Ea SK 23 HIDU d 0.4 0・4 0.08

15 93Ea SK 24 HID15d 0.5 0.4 0.ll

15 93Ea SK 25 niDi5p 0.5 0・3 0.12

15 93Ea SK 26 TTTD13D 0.4 0.4

15 93Ea SK 27 ! D140 0・3 0・4 0・04

15 93Ea SK 28 TTTD140 0.6 0・5 0・04

15 93Ea SK 29 ! D140 0.5 0・4 0・06

15 93Ea SK 30 I D140 0・5 0・4 0・06

15 93Ea SK 31 I DU o 0・5 0.4 0.05

15 93Ea SK 32 W D13p 0.5 0・5 0・12

15 93Ea SK 33 HTDU d 0.5 (0・4) 0・15

15 93F SD H ITTD16tTTTE15a (7・9) 0・7 0.05

15 93F SD 15 TlTD19tTTTE19a (2・0) 0・4 0・15

15 93F SK 37 JV D3t 0・5 (0・3) 0・04

15 93F SK 38 JV D3t 0.5 0・4 0.Ofi

15 93F SK 39 JV D3t 0.5 0・4 0・09

15 93F SK 40 lV D3t 0.4 0・4 0・07

15 93F SK 41 JV D3t 0・4 0・4 0・07

15 93F SK 42 JV D2t 0.5 0・4 O.in

15 93F SK 43 ]V D2t2s 0・6 0・4 0・12

15 93F SK 44 IV D2s 0.4 0.4 0.08

15 93F SK 45 W D2s 0.5 0・5 0.07

15 93F SK 46 IV D3s 0・4 0.2 0・06

15 93F SK 47 W D3s 0・4 (0.3) 0・05

15 93F SK 48 IV D3s 0.5 0.3 0・09

15 93F SK 49 W D2s 0.4 0.3 0.Ofi

15 93F SK 50 W D2s (0・4) 0・3 0.08

15 93F SK 51 TV D2s 0.3 0.3 0.02

15 93F SK 52 W D2s 0・3 0.3 0.04

15 93F SK 54 IV D2s 0.2 0.2 0.04

15 93F SKRB W D2s 0・4 0.3 0.05

15 93F SK56 IV D2s 0.7 0.4 0.08

15 93F SK57 JY D2s 0.4) 0・4 0・04

15 93F SK58 W Dls (0・3) 0.3 0.05

15 93F SK59 W D2t 0.6 0・5 0.06

15 93F SK60 JVDlslt 1.5 0・4 0.06

15 93F SK61 W Dls 0・5 0.4) 0.07

15 93F SK64 JV D3s 0.3 0・3 0.05

15 93F SK65 IV D3s 0・5 0・2 0.08

15 93F SK66 W D3s 0.4 0.3 0.07

15 93F SK67 W Ela 0.4 0・3 0.14

15 93F SK68 W Ela 0.4 0・4 0.07

15 93F SK69 W Ela 0.3 0.3 0.05

15 93F SK70 THE20a 0.4 0.4 0.04

15 93F SK71 TTTE20a 0.3 0.3 0.04

15 93F SK72 W E20a 0.3 0.2 0.04

15 93F SK73 HTE20a 0.3 0・3 0・05

15 93F SK 75 W Dlt 0.2 0・1 0.04

15 93F SK 76 fl/Dlt 0・3 0.3) 0・05

15 93F SK77 UID20t 0・9 0.6 0・04

15 93F SK 79 niE20a 0.3 0.2 0.13

15 93F SK80 niE20a 0.3 0・2 0.12

15 93F SK 81 niE20a 0・4 0.3 0.06

15 93F SK 82 W E19a20a 1.1 (0・7) 0・17

15 93F SK 83 IV Dlt 0・4 0.4 0.06



197

挿図瀞隔号 調査区 旧遺構 グ リ ッ ド 長軸(m)短軸(m)深さ(m)遺物 時 期

15 93F SK 84 NTD20t (0・5) 0.5 0.08
15 93F SK 85 IVD ls 0・6 0.4 0・05
15 93F SK86 W D ls 1・0 0.3 0・04

15 93F SK87 JYD 2s 0・4 0.3) 0・08

15 93F SK88 N D 3r 0.3) 0・2 0.03

15 93F SK89 JVD ls 0.7 0.6 0・32

15 93F SK90 TVD ls 0・8 (0.5) 0・08

15 93F SK91 W D ls 0.5 0・4 0.36

15 93F SK95 IIID20S 0.4 0・3

15 93F SK97 ffl D 19t 0.5 0・3 0.05

15 93F SK10 JVD lt 2.5 2・5 0・30
15 93F SK10 JYD lt2t (3.6) 0.7 0・08
15 93F SK10 OT E18a 0・4 0.3 0.05
15 93F SK10 NlE18a 0.3 0.3 0.03

15 93F SK10 niDi8t 0・4 0・4 0・05

15 93F SK10 HTE18a 0.5 0.4 0.ll

15 93F SKll DJE18a 0・5 0.5 0.10

15 93F SK111 TTTE17a 0.4 0・3 0・09

15 93F SKll TTTE17a 0・4 0.4 0・05

15 93F SK ll TTTE17a 0.4 0.3 0.03

15 93F SK ll DIE17a 0.3 0.3 0.03

15 93F SK ll niDi7t 0・4 0.4 0.05
15 93F SK ll HIE17a 0.4 0.3 0.05
15 93F SK ll TITE17a 0・4 0.3 0・06
15 93F SK ll TTTE17a 0.4 0・4 0.05

15 93F SK ll ffl E17a 0.4 0.4 0・07

15 93F SK I2 TTTE17a 0.5 0.4 0.06

15 93F SK 121 DTE16a 0・4 0・4 0.Ofi

15 93F SK 12 niE16a 0.5 0.4 0・08

15 93F SK 12 TTTE16a 0・4 0.4 0.07

15 93F SK I2 UTE16a 0・5 0・5 0.07

15 93F SK I2 HTE16a 0・4 0.4 0・07

15 93F SK I2 NTE 16a 0.4 0・4 0・07
15 93F SK 12 TTTE15a 0・5 0.4 0・07
15 93F SK I2 W E 15a 0.5 0・4 0.04

15 93F SK I3 UlE 15a 0.5 0・4 0.05

15 93F SK 131 TTTE 15a 0・4 0.2 0.08

15 93F SK 13 niE 16a 0・7 0.2 0.09

15 93F SK 13 l E 16a 0.4 0・6 0.04

15 93F SK I3 ffl E 16a 0.4 0・4 0.04

15 93F SK 13 HlE 16a 0.4 0・4 0.04

15 93F SK 13 TTTE 16a 0・4 0・4 0.08
15 93F SK I3 niE 15a 0.6 0・4 0.10
15 93F SK I3 OT E 15a 0・5 0・4 0.05

15 93F SK 13 m E 15a 0・5 0.4 0.05
15 93F SK 14 TTTD 15tnTE15a 0・4 0・4 0.07

15 93F SK I41 HTD 16t 0・5 0・4 0・09

15 93F SK I4 niD i6t (0・4) 0・4 0.08

15 93F SK I4 TTTD 16t (1・0) 0.7 0・11

15 93F SK I4 ITTD 16t 0・5 0.5 0.06

15 93F SK I4 HTD 18t 0・7 0.6 0.15

15 93F SK 14 W D 18t 0.5 (0・2) 0.07

15 93F SK 14 niD i8t 0・5 0・3 0.05
15 93F SK I4 TTTD 17t 2.0) (0・7) 0.17
15 93F SK I4 TTTD 16t (0・8) 1.2 0.17
15 93F SK 15 TTTD 17t 0.4 0.2 0.05

15 93F SK I5 ffl D 17t 0.4 (0・2) 0.04

15 93F SK IPS M D 17t 0.3 0.2 0.04

15 93F SK I5 l D 18t 0・3 0.2 0.07

15 93F SK I5 UlD 15tnTE 15a (0.3) (0・3) 0・06

16 SD 232 92D SD U V D 19oVm iD (15・2) 1.2 0.18 ○

16 SD 233 92D SD lfi V D 19n20n 14.7: 0・3 0・16 ○

16 SD234 92D SD 17 V D 20m l8n 14.8: 0.7 0.12 ○

16 SD 235 92D SD 18 V D 19m n (13・8) 0.8 0・17 ○

16 SD23fi 92D SD 19 V D 19m n (2 1) 1・3 0.23 ○

16 SD237 92D SD 22 V D 18m ll.5) 1・4 0.26 ○

16 SD 237 93Hb SD 14 W D ltYlE20a (7・6) 1・0 0・23 ○

16 SD 238 93Hb SD 09 ! E20al9c 7.5 2.0 0.21 ○

16 SD 241 93Hb SD 08 ! E3a5a 10.0; 1・1 0・21 ○

16 SK 361 92D SK 56 V D 20n 1.9) (0・9) 0.17 ○

16 SK 362 92D SK 57 V D 20no 2.5) 0.7 0.29 ○

16 SK 363 92D SK 58 V D20m (2・9) 1.1) 0.22 ○

16 SK 3fi4 92A a SK ll Vm i6b 2.3 1・4 0.12 ○

16 SK 365 93Hb SK 04 l D4t 2.8 0.9 0・17 ○

16 SK 366 93Hb SK 03 VDD5t (2・5) 1.1) 0・73 ○

16 SX 25 92D SX 02 V D19m l90 10.4) 1.5) 0.07 ○

16 92D SD 15 V D19n (6・2) 0・5 0.10
16 92D SD 20 V D 19D VTD lm 16.3 4.5 0・39

16 92D SD 21 ¥aD 19nD (10.8 0・5 0・14

16 92D SK 59 V D 19m 4.1) (0・7) 0.19

16 92Aa SK ll W D 13t¥aE13a 1.4 1.0 0.Ofi

16 92Aa SK I1 VTE 16b 2.0 1.5) 0.08

16 93Hb SD07 ! D 3t5t (13・3) 0.9 0・10

16 93H b SD 10 ! E 19b20b (4・3) 1.6 0.10

16 93H b sd ii VflE laVlD20c (8・4) 2.0 0.18

16 93H b SD 12 W D ltYlE20b ll.7 0.8 0.20
16 93H b SD 13 l D ltVIE19b (15・0) 1.8 0.15
16 93H b SD 15 W D ltW Elb ll.5 0.8 0・16

16 93H b SK05 VIE19b (1・2) (0・6) 0・10

16 93H b SK06 VTE20b 1.1 (0・6) 0.35

16 93H b SK07 vm 20b 0.7 0.5 0・05

16 93Hb SK08 vm ia 0.7 0・6 0.16

16 93Hb SK 09 VTE20b (0.8) (0・5) 0・06

18 SD 185 92A h SD 10 vm 4a (3・8) 1・3 0.07 ○

挿図瀞隔号 調査区 日遺構 グ リ ッ ド長軸(m)短軸(m)深さ(m)遺物 時 期

18 SK 217 92A h SK 41 VIE4a 1.8 1.1 0.17 ○

18 SK 218 92A h ・E6a 1.0 0・6 0・10

18 SK 219 92A b SK 43 VIE6a 1・5 0.9 0.20 ○

18 SK 220 92A h SK 42 vm 6b 2.3 0.6 0・08 ○

18 SK 221 92A h SK 4fi ・E7a (1・5 0.8 0・10 ○

18 SK 222 92A b SK 48 W E7a 1.6 1・2 0.24 ○

18 SK 223 92A h SK 44 W E8a 1・8 1.4 0.08 ○

18 SK 224 92A h SK 45 VIE8a8b 1.3 1・0 0.15 ○

18 SK 225 92A h SK 49 VID8tV[E8a 1.7 1・2 0.15 ○

18 SK 22fi 92A h VIE8b 2.4) (0・5) 0.13

18 P188 92A h VIE8b 0.3) 0・5 0.12

18 P189 92A h VIE8a 0・4 0・3 0.07

18 P190 92A b VIE8b 0.4 0・3 0.07

19 SD 186 92A h SD 09 vm iotvm iob 8.0) 4・0 0.28 ○ 12C後

19 SK 227 92A h SK 47 vm 9t 1.7 1・3 0.15 ○

19 SK 228 92A h VIE9a 1・2 0.9 0・12
19 SK 229 92A b SK 61 W Ella 1・0 0.9 0.12 ○

19 SK 230 92A b SK 63 YIElla 0.7 0・5 0.13 ○

19 SK 231 92A b VlEllb 1・1 0.7 0・13

19 SK 232 92A b SK 62 VTElla 2.6 1・4 0.ll ○ 12C後

19 SK 233 92A b VTElla 1・2 1・0 0.33

19 SK 234 92A h VTElla 0・9 0・7 0・06

19 SK 235 92A h vm iib 1.0 0・9 0.07

19 SK 23fi 92Ah SK 60 vm i2t 1.4) (0.2) 0・10

19 SK 237 92Ah SK 65 Vm i2a 0.9 0・7 0・05

19 SK 238 92A a SK 34 VIE 13a 1.0 0.7 0.04
19 SK 239 92Aa SK 38 Vm i3a 1・7 1.6 0.02 ○

19 P191 92Ah VTD llt 0.5 (0・2) 0.08
19 P192 92Ah VTD llt 0.4 0.3 0・11

19 PI93 92Ab VTE lla 0・3 0.3 0・08

19 P194 92Ah vm iia 0・4 0・3 0・13

19 PI95 92Ah VTD 12t 0.4 0.3 0・06

19 PIQfi 92Ab vm iib 0・4 0.3 0・10

19 P197 92Ab vm iia 0・3 0.3 0・06

19 PI98 92Ab VID 12t 0.3 0.3 0.14

19 PI99 92Ah vm i2t 0・4 0.4 0・12
19 P200 92Ah VTD 12t 0.4 0.4 0.12
19 P201 92Ab vm i2t 0・4 0.3 0.10
19 P202 92Ab vm i2t 0・4 0.3 0・07
19 P203 92Ah Vm i2a 0.5 0・4 0.09

19 P204 92Ab ・E 12a 0・4 0・4 0・07

19 P20FS 92Ah vm i2a 0.4 0・4 O.on

19 P20fi 92Ah W E12a 0〝3 0・3 0・06

19 P207 92Ah VIE12a 0・3 0・3 0.07

19 P208 92Aa VlD 13t 0・3 0・3 0.08

19 P209 92A a VTE13a 0.4 0・3 0.Ofi

19 P210 92A a VTE13b 0.4 0・3 0.Oti
20 SK329 92A h YIEllb 1・2 0・9 0.Ofi
20 SK330 92A h vm iia 1.6 1.0 0.12
20 SK331 92A h VIElla 0"8 0・5 0.07
20 SK332 92A h SKll VTD 10tl2t 1.9 0・9 0.2fi ○

20 P368 92A h W ElOa 0.4 0.3 0・03

20 P369 92A h YTEllt 0・4 0・3 0.07

20 P370 92A b P119 VTD llt 0.4 0.3 0.09 ○

20 P371 92A h vm i2a 0.4 0・3 0.13

21 SD187 92A a SD01 TO 13tVIE13b (11・1) 2.0 0.09 ○ 12C後

21 SD18S 92A a SD02 vm i6t 4.7) 0.3 0・05 ○ 12C後

21 SK240 92A a SK36 VIEU a 1・1 0・9 0・13
21 SK241 92A a SK10 Vm U tVIEU a 2・8 2.6 0.29 ○

21 SK242 92A a SK39 ro u t (0.6) 0.3)

21 SK243 92A a W E14a (0・4) (0.2) 0.02
21 SK244 92A a W E14a (0・8) (0・5) 0・03

21 SK245 92A a SK35 VTE14bl5b 3.7 2.0) 0.ll ○

21 SK246 92A a SK30 ¥TE15a 1.1 1・1 0.32

21 SK247 92A a SK31 Vm i5a 1・2 1.0 0・07

21 SK248 92A a SK33 VIE15al6a 2.3 1・4 0・09

21 SK249 92A a SK37 vm i6t 0.8 0.7 0・01 ○ 9C 前

21 SK250 92A a SK32 Vm i5a 1・2 0.9 0.16

21 SK252 92A a SK09 vm i5b 2.1 1.1) 0・21 ○

21 SK253 92A a W E15b 1.4 1.0) 0.ll
21 SK254 92A a SKll VIE16a 1.0) (0・8) 0.12 ○

21 SK255 92A a SK40 VTD16t 0.7 0.4 ○ 10C 前

21 SK 25fi 92A a VTE16b 0.5) (0・5) 0.09

21 SK 257 92A a SK01 W EI6b 3.1) (2・3) 0・23 ○ 10C 後

21 SK 258 92A a SK02 VTE16b 0.9 0・3 ○ 11C 前

21 SK 259 92A a SK08 Vm i6tl7t 1・2 0.9 0.15 ○

21 SK 260 92A a VTD17t 1.5 0.9) 0.10

21 P211 92A a Vm i4a 0・6 0"3 0・35

21 P212 92A a MlEU a 0.4 (0・3) 0.40

21 P213 92A a ¥TE16b 0・4 0.4 0.18
21 P214 92A a Vm i6b 0・3 0.4 0・11
21 P215 92A a P05 Vm i6b 0・6 0.5 0・17 ○

21 P21fi 92A a P04 VTE16b 0.・6 0.4 0.18 ○

21 P217 92A a P03 Vm i6b 0.3 0.3 0・13 ○

21 P218 92A a Vm i6b 0"4 0・4 0.19

21 P219 92A a Vm i6a 0.5 0.4 0.16

21 P220 92Aa W E17a 0.6 0・4 0.09

21 P221 92Aa P01 Ym i7a (0.5) 0.3 0.14 ○

21 P222 92Aa vm i6a 0.5 (0・3) 0.05

21 P223 92Aa W E 16a 0.5 0・5 0.05

21 P224 92Aa Vm i6a 0・5 0.4 0.06
21 P225 92Aa Plo W E 16a 0.4 0.3 0.07 ○

21 P226 92Aa Vm i6a 0"4 0.3 0.08
21 P227 92Aa Vm i6a 0.5 0.4 0.ll



198

挿図 避報号 調査区 ロ逮悟 グ リ ッ ド長軸(m)短軸(m)深さ(m)遺物 時 期

21 P228 92A a VTE16b 0・4 0.4 0.14

21 P229 92A a vm i7b 0・6 0.6 0.14

21 P230 92A a P02 vm i6b 0・2 0.2 0.07 ○

21 P231 92A a vm i6b 0.4 0.3 0.10

21 P232 92A a vm i7b 0・4 0.3 0・16

21 P233 92A a YTE 17b 0・3 0・3 0・07

21 P234 92A a VTE 17b (0・3) 0.3) 0.18

21 P235 92A a TO 17tV[E 16a 0.5 0.4 0・03

22 SK334 92A a SK 10 Vm i3a 3.6 3.1 0.26 ○

22 SK335 92A a vm i3b 1・7 1・1 0.lfi
22 SK33G 92Aa N E 13a 1.0 0.6 0.18

22 SK 337 92Aa SK ll vm i3a 1・0 0.7 0〝08 ○

22 SK 338 92Aa SK I! YlD 13tY[E14a 1.0) 1.0 0・11 ○

22 SK 339 92Aa SK ll vm i4t 0.7 0・6 0・05 ○

22 SK 340 92Aa vm i5t (1・3) (1・4) 0.12

22 SK 341 92Aa SK10 VTD 15t 2・6 1・6 0・10 ○

22 SK342 92A a SK10 W E15a 1.3 0.9 0.ll ○

22 SK343 92A a SK10 VIE15a 1・0 0・8 0.16 ○

22 SK344 92A a SK10 Vm i5a 1・9 1・4 0.20 ○

22 SK345 92A a VTE15a (0・8) 0.6 0.12
22 SK34fi 92A a SK10 Vm i4bl5b 2 2 1.2 0.15 ○

22 SK347 92A a SK10 VlE14bl5b (0・5) 0.4 0.17 ○

22 SK348 92A a VfE15a (1・1) 0・8 0.10

22 SK349 92A a SKIll VlE15b 1.8 0・5 0・11 ○

22 SK350 92A a VIE15bl6b 1・5 1・0 0.10

22 SK351 92A a W E15bl6b (1・3) 0.7) 0.02

22 SK352 92A a SK10 W E16ab 2.2 2.2 0・19 ○

22 SK353 92A a W E16a 0.6 0.4 0.08

22 SK354 92A a SK101 Vm i6tl7t 3・6 1・3 0・04 ○

22 SK355 92A a W D 17t 0.6) (0・4) 0.15

22 SK356 92A a VIE16ab 1.6 0.9 0.10
22 SK357 92A a VIE16a 0.9 0.6 0.10

22 P372 92A a VlE12a 0・2 0・2 0・06

22 P373 92A a P114 ¥IE12a 0.3 0.2 0.13 ○

22 P374 92A a VlE13a 0・2 0・1 0.13

22 P375 92A a vm i3a 0.2 0・2 0.08

22 P37fi 92A a ¥tfE13a 0.2 0.2 0.14

22 P377 92A a PI15 W E12a 0・3 0.2 0.14 ○

22 P378 92A a VID 13t 0・3 0・3 0・10

22 P379 92A a Vm i3a 0・2 0.2 0.14

22 P380 92A a PI13 ¥TE12a 0.3 0・3 0.18 ○

22 P381 92A a P116 W E13t 0・3 0・3 0.14 ○
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22 P429 92Aa P101 vm i5b 0.3 0.3 0.17 ○
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挿図 潮緒号 調査区 日遺構 グ リ ッ ド長軸(m)短軸(m)深さ(m)遺物 時 期

22 P434 92A a YTE15bl6b 0.2 0.2 0.06

22 P435 92A a VTE16a 0.4 0・3 0・09

22 P436 92A a M E16a 0.4 0.3 0・09

22 P437 92A a VIE16a 0.4 0.3 0.07

22 P438 92A a Vm i6a 0・3 0・3 0.04

22 P439 92A a Vm i6a 0.3 0.3 0.06
22 P44Q 92A a TO 16a 0.4 0.3 0・07
22 P441 92A a Vm i6a 0.3 0.3 0.07

22 P442 92A a VIE16a 0.3 0.2 0.04

22 P443 92A a V¥El6a 0.2 0・2 0・02
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墳墓堂遺構全景

Ⅲ

1. 92F・Ga・Gb-E区



図版2

墳墓堂遺構近景



図版3

墳墓堂遺構南側全景
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大溝全景
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水田全景
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住居跡と大溝
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住居跡
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墳墓堂遺構周辺・墳墓堂



図版10

井戸・93G区
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珪藻化石

1. Aulacoseira italica var. valida (Grun. ) Simonsen

2. Aulacoseira百alica vaγ >alida (Grim.)Simonsen

3. Aulacoseira a桝bigna (Grun. ) Simonsen

4. Fragilafia brevistγiate Grunow

5. Fragilaγia constmens (Ehγ ) Grunow

6. Fragilaria construents fo. venter (EゐγJ Hustedt

7. Fragilaria exigna Grunow

8・ Fragilaγ?xigua Grunow

9. Amphora ovalis vaγ affinis (Kuetz.) V. Heurck

10. Gomphmema gracile Ehrenben

ll. Navicula的utica Knetzing

12. Cymbella amphioxys (Kuetz. ) Gn

13. Navicula elginensis i γ neglecta (Krass.)Patrick

14. Cymbella naviculiformis Auerswald

15- Cvmbella silesiaca Bleisch

16、 Stauroneis phoenicenterot日,aγ hattori Tsumura

17. Navicula pupiila Kuetzing

18. Pinnularia gibba Hustedt

19・ Gomphonema parvuhim Kuetzing

20. Gomphonema panうuhtm Kuetzing

21・ Gomphonema snmatorense Frickt

22. Eunotia biseγiatoides H. Kobayasi

23. Ennotia pectinalis 1 inor (Knetz. ) Rabeタihorst

24. Cymbella cuspidata Kuetzing
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花粉化石・植物珪酸体

(1-5)

1.マツ属

2.コナラ属コナラ亜属

3.コナラ属アカガシ亜属

4.イネ科

5.ソバ属

6,ミズワラビ属

1.タケ亜科短細胞珪酸体

2・ヨシ属短細胞珪酸体

3.コブナグサ属短細胞珪酸体

4.ススキ属短細胞珪酸体

5・イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体

6.イネ属横動細胞珪酸体

7・イネ属機動細胞珪酸体

8.ヨシ属機動細胞珪酸体
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